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NHK改革 
デジタル時代の公共放送論 

～PARTⅠ～ 

高島秀之 

REFORM THE NHK, DON’T KILL IT 
An Analysis of The Share of Public Broadcasting Corporation  

in Digital Age 
～PARTⅠ～ 

Hideyuki Takashima 
 
 
 

By the reason of Increasing Nonpayment against the Subscription Fee caused by disgraceful 
matters, The Japan Broadcasting Corporation (NHK) faces an acute CRISIS. Trends in Assimilation 
between Broadcast and Communication, rapid progress of Broadband transmission and movement 
of Multi-Channel threaten the basis of Public Broadcasting Corporations in the world. 

In June 2006, A Report was filed from “the Meeting discuss about what Communication & 
Broadcast should be in Digital Age”, abbreviate private “TAKENAKA MEETING” (TAKENAKA was the 
former minister of Ministry of Posts and Telecommunications).  This Report designated that the year 
2011 would be Perfect Digital Year by disusing Broadcasting Analogue Waves and whole Media would 
be integrated digital by using Optical Fiber.  “TAKENAKA MEETING” appointed to review, reconstruct 
and reorganize the Communication Infrastructure in Japan, specifically refer to NHK and NTT.  

In July, “Government Committee to urge Deregulation & Introduction of Private Sector Vitality 
“submitted the mutual draft of a report on NHK. It went with almost same stream as TAKANAKA 
MEETING. 

In April 2007, the law of broadcast was revised partially at the Diet, the obligatory for Subscription 
Fee was passed up. But the law was continued the deliberations of Diet. 

This Report is to make an analysis of “the share of the Public Broadcasting Corporation should 
be in Digital Age”, comparison with various organizations.   

 
PART Ⅰ deal with 2005~2007.4 
PART Ⅱ deal with 2007.5~ 
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あ
ら
ま
し

最
初
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
に
関
す
る
ス
タ
ン
ス
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
と
、
英
文

の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル"R

eform
 the N

H
K

, D
on't kill It"

の
方
が
直
截
に
そ
の
意

図
を
表
し
て
い
る
。

筆
者
は
大
学
を
出
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
局
し
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
し
て
三
十
四
年
間
務
め
、
そ
の
後
大
学
へ
転
じ
て
か
ら
も
ウ
ィ
ー
ク

リ
ー
に
ラ
ジ
オ
番
組
の
キ
ャ
ス
タ
ー
を
経
験
し
、
公
共
放
送
に
ド
ッ
プ
リ
と
漬

か
っ
た
者
で
あ
る
。
偏
っ
た
立
場
で
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
を
論
ず
る
資
格
が
な

い
と
云
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
長
年
務
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
見
え
て

来
る
こ
と
も
あ
る
。
昨
今
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
論
議
や
閣
議
決
定
さ
れ
た
放
送
法
改

正
案
を
見
る
に
つ
け
、
こ
れ
で
よ
い
の
か
と
い
う
疑
念
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い

の
で
あ
る
。

二
〇
一
一
年
の
放
送
完
全
デ
ジ
タ
ル
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
化
を
前
に
、
通
信
と
放
送
の
融
合
に
つ
い
て
の
議
論
が
交
さ
れ
、
日
本
放
送

協
会
（
以
下
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の
在
り
方
が
問
わ
れ
た
。
政
府
は
二
〇
〇
七
年
四
月
六

日
に
放
送
法
改
正
案
を
閣
議
決
定
し
た
が
、
一
六
六
通
常
国
会
（
二
〇
〇
七
年

春
）
で
は
継
続
審
議
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
に
つ
い
て
は
、
「
通
信
と
放
送
の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
、

「
規
制
緩
和
・
民
間
解
放
推
進
会
議
」
、
「
映
像
国
際
放
送
の
在
り
方
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」
な
ど
政
府
や
総
務
省
の
委
員
会
に
よ
っ
て
、
受
信
料
支
払
い
義

務
化
や
有
料
放
送
化
、
保
有
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
の
削
減
、
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
制
作

部
門
の
分
離
・
子
会
社
化
、
国
際
放
送
の
強
化
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
有
料
公
開
な

ど
が
問
題
と
な
り
、
衆
参
両
院
の
総
務
委
員
会
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
予
算
審
議
の
折

に
そ
の
在
り
よ
う
が
問
わ
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
放
送
法
改
正
案
は
結
局
継
続

審
議
と
な
り
、
改
め
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
が
検
討
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

公
共
放
送
を
設
営
す
る
の
か
し
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
ど
う
改
革
す

る
の
か
は
国
民
の
意
思
で
あ
り
、
国
家
と
し
て
の
決
断
で
あ
る
。
理
想
の
公
共

放
送
像
と
現
在
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
在
り
よ
う
が
異
な
る
と
批
判
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
法
や
制
度
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
ど
う
改
革
す
る
の
か
、
今

一
度
国
民
的
な
議
論
を
尽
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

総
務
省
が
設
定
し
た
ア
ナ
ロ
グ
停
波
の
日
限
は
二
〇
一
一
年
七
月
二
十
四
日

で
あ
る
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
は
国
家
百
年
の
計
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
八
〇
年
を
越

す
歳
月
の
積
み
重
ね
の
上
に
あ
る
国
民
共
有
の
文
化
で
あ
り
、
財
産
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
ど
う
す
る
の
か
？　

失
う
は
安
く
、
取
り
戻
す
の

は
容
易
で
は
な
い
。

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅰ
は
一
連
の
不
祥
事
か
ら
会
長
と
全
理
事
の
辞
任
に
追
い
込
ま
れ

た
二
〇
〇
五
年
一
月
か
ら
二
〇
〇
七
年
春
の
第
一
六
六
回
通
常
国
会
に
お
け
る

放
送
法
改
正
が
継
続
審
議
と
な
る
ま
で
の
二
年
間
を
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
は
そ
れ
以

降
の
動
き
を
検
証
し
た
。
章
立
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅰ

第
一
章	

Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
へ
向
け
て
（
二
〇
〇
五
年
一
月
〜
二
〇
〇
七
年
四
月
）

第
二
章	

改
革
に
対
す
る
批
判
・
反
論

第
三
章	

放
送
の
公
共
性
と
公
共
放
送

第
四
章	

政
府
に
よ
る
介
入

	

国
際
放
送
へ
の
命
令
変
更
と
編
集
権
を
巡
る
裁
判

第
五
章	

外
部
調
達
の
拡
大

第
六
章	

Ｂ
Ｂ
Ｃ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
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Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ

第
七
章	

デ
ジ
タ
ル
化
の
中
の
放
送
〜
Ｎ
Ａ
Ｂ
２
０
０
７
か
ら
〜

第
八
章	

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
財
政
〜
受
信
料
支
払
い
義
務
化
を
巡
っ
て
〜

第
九
章	

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
政
治

第
十
章	
改
革
へ
の
提
言

第
一
章　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
へ
向
け
て
（
二
〇
〇
五
年
一
月
〜
二
〇
〇
七
年
四
月
）

二
〇
〇
五
年
の
放
送
界
は
激
動
の
年
で
あ
っ
た
。
一
連
の
不
祥
事
と
そ
れ
に

対
す
る
不
適
切
な
対
応
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
不
信
を
招
い
て
受
信
料
不
払
い
が
増
加
し
、

海
老
沢
会
長
以
下
全
理
事
が
辞
任
す
る
な
ど
、
公
共
放
送
の
存
立
基
盤
が
問
わ

れ
た
。
民
放
で
は
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
株
を
め
ぐ
る
ラ
イ
ブ
ド
ア
の
買
収
騒
動
、
楽

天
に
よ
る
Ｔ
Ｂ
Ｓ
へ
の
経
営
統
合
提
案
な
ど
、
ネ
ッ
ト
産
業
に
よ
る
Ｍ
＆
Ａ
の

動
き
が
、
民
放
の
経
営
基
盤
を
脅
か
し
た
。
ま
た
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
伝
送
路
の
多
様
化
が
、
放
送
と
通
信
の
融
合
の
論
議
を
呼

び
、
長
年
続
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民
放
と
い
う
放
送
界
の
二
元
体
制
が
問
い
直
さ
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
行
政
レ
ベ
ル
の
懇
談
会
や
審
議
会
に
よ
る
公
共
放
送
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
改
革
に
関
す
る
提
言
が
相
次
い
だ
。
そ
の
主
な
動
き
を
整
理
す
る
と
、

〇
六
年
六
月 

竹
中
総
務
大
臣
の
私
的
懇
談
会
「
通
信
と
放
送
の
融
合
に
関

す
る
懇
談
会
」
報
告

　
　
　

六
月 

自
民
党
電
気
通
信
調
査
会
「
通
信
・
放
送
産
業
高
度
化
小
委

員
会
」
報
告

　
　
　

六
月 

政
府
・
与
党
合
意

　
　
　

七
月 

経
済
財
政
諮
問
会
議
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す

る
基
本
方
針
２
０
０
６
」
発
表

 

「
規
制
改
革
・
民
間
解
放
推
進
会
議
」
中
間
答
申

　
　
　

八
月 

総
務
省
「
外
国
人
向
け
の
映
像
に
よ
る
国
際
放
送
」
の
在
り

方
を
情
報
通
信
審
議
会
に
諮
問

　
　
　

九
月 

竹
中
総
務
相
に
よ
る
工
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
表

　
　

十
一
月 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
放
送
に
菅
総
務
相
命
令

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
受
信
料
不
払
い
に
法
的
措
置

　
　

十
一
月 

規
制
改
革
・
民
間
解
放
推
進
会
議
の
最
終
答
申

　
　

十
二
月 

「
通
信
・
放
送
問
題
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」（
菅
総
務
相
私
的
懇

談
会
）
発
足

〇
七
年
一
月 

東
京
高
裁
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
賠
償
命
令

　
　
　

三
月 

平
成
十
九
年
度
「
映
像
国
際
放
送
」
へ
実
施
命
令
拡
大

 

関
西
テ
レ
ビ
『
あ
る
あ
る
大
事
典
』
捏
造
問
題

 

「
受
信
料
義
務
化
に
は
大
幅
値
下
げ
が
必
要
」
と
の
菅
総
務

相
発
言
を
受
け
、
総
務
省
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
対
立

　
　
　

四
月 

放
送
法
一
部
改
正
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
が
、
第
一
六
六
通
常

国
会
で
は
継
続
審
議
と
な
っ
た
。

と
な
る
。
以
下
Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
の
ス
ト
リ
ー
ム
を
紹
介
し
、
そ
の
論
点
を
明
ら
か

に
す
る
。

通
信
・
放
送
の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
報
告

〇
六
年
六
月
六
日
、
竹
中
総
務
大
臣
の
私
的
懇
談
会
「
通
信
・
放
送
の
在
り

方
に
関
す
る
懇
談
会
」（
座
長
・
松
原
聡
東
洋
大
教
授
）
か
ら
最
終
報
告
書
が
提

出
さ
れ
た
。
放
送
ア
ナ
ロ
グ
波
が
廃
止
さ
れ
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
網
で
全
て
の
メ
デ
ィ
ア
が
受
信
可
能
と
な
る
二
〇
一
一
年
を
通
信
と

放
送
の
融
合
時
代
の
幕
開
け
、
完
全
デ
ジ
タ
ル
元
年
と
位
置
づ
け
、
通
信
・
放
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送
の
在
り
方
を
技
術
体
系
、
法
体
系
か
ら
抜
本
的
に
見
直
し
、
再
検
討
す
る
方

向
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
の
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ

で
、
そ
の
業
務
の
見
直
し
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

竹
中
懇
談
会
は
こ
れ
か
ら
の
通
信
・
放
送
行
政
に
関
し
て
、
次
の
三
つ
を
指

摘
し
た
。

一
、 

一
般
利
用
者
の
観
点
か
ら
見
て
、
現
行
の
通
信
・
放
送
の
制
度
が
技
術

革
新
に
対
応
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
利
用
者
が
享
受
で
き
て

い
な
い
。

二
、 

競
争
力
の
強
化
と
事
業
展
開
の
多
様
化
と
い
う
観
点
か
ら
、
国
際
競
争

力
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

三
、 

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
強
化
と
い
う
観
点
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
力
と
情
報

発
信
力
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
観
点
か
ら
放
送
事
業
の
自
由
な
事
業
展
開
の
促
進
の
た
め
に
は
、

一
、 

集
中
排
除
原
則
の
緩
和
。

二
、 

圧
縮
帯
域
技
術
の
進
歩
に
よ
り
生
じ
る
未
利
用
部
分
の
周
波
数
帯
の
有

効
活
用
と
一
定
割
合
以
上
は
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う
基
準
の
緩
和
。

三
、 

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
Ｉ
Ｐ
マ
ル
チ
キ
ャ
ス
ト
に
よ
る
再
送
信
の
推

進
。

四
、 

地
上
波
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
周
波
数
帯
域
の
有
効
利
用
・
携
帯
向
け
、
モ

バ
イ
ル
向
け
映
像
の
配
信
。

五
、 

コ
ン
テ
ン
ツ
の
流
通
環
境
の
改
善　

公
共
放
送
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
番
組
制
作
の

一
定
以
上
を
子
会
社
以
外
か
ら
の
外
部
調
達
。
以
上
五
つ
の
施
策
が
必

要
と
さ
れ
た
。

特
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
つ
い
て
は
、
相
次
ぐ
不
祥
事
に
対
し
て
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
強

化
さ
れ
た
と
は
言
い
難
く
、
公
共
放
送
が
持
つ
非
効
率
性
も
改
善
さ
れ
て
い
な

い
。
Ｉ
Ｐ
（Internet Protocol

）
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
公
共
放
送
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
持
つ
経
営
資
源
を
国
民
の
た
め
に
有
効
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、

一
、 

経
営
委
員
会
の
刷
新
…
実
質
的
に
は
諮
問
委
員
会
の
役
割
し
か
果
た
し

て
い
な
い
経
営
委
員
会
を
一
部
委
員
の
常
勤
化
な
ど
で
強
化
、
委
員
の

メ
ン
バ
ー
構
成
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
、 

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
の
削
減
…
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
保
有
す
る
現
行
の
八
チ
ャ
ン
ネ
ル

は
多
過
ぎ
る
。
衛
星
放
送
は
難
視
聴
対
策
と
し
て
一
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
十

分
で
あ
り
、
一
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
削
減
。
地
上
波
テ
レ
ビ
現
行
二
チ
ャ
ン

ネ
ル
は
、
地
方
や
高
齢
者
を
考
え
る
と
直
ち
に
削
減
は
困
難
で
あ
る
が
、

Ｆ
Ｍ
の
音
楽
番
組
提
供
は
そ
の
役
割
を
終
え
て
い
る
。
衛
星
二
チ
ャ
ン

ネ
ル
と
Ｆ
Ｍ
を
廃
止
す
れ
ば
五
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
な
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ス
リ

ム
化
に
貢
献
す
る
。

三
、 

子
会
社
の
整
理
・
統
合
…
子
会
社
を
含
む
Ｎ
Ｈ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
肥

大
化
が
不
祥
事
と
非
効
率
を
招
く
の
で
、
ス
リ
ム
化
が
必
要
で
あ
る
。

 

娯
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
の
部
門
は
公
共
性
が
高
い
と
は
言
え
な
い
の
で
、
関

連
会
社
に
分
離
す
る
。

 

ま
た
、
伝
送
部
門
を
子
会
社
化
し
て
未
利
用
周
波
数
帯
を
有
効
活
用
す

る
。
さ
ら
に
、
子
会
社
へ
の
集
中
発
注
体
制
を
改
め
る
。

四
、 

番
組
ア
ー
カ
イ
ブ
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
有
料
提
供
…
こ
れ
ま
で
ス
ト
ッ

ク
し
て
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
解
放
し
、
そ
の
有
効

活
用
を
図
る
。

五
、 

国
際
放
送
の
強
化
…
テ
レ
ビ
と
Ｉ
Ｐ
に
よ
る
英
語
国
際
放
送
を
早
期
に

開
始
す
る
こ
と
。
編
集
の
独
自
性
を
確
保
し
つ
つ
、
民
間
放
送
事
業
者

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
番
組
提
供
が
必
要
で
あ
り
、
新
た
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
子
会
社

を
設
立
し
て
国
際
放
送
を
実
施
す
る
。
そ
の
財
政
支
援
も
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

六
、 

受
信
料
制
度
の
改
革
…
受
信
料
徴
収
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
価
格
を
引
き
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下
げ
、
受
信
料
支
払
い
義
務
化
実
施
、
必
要
が
あ
れ
ば
罰
則
化
も
検
討

す
る
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
報
告
に
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
一
部
委

員
か
ら
は
技
術
研
究
所
の
研
究
活
動
な
ど
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
内
部
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
研

究
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

 

自
民
党
電
気
通
信
調
査
会
「
通
信
・
放
送
産
業
高
度
化
小
委
員
会
」
報
告

片
山
虎
之
助
参
議
院
幹
事
長
（
元
総
務
相
）
を
座
長
と
す
る
自
民
党
電
気

通
信
調
査
会
「
通
信
・
放
送
産
業
高
度
化
小
委
員
会
」（
以
下
片
山
小
委
員
会
）

は
、
今
後
の
放
送
・
通
信
の
在
り
方
に
つ
い
て
竹
中
懇
談
会
と
平
行
し
て
議
論

を
進
め
て
来
た
が
、
六
月
二
日
（
竹
中
懇
談
会
よ
り
四
日
早
く
）
に
報
告
書
が

提
出
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
関
す
る
項
目
の
う
ち
、
竹
中
懇
談
会
と
の
違
い
を
列
挙
す
る
と
、

一
、 

公
共
放
送
が
担
う
べ
き
公
共
性
に
つ
い
て
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
国
民
生
活
を
豊

か
に
す
る
信
頼
で
き
る
情
報
を
、
全
国
あ
ま
ね
く
、
誰
に
で
も
何
処
に

で
も
提
供
す
る
使
命
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
災
害
・
緊
急
報
道

や
教
養
・
教
育
番
組
と
い
っ
た
特
定
ジ
ャ
ン
ル
に
限
ら
ず
、
良
質
な
娯

楽
等
を
含
め
、
民
放
と
は
異
な
る
多
様
で
質
の
高
い
総
合
的
な
放
送
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。

二
、 

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
の
削
減
は
、
難
視
聴
解
消
目
的
以
外
の
衛
星
チ
ャ
ン
ネ

ル
と
ラ
ジ
オ
を
検
討
対
象
と
し
て
も
、
削
減
後
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
有
効
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

三
、 

国
際
放
送
は
在
外
邦
人
向
け
の
従
来
の
テ
レ
ビ
国
際
放
送
と
は
別
に
、

外
国
人
向
け
に
新
し
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
創
設
が
必
要
で
、
そ
の
よ
う
な

放
送
は
採
算
性
が
難
し
い
の
で
国
費
の
投
入
が
必
要
で
あ
る
。

四
、 

研
究
開
発
（
放
送
技
術
研
究
所
）
は
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
成
果
を
あ
げ

て
お
り
、
今
後
も
国
際
競
争
力
維
持
の
観
点
か
ら
必
要
で
あ
る
。

五
、 

子
会
社
の
統
廃
合
は
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、
本
体
業
務
を
安
易
に
子
会

社
化
す
る
の
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
効
性
の
観
点
か
ら
慎
重
で
あ
る
べ

き
で
あ
る
。

六
、 

受
信
料
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
受
信
料
に
代
わ
る
最
善
の
方
法

は
な
い
。
地
上
波
・
衛
星
と
も
に
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
や
広
告
収
入
に
頼

る
べ
き
で
は
な
い
。

七
、 

七
〇
％
の
収
納
率
は
公
平
負
担
の
原
則
か
ら
み
て
許
さ
れ
な
い
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
努
力
に
は
限
界
が
あ
り
、
義
務
化
が
必
要
。
効
果
が
不
十
分
な
場

合
は
、
将
来
、
強
制
徴
収
・
罰
則
導
入
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

八
、 

ワ
ン
セ
グ
、
サ
ー
バ
ー
型
放
送
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
先
導
的
な
役

割
が
期
待
さ
れ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
は
受
益
者
負
担
に
よ
る
有
料

サ
ー
ビ
ス
と
す
る
。

九
、 

組
織
形
態
に
つ
い
て
は
、
当
面
特
殊
法
人
の
形
態
を
維
持
す
る
。

そ
の
ほ
か
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
経
営
委
員
会
、
情
報
公

開
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
に
つ
い
て
は
竹
中
懇
と
大
き
く
異
な
る
と
こ

ろ
は
な
い
。

通
信
・
放
送
の
在
り
方
に
関
す
る
政
府
・
与
党
合
意

〇
六
年
六
月
十
日
、
総
務
大
臣
の
私
的
懇
談
会
の
報
告
書
を
受
け
て
、
通

信
・
放
送
の
在
り
方
に
関
す
る
政
府
・
与
党
合
意
が
な
さ
れ
た
。
時
の
自
由
民

主
党
政
調
会
長
、
公
明
党
政
務
調
査
会
長
等
と
小
泉
内
閣
の
安
倍
晋
三
内
閣
官

房
長
官
、
竹
中
平
蔵
総
務
大
臣
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
合
意
で
あ
る
。

放
送
関
連
で
は
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
集
中
排
除
原
則
を
自
由
度
の
高
い
形
で
早

急
に
緩
和
す
る
。
放
送
事
業
者
が
外
部
調
達
の
増
大
に
努
め
る
こ
と
を
期
待

し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
市
場
の
形
成
を
進
め
る
。
特
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
実
情
を
踏
ま
え
つ
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つ
、
番
組
制
作
の
外
部
調
達
を
今
以
上
と
す
る
よ
う
努
め
る
。
通
信
と
放
送
に

関
す
る
総
合
的
な
法
体
系
に
つ
い
て
、
基
幹
放
送
の
概
念
の
維
持
を
前
提
に
早

急
に
検
討
に
着
手
し
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
結
論
を
得
る
」
と
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
関
し
て
は
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
向
け
、
経
営
委
員
会
の
抜
本
的

な
改
革
を
行
う
こ
と
と
し
、
一
部
委
員
の
常
勤
化
、
事
務
局
の
抜
本
的
強
化
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
組
織
の
設
置
、
メ
ン
バ
ー
構
成
の
再
検
討
な
ど
を
早
急
に

行
い
、
措
置
す
る
。
」
と
し
て
、
保
有
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
八
波
）
の
削
減
に
つ
い

て
は
難
視
聴
解
消
の
た
め
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
以
外
の
衛
星
放
送
を
対
象
に
、
削
減

後
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
有
効
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
十
分
詰
め
た

検
討
を
行
う
と
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
本
体
に
つ
い
て
は
、
子
会
社
全
体
の
整
理
・
統
合
を
図
る
こ
と
を
前

提
に
、

一
、 

音
楽
・
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
制
作
部
門
の
一
部
を
本
体
か
ら
分
離
し

て
、
関
連
子
会
社
と
一
体
化
し
た
上
で
、
新
た
な
子
会
社
と
す
る
こ
と

を
検
討
す
る
。

二
、 

伝
送
部
門
に
お
い
て
、
会
計
の
峻
別
等
を
行
う
。

 

番
組
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
有
料
で
公
開
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た

め
必
要
な
対
応
を
行
う
。

三
、 

新
た
に
外
国
人
向
け
の
映
像
に
よ
る
国
際
放
送
を
早
期
に
開
始
す
る
。

 

そ
の
際
、
新
た
に
子
会
社
を
設
立
し
、
民
間
の
出
資
等
を
積
極
的
に
受

入
れ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
国
費
を
投
入
す
る
。

四
、 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
内
部
の
改
革
を
進
め
た
上
で
、
受
信
料
引
き
下
げ
の
あ
り
方
、

受
信
料
支
払
い
の
義
務
及
び
外
部
情
報
の
活
用
に
つ
い
て
の
検
討
を
早

急
に
行
い
、
必
要
な
措
置
を
取
る
。

 

そ
の
後
更
に
必
要
が
あ
れ
ば
罰
則
化
も
検
討
す
る
。
以
上
が
政
府
・
与

党
の
合
意
事
項
で
あ
る
。

規
制
改
革
・
民
間
解
放
推
進
会
議
の
中
間
答
申

総
務
大
臣
の
私
的
懇
談
会
の
報
告
、
政
府
・
与
党
の
合
意
を
受
け
て
、
〇
六

年
七
月
末
、
規
制
改
革
・
民
間
解
放
推
進
会
議
（
議
長
・
宮
内
義
彦
オ
リ
ッ
ク

ス
会
長
）
か
ら
中
間
答
申
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
竹
中
懇
談
会
報
告
を
さ
ら
に

民
営
化
へ
と
押
し
進
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

推
進
会
議
は
「
放
送
・
通
信
」
を
改
革
の
重
点
検
討
分
野
と
位
置
づ
け
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

化
の
進
展
に
よ
り
、
Ｃ
Ｓ
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
は
、
通
信
と
放
送
の
融
合
が
現
実
の

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
早
急
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民
放
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
二
元
体
制

を
見
直
し
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
対
応
し
た
新
た
な
体
制
を
準
備
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
答
申
し
た
。

特
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
関
し
て
は
、
受
信
料
制
度
を
廃
止
し
視
聴
者
の
意
思
に
基
づ

く
自
由
な
契
約
に
転
換
す
べ
き
で
あ
る
。
仮
に
当
面
受
信
料
制
度
を
維
持
す
る

と
し
て
も
「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」
と
い
う
官
業
の
解
放
や
民
間
と

の
公
正
な
競
争
条
件
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
受
信
料
収
入
を
も
っ
て
行
う

公
共
放
送
と
し
て
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
事
業
範
囲
は
真
に
必
要
な
も
の
に
限
定
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
自
由
な
契
約
に
基
づ
く
料
金
収
入

に
財
源
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
、
受
信
料
収
入
で
賄
わ
れ
る
公
共
放
送
と
は
明

確
に
区
別
し
、
平
成
十
八
年
度
以
降
、
子
会
社
等
の
統
廃
合
、
外
部
取
引
に
お

け
る
競
争
契
約
比
率
の
向
上
、
受
信
料
収
入
の
支
出
使
途
の
公
表
を
逐
次
実
施

す
る
こ
と
と
し
た
。

具
体
的
施
策
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
衛
星
放
送
三
波
の
う
ち
、
難
視
聴
解
消

を
除
く
一
波
を
平
成
十
九
年
ま
で
に
停
波
し
て
民
間
に
解
放
し
、
携
帯
電
話
を

含
む
真
に
必
要
と
す
る
も
の
が
利
用
で
き
る
よ
う
な
周
波
数
帯
域
の
割
当
の
方

法
を
工
夫
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
本
体
を
公
共
放
送
目
的
に
限
定
し
、
ス
リ
ム
化
す
る
と
と
も
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に
本
体
組
織
か
ら
音
楽
・
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
制
作
部
門
、
ア
ー
カ
イ
ブ

部
門
、
海
外
国
際
放
送
部
門
を
切
り
離
す
こ
と
を
答
申
し
た
。

工
程
プ
ロ
グ
ラ
ム

竹
中
懇
談
会
の
報
告
、
政
府
・
与
党
合
意
、
規
制
改
革
・
民
間
解
放
推
進
会

議
の
中
間
答
申
を
経
て
、
竹
中
総
務
相
は
〇
六
年
九
月
一
日
、
通
信
・
放
送
分

野
の
改
革
に
向
け
法
案
提
出
や
実
施
の
時
期
の
目
標
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
工

程
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
明
ら
か
に
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
保
有
す
る
過
去
の
番
組
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
は
〇
八
年
か

ら
、
外
国
人
向
け
国
際
放
送
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民
放
共
同
で
〇
九
年
度
開
始
を
目
指

し
、
〇
八
年
の
通
常
国
会
に
放
送
法
な
ど
の
関
連
法
案
を
提
出
す
る
。

受
信
料
の
支
払
い
義
務
化
に
つ
い
て
も
〇
八
年
の
春
に
結
論
を
得
る
と
し
た
。

子
会
社
の
整
理
・
統
合
に
関
し
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
協
議
の
上
、
早
期
に

音
楽
、
芸
能
、
ス
ポ
ー
ツ
の
制
作
部
門
の
一
部
分
離
を
進
め
、
衛
星
放
送
に
関

し
て
は
二
〇
一
一
年
ま
で
に
現
行
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
再
編
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
懇
談
会

政
府
筋
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
に
関
す
る
報
告
、
答
申
、
合
意
と
は
別
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

は
独
自
に
会
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
懇
談
会
」（
以

下
Ｎ
Ｈ
Ｋ
懇
、
座
長
辻
井
重
男
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
大
学
院
大
学
学
長
）
を

〇
五
年
五
月
か
ら
立
ち
上
げ
、
〇
六
年
六
月
十
九
日
に
そ
の
報
告
書
が
提
出
さ

れ
た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
竹
中
懇
談
会
報
告
の
二
週
間
後
、
政
府
・
与
党
合

意
の
前
日
で
あ
っ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
懇
は
「
一
昨
年
来
相
次
ぐ
金
銭
的
不
祥
事
と
政
治
と
の
距
離
に
対
す

る
疑
念
か
ら
、
視
聴
者
の
批
判
と
不
信
が
噴
出
し
、
受
信
料
の
支
払
い
拒
否
や

保
留
の
急
増
へ
と
つ
な
が
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
危
機
の
さ
な
か
に
あ
る
と
い
う
基
本

的
な
認
識
」
で
全
委
員
が
一
致
し
て
、
こ
の
提
言
を
纏
め
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
懇
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
の

中
で
、
公
共
放
送
が
基
幹
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
外
部
か
ら
の

不
当
な
干
渉
を
排
し
、
自
律
す
る
こ
と
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
生
命
線
と
位
置
づ
け
、
民

放
と
の
二
元
体
制
は
維
持
す
べ
き
で
あ
り
、
「
一
部
民
営
化
や
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

な
ど
の
有
料
放
送
化
は
す
べ
き
で
な
い
」「
ス
ポ
ー
ツ
・
娯
楽
を
含
む
多
種
多
彩

な
番
組
が
必
要
で
あ
る
」
と
し
た
。

受
信
料
は
我
が
国
の
文
化
と
民
主
主
義
を
支
え
、
成
熟
さ
せ
る
「
特
殊
な
負

担
金
」
で
あ
り
、
情
報
提
供
の
対
価
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
一
部
チ
ャ
ン

ネ
ル
へ
の
Ｃ
Ｍ
や
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
導
入
は
公
共
放
送
の
理
念
と
使
命
に
ふ
さ

わ
し
く
な
い
。
受
信
料
の
契
約
義
務
か
ら
支
払
い
義
務
制
と
い
う
法
改
正
で 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
財
政
基
盤
が
上
向
く
と
は
思
え
な
い
と
し
て
、
罰
則
規
定
を
否
定

し
、
柔
軟
で
公
平
感
の
あ
る
受
信
料
体
系
と
徴
収
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
提
案
し

て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
保
有
波
に
つ
い
て
は
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
の
多
寡
で
は
な
く
、
各

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
特
性
と
総
体
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
視
聴
者
の
ニ
ー
ズ
や
社
会

の
要
請
に
応
え
て
い
る
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

結
論
と
し
て
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
懇
の
答
申
は
竹
中
懇
談
会
、
民
間
解
放
推
進
会
議
の

改
革
の
方
向
と
は
正
反
対
の
答
申
と
な
っ
た
。

「
骨
太
の
方
針
」

〇
六
年
七
月
七
日
に
開
か
れ
た
第
一
九
回
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
「
経
済
財

政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０
０
６
」
は
、
日
本
の
成
長
力
・

競
争
力
を
強
化
す
る
取
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
世
界
最
先
端
の
通
信
・
放
送
に

係
る
イ
ン
フ
ラ
・
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
が
謳
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
骨
太
の
方
針
と
し
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て
、
政
府
・
与
党
合
意
に
基
づ
い
た
通
信
・
放
送
分
野
の
改
革
の
推
進
が
示
さ

れ
た
。

規
制
改
革
・
民
間
解
放
推
進
会
議
の
最
終
答
申

推
進
会
議
は
〇
六
年
十
月
十
五
日
最
終
答
申
を
安
倍
晋
三
首
相
に
提
出
し

た
。
中
間
答
申
・
最
終
答
申
と
も
、
「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」
と
い

う
官
業
の
民
間
解
放
、
特
殊
法
人
業
務
の
ス
リ
ム
化
、
民
間
の
有
料
放
送
や

有
料
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
と
の
公
正
な
競
争
条
件
の
確
保
と
い
う
観
点
は
変
わ

り
が
な
い
。
た
だ
、
十
年
に
わ
た
っ
て
会
議
を
リ
ー
ド
し
た
宮
内
議
長
が
小

泉
退
陣
と
期
を
一
に
し
て
退
任
（
草
刈
隆
郎
日
本
郵
船
会
長
が
就
任
）
し
、

政
府
・
与
党
合
意
へ
の
配
慮
も
あ
っ
て
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
に
関
す
る
答
申
は

や
や
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
だ
も
の
と
な
っ
た
。
中
間
答
申
と
異
な
る
記
述
を

列
挙
す
る
と
、

中
間
「
受
信
料
制
度
は
本
来
廃
止
し
、
視
聴
者
の
意
思
に
基
づ
く
自
由
な
契

約
に
転
換
す
べ
し
」
を

最
終
「
現
行
の
受
信
料
を
廃
止
し
、
視
聴
者
の
意
思
に
基
づ
く
契
約
関
係
と

す
べ
き
で
あ
る
が
、
仮
に
同
制
度
を
当
面
維
持
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
視
聴

者
の
選
択
の
自
由
の
確
保
、
民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
と
い
う
官
業
の
民

間
解
放
及
び
民
間
の
有
料
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
と
の
公
正
な
競
争
条
件
の
確
保
と

い
う
観
点
か
ら
、
受
信
料
収
入
を
も
っ
て
行
う
公
共
放
送
と
し
て
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

事
業
範
囲
は
真
に
必
要
な
も
の
に
限
定
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

存
続
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

中
間
「
自
由
な
契
約
に
基
づ
く
料
金
収
入
に
財
源
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
、

受
信
料
収
入
で
賄
わ
れ
る
公
共
放
送
と
は
明
確
に
区
別
し
た
上
で
、
そ
の
内

容
・
運
営
面
に
お
け
る
制
約
を
撤
廃
す
る
必
要
が
あ
る
」
を

最
終
「
受
信
料
収
入
で
賄
わ
れ
る
公
共
放
送
と
は
明
確
に
区
別
し
た
上
で
、

そ
の
内
容
・
運
営
面
で
で
き
る
だ
け
制
約
を
外
し
、
視
聴
者
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。

さ
ら
に
保
有
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
削
減
に
つ
い
て
は
、

中
間
「
現
行
の
衛
星
放
送
三
波
の
う
ち
、
難
視
聴
解
消
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
除
く

一
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
平
成
十
三
年
度
ま
で
に
停
波
の
上
、
速
や
か
に
民
間

に
開
放
す
べ
き
で
あ
る
」
か
ら
、

最
終
「
保
有
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
の
在
り
方
、
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
化
の
是
非
を
含
む
受
信
料
制
度
の
在
り
方
、
業
務
範
囲
等
、
将
来
を
見

通
し
た
公
共
放
送
の
在
り
方
全
体
の
見
直
し
を
早
急
に
行
い
、
平
成
十
八
年
度

早
期
に
一
定
の
結
論
を
得
る
べ
き
で
あ
る
」
と
変
わ
っ
た
。

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
三

月
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
規
制
改
革
・
民
間
解
放
推
進
三
カ
年
計
画
」
に
お
い

て
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
期
待
さ
れ
る
役
割
、

他
の
民
間
放
送
事
業
者
と
の
公
正
有
効
競
争
の
確
保
の
観
点
、
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ

放
送
と
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
サ
イ
マ
ル
放
送
期
間
を
勘
案
し
つ
つ
、
保
有
メ

デ
ィ
ア
の
数
及
び
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
」
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
検
討
を
行
う
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

外
国
人
向
け
国
際
放
送

〇
九
年
度
か
ら
開
始
が
予
定
さ
れ
る
国
際
テ
レ
ビ
放
送
に
関
し
て
、
総
務
省

は
〇
七
年
度
か
ら
前
倒
し
で
、
「
外
国
人
向
け
の
映
像
国
際
放
送
の
強
化
」
に

予
算
を
付
け
た
。
本
格
的
な
国
際
テ
レ
ビ
放
送
に
関
し
て
は
年
間
百
億
円
程
度

の
費
用
が
掛
か
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、
国
費
を
ど
の
程
度
投
入
す
る
必
要
が
あ

る
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
新
た
な
国
際
放
送
事
業
は
「
日
本
か
ら
世
界
へ

の
情
報
発
信
強
化
が
急
務
」
と
し
た
小
泉
政
権
下
で
浮
上
し
た
も
の
で
、
総
務

省
は
国
際
テ
レ
ビ
放
送
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
あ
る
い
は
そ
の
関
連
会
社
に
全
面
委
託
す
る
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方
向
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

総
務
省
は
「
外
国
人
向
け
の
映
像
に
よ
る
国
際
放
送
」
の
在
り
方
を
情
報
通

信
審
議
会
（
会
長
庄
山
悦
彦
日
立
製
作
所
代
表
執
行
役
員
）
に
諮
問
中
で
あ
っ

た
が
、
〇
六
年
十
一
月
、
菅
総
務
相
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
対
し
て
短
波
ラ
ジ
オ
国
際
放

送
で
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
を
重
点
的
に
取
り
上
げ
る
よ
う
命
令
を

下
し
、
さ
ら
に
平
成
十
九
年
度
は
「
映
像
国
際
放
送
」（
委
託
協
会
国
際
放
送
業

務
）
へ
と
そ
の
実
施
命
令
が
拡
大
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
受
信
料
不
払
い
に
法
的
措
置

〇
六
年
現
在
、
三
六
一
八
万
件
の
受
信
契
約
の
う
ち
三
五
九
万
件
が
不
払

い
で
、
テ
レ
ビ
を
持
ち
な
が
ら
受
信
契
約
を
結
ば
な
い
世
帯
・
事
業
所
は

九
八
九
万
件
で
あ
り
、
約
三
割
が
受
信
料
を
支
払
っ
て
い
な
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
〇
六
年
十
一
月
末
、
都
内
三
十
三
の
不
払
い
世
帯
に
つ
い
て
東
京

簡
易
裁
判
所
へ
支
払
い
督
促
を
申
し
出
て
、
支
払
わ
な
け
れ
ば
給
与
差
し
押
さ

え
な
ど
強
制
執
行
を
実
施
し
、
異
議
申
し
立
て
に
は
民
事
訴
訟
を
起
こ
す
方
針

を
固
め
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
公
平
負
担
の
観
点
か
ら
現
行
制
度
の
も
と
で
の
可
能
な

最
大
限
の
措
置
で
あ
る
と
い
う
。 1

東
京
高
裁
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
賠
償
命
令　

「
編
集
権
自
ら
放
棄
」

従
軍
慰
安
婦
問
題
を
巡
る
民
間
法
廷
を
取
り
上
げ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
の

〇
一
年
一
月
三
十
日
放
送
『
Ｅ
Ｔ
Ｖ
２
０
０
１　

戦
争
を
ど
う
裁
く
か　

問
わ

れ
る
戦
時
性
暴
力
』
を
巡
っ
て
、
取
材
協
力
し
た
市
民
団
体
が
無
断
で
番
組
内

容
を
改
編
さ
れ
た
と
し
て
、
損
害
賠
償
を
求
め
た
控
訴
判
決
が
〇
七
年
一
月

1 

放
送
法
第
三
十
一
条　

協
会
の
放
送
を
受
信
す
る
こ
と
の
で
き
る
受
信
設
備
を
設
置
し
た
者
は
、

協
会
と
そ
の
放
送
の
受
信
に
つ
い
て
の
契
約
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
九
日
東
京
高
裁
で
あ
っ
た
。

番
組
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
子
会
社
に
制
作
委
託
を
行
い
、
さ
ら
に
下
請
け
の
制
作
会

社
に
発
注
さ
れ
た
も
の
で
、
一
審
で
は
そ
の
う
ち
の
下
請
け
一
社
の
み
に
損
害

賠
償
と
し
て
百
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
下
請
け
子
会
社
へ
の
請
求

は
棄
却
し
て
い
た
。

二
審
判
決
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
国
会
議
員
の
発
言
を
必
要
以
上
に
重
く
受
け
止

め
、
そ
の
意
図
を
忖
度
し
て
当
た
り
障
り
の
な
い
内
容
に
し
た
。
改
編
の
経
緯

か
ら
み
れ
ば
編
集
権
を
乱
用
し
、
自
ら
放
棄
し
た
も
の
に
等
し
い
。
改
編
に
つ

い
て
原
告
へ
の
説
明
義
務
を
怠
っ
た
。
担
当
者
の
制
作
方
針
を
離
れ
て
ま
で
改

編
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
責
任
は
重
大
」
と
認
定
し
、
一
審
判
決
を
覆
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

制
作
に
関
連
し
た
二
社
に
計
二
百
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
。

番
組
が
オ
ン
エ
ア
さ
れ
て
か
ら
四
年
後
、
『
朝
日
新
聞
』
が
こ
の
問
題
を
政

治
家
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
癒
着
と
し
て
、
安
倍
官
房
副
長
官
、
中
川
昭
一
氏
の
二
人

が
放
送
前
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
幹
部
に
圧
力
を
掛
け
た
と
報
じ
た
。 2

安
倍
・
中
川
両
氏
は
直
ち
に
こ
の
関
与
を
否
定
し
、
『
朝
日
』
に
抗
議
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
は
記
事
が
事
実
を
歪
曲
し
て
い
る
と
し
て
『
朝
日
新
聞
』
に
公
開
質
問
状

を
送
り
、
制
作
担
当
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
内
部
告
発
記
者
会
見
な
ど
が
あ
っ

て
、
『
朝
日
』
は
提
訴
を
前
提
に
謝
罪
を
求
め
る
通
告
書
で
応
酬
す
る
な
ど
、

政
治
家
も
絡
む
メ
デ
ィ
ア
間
の
抗
争
と
も
な
っ
た
。 3　

そ
の
後
、
『
朝
日
』
の

記
事
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
内
部
告
発
は
、
肝
心
の
箇
所
が
伝
聞
情
報

で
あ
り
、
証
拠
に
欠
け
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
し
か
し
、
『
朝
日
』

に
続
く
各
社
の
報
道
に
よ
っ
て
、
政
治
と
の
癒
着
の
疑
念
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
不
信
は

2 

『
朝
日
新
聞
』
〇
五
年
一
月
十
一
日

3 

朝
日
新
聞
が
委
託
し
た
第
三
者
機
関
は
「
真
実
と
信
じ
た
相
当
な
理
由
は
あ
る
に
せ
よ
、
取
材

が
十
分
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
と
し
、
秋
山
社
長
は
「
取
材
の
詰
め
の
甘
さ
を
深
く
反
省
し

ま
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。
『
朝
日
新
聞
』
〇
五
年
二
月
一
日
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増
幅
さ
れ
、
受
信
料
不
払
い
が
増
加
、
二
週
間
後
の
一
月
二
十
五
日
に
海
老
沢

会
長
が
辞
任
し
た
。

放
送
法
の
改
正

〇
七
年
春
の
通
常
国
会
へ
提
出
予
定
で
閣
議
決
定
さ
れ
た
放
送
法
改
正
案
の

骨
子
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
に
関
し
て
は
、
受
信
料
支
払
い
を
義
務
化
が
見
送
ら
れ
、

一
、 

公
認
会
計
士
に
よ
る
外
部
監
査
を
義
務
化

二
、 

十
一
人
の
経
営
委
員
の
う
ち
三
人
程
度
を
常
勤
化

三
、 

映
像
国
際
放
送
を
強
化
し
て
〇
九
年
度
か
ら
開
始

四
、 

過
去
番
組
の
ネ
ッ
ト
配
信
の
解
禁

五
、 

国
際
放
送
に
お
け
る
命
令
放
送
の
規
定
を
変
更
す
る
。

民
放
に
関
し
て
は
、

一
、 

民
間
放
送
会
社
の
放
送
持
ち
株
会
社
設
立
を
解
禁

二
、 

持
ち
株
傘
下
に
十
局
前
後
ま
で
置
く
こ
と
を
可
能
に

三
、 

放
送
持
ち
株
会
社
に
企
業
一
社
で
一
〇
％ 

を
超
え
る
出
資
を
認
め
る

四
、 

外
国
企
業
の
出
資
は
一
〇
％ 

未
満
に
規
制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

五
、 

携
帯
向
け
専
用
の
ワ
ン
セ
グ
放
送
の
解
禁

そ
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
民
放
を
問
わ
ず
、
番
組
を
捏
造
し
た
放
送
局
に
再
発
防

止
計
画
の
提
出
を
求
め
る
新
た
な
行
政
処
分
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
放
送
法
は
テ
レ
ビ
購
入
者
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
受
信
契
約
を
義
務
づ

け
て
い
た
が
、
支
払
い
を
義
務
づ
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
義
務
化
す

る
こ
と
で
落
ち
込
ん
だ
受
信
料
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
法
案
は
、
参
議
院
選
挙

を
前
に
国
民
の
支
持
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
と
し
て
先
送
り
さ
れ
た
。
も
し
、

受
信
料
支
払
い
を
義
務
化
す
れ
ば
、
現
在
の
未
契
約
世
帯
は
不
払
い
世
帯
と
な

る
の
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
法
的
措
置
を
と
り
や
す
く
な
る
。
菅
総
務
相
は
こ
の
支
払
い

義
務
化
を
制
度
化
す
る
こ
と
の
代
償
と
し
て
、
受
信
料
の
二
割
削
減
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ

に
要
請
し
て
い
た
。

以
上
が
海
老
沢
会
長
辞
任
か
ら
二
〇
〇
七
年
四
月
の
放
送
法
改
正
の
閣
議
決

定
に
至
る
ま
で
の
二
年
間
に
及
ぶ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
論
の
ス
ト
リ
ー
ム
で
あ
る
。

第
二
章　

改
革
に
対
す
る
批
判
・
反
論

こ
う
し
た
各
種
政
府
委
員
会
に
よ
る
改
革
案
に
対
し
て
批
判
や
反
論
も
寄
せ

ら
れ
た
。

ま
ず
、
竹
中
懇
談
会
の
内
側
か
ら
の
（
竹
中
平
蔵
慶
応
大
学
教
授
、
村
上
輝

康
野
村
総
研
理
事
長
、
菅
谷
実
慶
応
大
学
教
授
）
の
感
想
を
紹
介
し
よ
う
。
い

ず
れ
も
懇
談
会
報
告
終
了
後
の
述
懐
で
本
音
に
近
い
。

竹
中
平
蔵
慶
応
大
学
教
授
（
前
総
務
相
）
談
話
（
抜
粋
）� �

竹
中
前
総
務
相
は
退
官
後
、
自
ら
の
私
的
懇
談
会
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
総

括
し
て
い
る
。
「
メ
ン
バ
ー
は
ベ
ス
ト
＆
ブ
ラ
イ
テ
ス
ト
（
筆
者
注　

デ
ィ
ビ
ッ

ド
・
ハ
ル
バ
ー
ス
タ
ム
に
同
名
の
著
作
が
あ
る
）
だ
っ
た
。
基
本
方
針
と
な
る
ア

ジ
ェ
ン
ダ
は
一
年
目
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
驚
い
た
の
は
、
す
べ
て
を
公

開
せ
よ
と
い
う
研
究
会
や
委
員
会
の
進
め
方
だ
。
時
に
何
百
人
と
い
う
規
模
に

な
る
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
は
圧
力
団
体
だ
。
ア
リ
ー
ナ
状
態
の
中
で
は
、
自
由
に
議

論
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
情
報
開
示
を
逆
手
に
取
っ
た
露
骨
な
圧
力
シ
ス
テ
ム

だ
。
懇
談
会
で
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
入
れ
ず
、
そ
の
代
わ
り
議
事
要
旨
を
毎
回

公
開
し
た
。
圧
力
を
か
け
た
い
人
か
ら
猛
反
発
を
受
け
た
こ
と
が
、
こ
の
業
界

4 

日
経
ネ
ッ
ト　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

二
〇
〇
七
の
（
三
）
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の
あ
り
方
を
象
徴
し
て
い
る
」
。

Ｑ	

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
に
議
論
が
終
始
し
た
と
の
批
判
に
つ
い
て
は
？

Ａ 
両
者
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
か
ら
の
圧
力
は
聞
き
し
に
勝
る
も
の
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
者
に
つ
い
て
の
議
論
を
優
先
し
て
、
メ
デ
ィ

ア
全
体
の
話
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
ま
っ
た
く
逆
だ
。
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
改
革
を
通
し
て
全
体
の
融
合
へ
の
ト
リ
ガ
ー
が
引

か
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ	

タ
イ
ム
・
ワ
ー
ナ
ー
の
よ
う
な
国
際
的
メ
デ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
目

指
し
た
の
か
？

Ａ 

根
本
的
な
課
題
は
情
報
通
信
分
野
の
企
業
が
収
益
最
大
化
に
ど
れ
だ
け
努

力
す
る
の
か
と
い
う
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
徹
底
だ
。
日
本
企

業
は
九
〇
年
代
を
通
じ
て
収
益
の
最
大
化
を
追
求
し
て
こ
な
か
っ
た
。
本

来
は
前
向
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
株
主
が
い
て
、
融
合
時
代
に
向

け
て
企
業
は
大
き
く
打
っ
て
出
る
べ
き
な
の
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
機
能
し

て
お
ら
ず
変
化
が
遅
い
。
米
国
企
業
と
比
べ
て
ど
う
し
て
こ
う
差
が
つ
い

て
し
ま
う
の
か
理
解
で
き
な
い
。
Ｉ
Ｔ
分
野
は
九
本
も
の
法
律 5

で
縛
ら
れ

て
自
由
な
競
争
が
し
に
く
い
。
改
革
を
着
実
に
実
行
す
れ
ば
必
ず
成
果
は

現
れ
る
は
ず
だ
。
求
め
ら
れ
る
の
は
理
想
を
追
求
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
。
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
正
義
社
長
は
そ
う
い
う
人
だ
ろ
う
。

Ｑ	

大
手
企
業
の
改
革
に
、「
竹
中
流
」
改
革
で
参
考
に
な
る
部
分
は
な
い
か
？

Ａ 

改
革
へ
の
反
対
勢
力
は
確
信
犯
が
多
く
、
い
く
ら
説
得
し
て
も
改
革
派
に
変

わ
る
こ
と
は
な
い
。
企
業
や
行
政
で
働
く
若
い
教
え
子
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

5 

通
信
と
放
送
に
関
す
る
法
体
系
に
は
現
在
九
本
の
法
律
が
存
在
す
る
。
「
有
線
電
気
通
信
法
」「
電

波
法
」「
電
気
通
信
事
業
法
」「
放
送
法
」「
有
線
放
送
電
話
に
関
す
る
法
律
」「
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社
等
に
関
す
る
法
律
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
）
」「
有
線
テ
レ
ビ
放
送
法
」「
有
線
ラ
ジ
オ
放
送
業
務
の
運
用

規
制
に
関
す
る
法
律
」「
電
気
通
信
役
務
利
用
放
送
法
」
で
あ
る
。

の
は
「
い
つ
で
も
辞
め
て
や
る
と
い
う
覚
悟
を
持
て
」
と
い
う
こ
と
だ
。

Ｑ	

安
倍
政
権
に
な
っ
て
構
造
改
革
の
揺
り
戻
し
が
心
配
さ
れ
て
い
る
？

Ａ 

一
つ
の
こ
と
を
進
め
る
に
は
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
設
定
し
、
基
本
方
針
を
決

め
、
制
度
設
計
し
て
、
合
意
形
成
を
得
る
四
つ
の
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
だ
。

ま
た
、
基
本
方
針
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
制
度
設
計
の
段
階
で
必

ず
確
信
犯
的
な
横
槍
が
入
っ
て
曲
が
っ
て
し
ま
う
。
最
近
で
は
社
会
保
険

庁
改
革
の
な
か
で
意
図
的
な
言
葉
の
す
り
替
え
が
起
き
、
改
革
が
中
途
半

端
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
官
僚
や
族
議
員
、
既
得
権
益
と
な
る
企
業
な
ど

が
改
革
を
骨
抜
き
に
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
そ
れ
を
見
破
っ
て
力
で
ね
じ

伏
せ
る
強
い
決
意
と
計
画
が
求
め
ら
れ
る
。
Ｉ
Ｔ
に
関
し
て
、
ま
ず
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
を
め
ぐ
る
放
送
法
改
革
が
重
要
だ
ろ
う
。

次
は
政
府
・
与
党
合
意
後
に
記
者
会
見
し
た
際
の
総
務
大
臣
在
任
中
の
発
言

で
あ
る
。 6

冒
頭
発
言
「
懇
談
会
と
与
党
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
政
府
・
与
党
の
合
意
を

探
っ
て
い
た
。
合
意
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
菅
総
務
副
大
臣
が
与
党
を
駆
け

巡
っ
て
合
意
に
至
っ
た
。
今
後
、
こ
れ
を
経
済
成
長
戦
略
大
綱
に
盛
り
込
む
予

定
だ
」
。

Ｑ	

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
に
つ
い
て
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

Ａ 

政
府
・
与
党
合
意
と
い
う
の
は
最
大
公
約
数
で
あ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
今
後
相
談
し
て
い
き
た
い
。
支
払
い
義
務
に
つ
い
て
は
、
内
部

改
革
の
進
捗
を
見
極
め
た
上
で
、
改
革
を
進
め
る
た
め
に
も
義
務
化
を
で

6 

竹
中
総
務
大
臣
記
者
会
見
の
概
要
（
通
信
・
放
送
改
革
の
政
府
・
与
党
合
意
後
の
平
成
十
八
年

六
月
二
十
二
日
）
総
務
省
纏
め
か
ら
抜
粋
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き
る
だ
け
早
く
行
い
た
い
。

Ｑ	

外
部
情
報
の
活
用
と
合
意
に
あ
る
が
？

Ａ 

与
党
か
ら
の
申
し
出
で
書
き
込
ま
れ
た
も
の
で
具
体
的
な
話
は
し
て
い

な
い
。

Ｑ	

伝
送
部
門
の
会
計
の
峻
別
と
は
具
体
的
に
何
を
さ
す
の
か
？

Ａ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
電
波
は
デ
ジ
タ
ル
化
で
未
利
用
部
分
が
出
る
。
伝
送
部
門
の
活

用
は
技
術
の
進
展
を
み
て
の
今
後
の
問
題
だ
。

Ｑ	

取
り
纏
め
た
感
想
は
？

Ａ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
問
題
が
発
覚
し
て
二
年
、
改
革
が
期
待
さ
れ
つ
つ
政
府
与
党
一
体

と
な
っ
た
取
り
纏
め
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
与
党
内
で
も
意
見
が
異
な
る

な
か
で
、
最
大
公
約
数
と
し
て
合
意
を
得
た
意
義
は
大
き
い
。

後
段
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
フ
ィ
ギ
ュ
ア
（
公
的
人
物
）
と
し
て
の
発
言
で
、
極

め
て
慎
重
だ
が
、
前
段
の
官
を
辞
し
て
か
ら
の
、
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
圧
力

は
聞
き
し
に
勝
る
も
の
が
あ
っ
た
」「
求
め
ら
れ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
像
は
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
の
孫
正
義
」「
改
革
反
対
勢
力
は
確
信
犯
が
多
く
、
い
く
ら
説
得
し
て
も
改

革
派
に
変
わ
る
こ
と
は
な
い
」「
官
僚
や
族
議
員
、
既
得
権
益
と
な
る
企
業
な
ど

が
改
革
を
骨
抜
き
に
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
そ
れ
を
見
破
っ
て
力
で
ね
じ
伏
せ

る
強
い
決
意
と
計
画
が
求
め
ら
れ
る
」
な
ど
が
本
音
と
思
わ
れ
る
。

村
上
輝
康
野
村
総
研
理
事
長
談
話
（
抜
粋
）� �

「
竹
中
懇
談
会
は
、
非
公
開
で
行
わ
れ
た
議
論
、
大
臣
と
松
原
座
長
の
記
者

会
見
の
発
表
内
容
、
そ
れ
を
解
釈
し
て
報
道
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
内
容
と
の

間
に
常
に
差
異
が
存
在
す
る
三
層
構
造
を
持
っ
て
い
た
」
。

7 

日
本
経
済
新
聞
社
主
宰　

〇
六
年
六
月
十
一
日
開
催

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
つ
い
て
は
思
っ
た
よ
り
遥
か
に
深
い
切
り
込
み
が
行
わ
れ
、
『
早

急
に
』
、
『
可
及
的
速
や
か
に
』
と
い
う
表
現
は
い
ず
れ
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
関
す
る
部

分
で
あ
り
、
民
放
に
つ
い
て
は
強
い
抵
抗
が
あ
り
現
状
維
持
と
な
っ
た
」
。

「
通
信
の
分
野
は
一
九
八
五
年
の
電
電
公
社
の
民
営
化
以
降
、
競
争
政
策
上

の
革
新
と
活
発
な
新
規
参
入
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
放
送
分
野
の
体
制
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
五
つ
の
民
放
キ
ー
局
と
い
う
無
風
状
態
が
続
い
て
き
た
。
制
度
面
で
通
信

と
放
送
を
区
分
し
な
い
ア
メ
リ
カ
、
通
信
・
放
送
融
合
領
域
を
一
体
的
に
規
制

し
よ
う
と
す
る
Ｅ
Ｕ
な
ど
、
世
界
が
融
合
法
制
に
向
か
っ
て
い
る
な
か
で
、
我

が
国
で
は
通
信
と
放
送
は
整
然
と
区
分
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
融
合
時
代
に
重

要
と
な
る
著
作
権
法
制
は
、
ま
た
別
の
体
系
で
動
い
て
い
る
。
今
回
の
懇
談
会

は
融
合
に
向
か
う
技
術
・
産
業
・
制
度
に
折
り
合
い
を
つ
け
よ
う
と
す
る
取
り

組
み
で
あ
っ
た
。
私
自
身
は
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
お
け
る
放
送

と
有
線
・
無
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
相
互
接
続
性
・
相
互
運
用
性
確
立
の
重
要

な
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
で
あ
る
と
考
え
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、
放
送
産

業
が
技
術
革
新
に
ど
う
対
応
し
て
変
わ
っ
て
い
く
べ
き
か
、
が
主
要
な
テ
ー
マ

で
あ
る
と
位
置
付
け
て
議
論
に
臨
ん
だ
。
個
人
的
な
感
想
を
単
純
化
し
て
言
え

ば
、
民
放
に
つ
い
て
は
強
い
抵
抗
が
あ
っ
て
現
状
維
持
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
つ
い
て
は

深
い
切
り
込
み
が
行
わ
れ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
ぎ
り
ぎ
り
言
え
る
と
こ
ろ

ま
で
言
っ
た
」

Ｑ	

政
府
・
与
党
合
意
と
竹
中
懇
談
会
の
落
差
に
つ
い
て
は
？

Ａ 

与
党
合
意
は
懇
談
会
と
し
て
は
非
常
に
厳
し
い
内
容
だ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
つ
い

て
懇
談
会
は
「
娯
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
の
制
作
部
門
の
分
離
」
を
盛
り
込
ん
だ

の
に
対
し
、
公
共
放
送
の
役
割
と
し
て
「
良
質
な
娯
楽
性
を
含
め
」
と
表

記
し
、
暗
に
分
離
し
な
い
と
言
っ
て
い
る
」
。

Ｑ	

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
削
減
に
つ
い
て
は
？

Ａ 

懇
談
会
が
「
衛
星
放
送
と
Ｆ
Ｍ
で
三
チ
ャ
ン
ネ
ル
削
減
」
と
数
字
を
明
記
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し
た
の
に
対
し
、
与
党
合
意
は
、
あ
い
ま
い
な
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
。

Ｆ
Ｍ
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
の
は
削
減
し
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ

ろ
う
。

Ｑ	
懇
談
会
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
問
題
に
終
始
し
、
融
合
の
未
来
像
が
描
け
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
？

Ａ 

我
が
国
の
通
信
は
様
々
な
改
革
で
世
界
一
速
く
て
安
く
な
っ
た
。
放
送
も

こ
の
五
年
で
Ｉ
Ｐ
に
よ
っ
て
一
気
に
改
革
が
進
む
べ
き
だ
と
の
問
題
意
識

で
参
加
し
た
。
当
初
の
議
論
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
も
あ

る
が
、
次
に
進
む
た
め
の
種
は
か
な
り
盛
り
込
ん
だ
。

Ｑ	

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
研
究
所
の
見
直
し
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
？

Ａ 

融
合
す
る
両
分
野
の
研
究
は
一
緒
に
し
、
情
報
通
信
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
と
も
統
合
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。
重
視
し
た

の
は
、
国
内
の
み
な
ら
ず
国
際
的
に
通
用
す
る
研
究
機
関
を
目
指
す
べ
き

だ
と
い
う
部
分
だ
。

Ｑ	

Ｉ
Ｐ
マ
ル
チ
キ
ャ
ス
ト
で
の
県
域
を
越
え
た
放
送
の
再
送
信
に
つ
い
て
は
？

Ａ 

最
後
ま
で
表
現
が
揺
れ
た
部
分
だ
。
議
論
が
経
過
す
る
に
つ
れ
、
放
送
業

界
の
利
害
に
ど
う
配
慮
す
る
か
と
い
う
話
が
強
く
な
っ
て
き
た
。
当
初
の

案
と
比
べ
、
わ
か
り
に
く
い
文
章
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
確
か
だ
。

Ｑ	

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
な
ぜ
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
？

Ａ 

公
共
放
送
と
は
何
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
短
期
間
で
十
分
議
論
す
る
こ
と

は
無
理
だ
っ
た
が
、
公
共
放
送
と
し
て
適
切
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
増
え
方

だ
っ
た
の
か
と
い
う
議
論
は
し
た
。
三
チ
ャ
ン
ネ
ル
あ
る
衛
星
放
送
は
難

視
聴
地
域
対
策
な
ど
当
初
の
目
的
を
超
え
て
、
映
画
や
ス
ポ
ー
ツ
を
放
映

し
て
い
る
。
当
初
の
役
割
が
変
わ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
見
直
す
べ
き
だ
ろ

う
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
収
入
は
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
て
も
増
加
し
て
き
た
。
義
務
化

を
明
示
し
た
受
信
料
に
つ
い
て
は
、
現
状
維
持
か
ら
罰
則
規
定
ま
で
意
見

が
分
か
れ
た
が
、
義
務
化
に
落
ち
着
い
た
。

菅
谷
実
慶
応
大
学
教
授
談
話
（
抜
粋
）

「
放
送
局
に
お
け
る
周
波
数
の
有
効
利
用
を
盛
り
込
ん
だ
の
は
意
義
が
あ
っ

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
問
題
で
も
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
削
減
な
ど
に
つ
い
て
こ
こ
ま
で
議
論
し

た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
か
ら
、

Ｑ	

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
研
究
所
の
見
直
し
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
？

Ａ 

当
初
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
研
究
所
設
置
の
義
務
を
外
す
べ
き
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
を
含
め
委
員
の
中
で
技
術
開
発
の
重
要
性
を

主
張
す
る
メ
ン
バ
ー
が
反
対
し
、
結
果
と
し
て
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
。

Ｑ	

Ｉ
Ｐ
マ
ル
チ
キ
ャ
ス
ト
で
の
県
域
を
越
え
た
放
送
の
再
送
信
に
つ
い
て
は
？

Ａ 

キ
ー
局
に
配
慮
し
て
、
何
も
し
な
い
と
い
う
に
等
し
い
結
論
と
な
っ
た
。

本
来
、
地
方
局
が
全
国
に
向
け
て
情
報
発
信
で
き
る
良
い
機
会
と
捉
え
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

Ｑ	

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
な
ぜ
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
？

Ａ 

放
送
法
は
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
部
分
が
出
て
き
て
い
る
。
多
チ
ャ
ン
ネ
ル

時
代
の
公
共
放
送
と
は
何
か
を
議
論
す
る
な
か
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
減
ら

し
て
も
公
共
放
送
の
役
割
を
果
た
せ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

受
信
料
制
度
で
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
よ
る
評
価
が
反
映
さ
れ
に
く
い
。

そ
の
他
の
竹
中
懇
談
会
の
委
員
か
ら
は
「
放
送
の
専
門
家
が
委
員
会
に
は
い

な
か
っ
た
。
六
ヶ
月
と
い
う
短
期
間
の
結
論
で
あ
り
、
十
分
な
審
議
が
な
さ
れ

た
と
は
言
い
難
い
。
座
長
主
導
で
経
済
合
理
性
だ
け
の
議
論
に
終
始
し
た
」
と

い
う
批
判
も
あ
っ
た
。
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自
民
党
通
信
・
放
送
産
業
高
度
化
小
委
員
会
の
反
発

懇
談
会
の
報
告
書
が
発
表
さ
れ
る
と
、
自
民
党
通
信
・
放
送
産
業
高
度
化
小

委
員
会
（
委
員
長
・
片
山
虎
之
助
元
総
務
相
）
は
「
安
易
な
受
信
料
引
き
下
げ

は
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
繋
が
る
。
ス
ポ
ー
ツ
や
良
質
の
娯
楽
は
公
共
放
送
と
し
て

必
要
だ
」
と
反
駁
し
た
。
そ
の
結
果
、
合
意
の
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
は
、

「
通
信
・
放
送
の
融
合
の
方
向
を
指
し
示
す
に
止
ま
っ
て
い
る
」
と
反
発
し

た
。
さ
ら
に
、
片
山
氏
は
「
『
政
府
与
党
合
意
』
で
合
意
し
た
こ
と
は
、
検
討

す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
何
も
具
体
的
に
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
政
策
を
決
め

る
の
は
政
府
と
与
党
で
あ
り
、
最
終
的
に
法
律
を
変
え
る
の
は
国
会
で
あ
り
、

竹
中
懇
は
単
に
意
見
を
言
う
場
に
過
ぎ
な
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。

公
共
放
送
の
改
革
は
国
家
百
年
の
計�

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
吉
田
直
哉
氏
の
反
論
〜
（
抜
粋
）

外
か
ら
の
反
論
も
相
次
い
だ
。
吉
田
直
哉
武
蔵
野
美
術
大
学
客
員
教
授
は
読

売
新
聞
紙
上
で
「
公
共
放
送
の
改
革
は
国
家
百
年
の
計
」
と
題
し
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
（
氏
は
か
つ
て
ラ
ジ
オ
の
録
音
構
成
や
テ
レ
ビ
『
日
本
の
素
顔
』
な

ど
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
『
大
河
ド
ラ
マ
』
な
ど
を
手
掛
け
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
代
表
す
る

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
）
。

竹
中
懇
談
会
報
告
と
民
間
解
放
会
議
の
中
間
答
申
の
内
容
に
あ
き
れ
は
て
、

黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
場
を
借
り
て
反
論
し
た
い
。
筆
者
は
当
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
Ｏ
Ｂ
だ
か
ら
資
格
が
な
い
、
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
組
織

に
長
く
身
を
置
い
て
、
番
組
を
つ
く
っ
て
み
て
は
じ
め
て
わ
か
る
機
微
も
多

い
。
（
中
略
）

こ
の
問
題
は
ほ
ん
ら
い
、
広
い
視
野
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
、
少
数
の

い
わ
ゆ
る
有
識
者
に
任
せ
る
と
、
と
ん
で
も
な
い
方
向
に
舵
取
り
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
竹
中
懇
談
会
の
報
告
書
は
「
不
祥
事
が
続
出
し
た
娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
制
作
部
門
は
公
共
性
が
必
ず
し
も
高
く
な
い
た
め
、
本
体
か
ら
分
離
」

と
提
言
す
る
が
、
粗
雑
で
人
前
に
出
せ
る
論
理
で
は
な
い
。
（
中
略
）　

こ
う
し

た
部
門
は
な
ん
ら
か
の
ウ
マ
ミ
が
あ
り
、
市
場
原
理
に
支
配
さ
れ
や
す
い
、
と

み
る
か
ら
か
？　

だ
と
し
た
ら
、
そ
う
い
う
領
域
だ
か
ら
こ
そ
公
共
性
を
高
く

保
つ
配
慮
と
努
力
が
必
要
だ
、
と
考
え
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
ろ
う
。
宮
内
議
長

の
会
議
の
答
申
も
「
音
楽
・
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
切
り
離
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
本

体
を
公
共
放
送
目
的
に
限
定
す
る
」
と
い
う
が
、
何
を
も
っ
て
公
共
放
送
と
呼

ぶ
の
で
あ
ろ
う
か
？
こ
れ
ま
た
、
利
潤
を
あ
げ
に
く
い
の
で
民
間
解
放
し
に
く

い
分
野
を
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。

い
っ
た
い
日
本
の
有
識
者
の
意
見
に
は
「
ア
メ
リ
カ
で
は
」
が
多
い
。
ア
メ

リ
カ
に
手
本
が
な
い
と
、
こ
う
い
う
出
羽
守
た
ち
は
途
方
に
暮
れ
る
の
だ
。
二

つ
の
有
識
者
会
議
の
答
申
は
そ
の
典
型
だ
ろ
う
。
戦
後
、
日
本
の
放
送
は
十
二

分
に
ア
メ
リ
カ
化
し
、
視
聴
者
の
消
費
生
活
、
思
考
様
式
、
教
育
と
、
暮
ら
し

の
隅
々
ま
で
を
彼
の
国
流
に
変
え
て
き
た
。
唯
一
、
ア
メ
リ
カ
化
以
前
の
独
立

性
を
残
す
の
が
、
八
〇
年
の
歴
史
を
も
つ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
の
だ
が
、
そ
の
制
作
部
門

の
大
半
を
切
り
離
し
、
視
聴
率
と
い
う
ス
ウ
ジ
の
支
配
す
る
ソ
ロ
バ
ン
づ
く
、

銅
臭
の
原
理
に
組
み
込
む
の
が
最
良
の
道
な
の
か
ど
う
か
。
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
は
）

ま
さ
に
国
家
百
年
の
計
と
い
え
る
、
国
民
投
票
に
値
す
る
問
題
な
の
だ
。
だ
い

た
い
娯
楽
、
芸
能
と
簡
単
に
線
引
き
す
る
が
、
今
や
情
報
は
ま
こ
と
に
多
岐
。

笑
い
や
虚
構
と
共
に
伝
え
る
の
が
適
し
た
知
的
情
報
も
無
数
に
あ
る
。
円
転
滑

脱
も
ま
た
、
公
共
放
送
の
使
命
な
の
だ
。
固
定
観
念
に
よ
る
線
引
き
は
国
を
滅

ぼ
す
。 8

8 

読
売
新
聞
二
〇
〇
六
年
九
月
十
六
日
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官
僚
主
導
の
審
議
会
に
依
存
し
た
政
策
決
定

竹
中
懇
談
会
に
戻
る
と
、
十
一
頁
に
及
ぶ
報
告
書
の
中
で
、
「
抜
本
的
見
直

し
」
と
い
う
言
葉
を
九
回
用
い
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｉ
Ｐ
化
の
技
術
革
新
が
進
展

す
る
中
で
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
を
求
め
て
、
「
娯
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
の
部
門
は
公
共
性

が
高
い
と
は
言
え
な
い
の
で
、
関
連
会
社
に
分
離
す
る
」
と
報
告
し
、
民
間
解

放
会
議
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
本
体
を
公
共
放
送
目
的
に
限
定
し
、
ス
リ
ム
化
す
る
と
と

も
に
、
本
体
組
織
か
ら
音
楽
・
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
制
作
部
門
、
ア
ー
カ

イ
ブ
部
門
、
海
外
国
際
放
送
部
門
を
切
り
離
す
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
公

共
性
」
と
は
何
を
指
し
、
「
公
共
放
送
目
的
に
限
定
す
る
」
と
は
何
を
意
味
し

て
い
る
の
か
？　

文
脈
か
ら
み
る
限
り
、
吉
田
直
哉
氏
の
指
摘
す
る
通
り
、

「
不
祥
事
が
続
出
し
た
娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
制
作
部
門
は
な
ん
ら
か
の
ウ

マ
ミ
が
あ
り
、
市
場
原
理
に
支
配
さ
れ
や
す
い
」
と
思
わ
れ
、
利
潤
を
上
げ
ら

れ
る
も
の
は
民
間
に
委
ね
、
「
公
共
放
送
は
利
潤
を
上
げ
難
い
、
民
間
に
解
放

し
難
い
分
野
の
み
を
担
当
す
べ
き
だ
」
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。竹

中
懇
談
会
は
そ
の
構
成
員 9

を
み
て
も
、
放
送
や
マ
ス
コ
ミ
に
関
す
る
実
務

家
や
理
論
の
研
究
者
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
竹
中
氏
の
言
う
「
メ
ン
バ
ー
は
ベ
ス

ト
＆
ブ
ラ
イ
テ
ス
ト
」
と
は
、
氏
の
意
向
に
沿
う
構
成
員
を
集
め
た
と
い
う
意

味
で
あ
ろ
う
。
彼
の
言
う
「
抵
抗
勢
力
で
あ
り
、
確
信
犯
で
あ
る
」
と
目
さ
れ

た
人
々
は
最
初
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
。

も
と
も
と
総
務
省
情
報
通
信
政
策
局
に
は
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
と
放
送
政

策
に
関
す
る
調
査
研
究
会
」（
座
長
塩
野
宏
東
大
名
誉
教
授
）
と
い
う
研
究
会
が

あ
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
放
送
政
策
に
関
す
る
研
究
・
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
平

9 

座
長
・
松
原
聡
（
規
制
緩
和
）
、
久
保
利
英
明
（
知
的
財
産
権
）
、
菅
谷
実
（
公
企
業
論
）
、
古
川

亨
（
情
報
通
信
）
、
村
井
純
（
Ｉ
Ｔ
技
術
）
、
村
上
輝
康
（
情
報
通
信
）
の
各
氏

成
十
八
年
に
は
最
終
報
告
も
出
て
い
た
。
し
か
し
、
竹
中
懇
談
会
で
は
こ
の
調

査
研
究
会
の
構
成
員
で
あ
っ
た
メ
デ
ィ
ア
研
究
者
は
す
べ
て
外
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
技

術
の
専
門
家
一
人
だ
け
が
残
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
竹
中
懇
談
会
を

象
徴
し
て
い
る
。

一
般
に
、
我
が
国
の
省
庁
は
政
策
立
案
に
あ
た
り
有
識
者
に
よ
る
審
議
会
を
設

け
て
検
討
を
委
ね
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
総
務
大
臣
の
「
私
的
」
懇
談
会
と
い

え
ど
も
、
総
務
省
が
そ
れ
を
主
管
し
、
報
告
書
に
基
づ
い
て
法
案
を
作
成
す
る

プ
ロ
セ
ス
か
ら
し
て
、
単
な
る
「
私
的
」
な
存
在
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

こ
う
し
た
懇
談
会
や
審
議
会
に
依
存
し
た
政
策
決
定
に
問
題
が
あ
る
。
懇
談

会
や
審
議
会
の
人
選
や
議
題
の
設
定
、
提
出
資
料
の
作
成
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
所

管
の
省
庁
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
仕
切
る
委
員
長
も
、
構
成
員
の
互
選

と
は
名
ば
か
り
で
、
事
前
の
根
回
し
で
決
ま
っ
て
い
る
の
が
常
で
あ
る
（
例
外

的
に
政
府
税
制
調
査
会
な
ど
の
会
長
選
出
に
あ
た
り
、
省
庁
案
を
政
府
が
覆
す

こ
と
も
あ
る
が
、
自
ら
の
政
策
に
叶
う
人
物
を
恣
意
的
に
選
択
す
る
の
で
失
敗

す
る
こ
と
が
多
い
）
。

政
府
税
調
の
会
長
を
務
め
た
石
弘
光
中
央
大
特
任
教
授
（
当
時
）
は
、
そ
う

し
た
審
議
会
方
式
を
改
め
る
べ
き
だ
と
し
て
、 10「
こ
う
し
た
審
議
会
方
式
は
日
本

独
自
の
も
の
で
あ
る
。
欧
米
の
主
要
先
進
国
で
は
、
こ
の
よ
う
な
大
掛
か
り
で

恒
久
的
な
審
議
会
を
設
置
し
な
い
。
一
般
に
時
の
政
権
に
あ
る
者
が
、
特
定
の

政
策
を
実
施
し
た
い
時
に
は
、
七
〜
八
人
（
多
く
て
も
一
〇
人
程
度
）
の
専
門

家
集
団
を
集
め
て
数
年
間
、
検
討
を
依
頼
す
る
。
そ
の
成
果
が
政
策
提
言
の
た

め
検
討
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
提
出
さ
れ
る
。
こ
れ
が
少
数
の
専
門
家
グ
ル
ー
プ
か

10 

石
弘
光
中
央
大
学
特
任
教
授
「
政
策
決
定
改
革
の
方
向
」
二
〇
〇
六
年
十
一
月
十
八
日 

日
本
経

済
新
聞
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ら
な
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
方
式
と
称
さ
れ
る
や
り
方
で
あ
る
」
と
提
言
す
る
。

通
信
・
放
送
問
題
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
発
足

そ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
あ
る
が
、
平
成
十
八
年
十
二
月
、
新
た
に
総
務
大

臣
直
属
の
「
通
信
・
放
送
問
題
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」（
以
下
菅
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
）
が
発
足
し
た
。
菅
総
務
大
臣
は
閣
議
後
の
記
者
会
見
で
「
省
内
に
多
く
設

置
さ
れ
て
い
る
通
信
・
放
送
分
野
の
研
究
会
を
統
括
し
、
大
臣
に
助
言
す
る
目

的
で
結
成
さ
れ
た
専
門
チ
ー
ム
」
と
説
明
し
た
。
こ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
メ

ン
バ
ー
を
見
る
と
、
総
務
相
自
ら
が
竹
中
前
総
務
相
の
副
大
臣
で
あ
り
、
竹
中

懇
談
会
で
座
長
を
務
め
た
松
原
聡
東
洋
大
教
授
が
再
び
代
表
に
、
竹
中
総
務
相

秘
書
官
だ
っ
た
岸
博
幸
慶
応
大
学
助
教
授
も
加
わ
っ
て
い
る
の
で
、
竹
中
懇
談

会
の
継
承
の
色
合
い
が
濃
い
。 11

石
弘
光
元
税
調
会
長
の
云
う
欧
米
型
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
と
は
、
一
定
期
間

研
究
し
た
成
果
を
纏
め
て
報
告
書
を
提
出
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
菅
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
の
よ
う
に
只
一
回
の
会
合
で
記
者
会
見
を
開
き
、
行
政
に
つ
い
て
コ

メ
ン
ト
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
こ
れ
で
は
菅
総
務
相
の
い
う
「
数
あ

る
総
務
省
の
通
信
・
放
送
に
関
す
る
研
究
会
の
意
向
を
汲
み
、
そ
れ
を
統
括
す

る
」
こ
と
な
ど
で
き
る
訳
が
な
い
。
学
者
の
名
を
借
り
た
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
・
グ

ル
ー
プ
と
み
ら
れ
て
も
致
し
方
あ
る
ま
い
。

後
に
イ
ギ
リ
ス
放
送
協
会
（
以
下
Ｂ
Ｂ
Ｃ
）
改
革
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
触

れ
る
が
、
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
国
民
や
視
聴
者
の
代
表
を
網
羅
し
、
政

府
は
世
論
調
査
や
公
聴
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
を
繰
り
返
し
（
竹
中
氏
の
嫌
う
ア

11 

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
バ
ー　

秋
池
玲
子　

ボ
ス
ト
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
ヴ
ァ
イ
ス
・

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
岸
博
幸　

慶
応
大
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
総
合
研

究
機
構
助
教
授
、
中
山
伊
知
哉　

慶
応
大
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
総
合
研
究
機
構
助

教
授
、
野
村
修
也　

中
央
大
法
科
大
学
院
教
授
、
松
原
聡　

東
洋
大
経
済
学
部
教
授

リ
ー
ナ
状
態
で
あ
る
）
、
グ
リ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
（
緑
書
）
や
ホ
ワ
イ
ト
・
ペ
ー

パ
ー
（
白
書
）
を
作
成
し
て
、
三
年
以
上
も
議
論
を
尽
く
し
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
得
た
後
、
上
下
院
の
審
議
を
経
て
成
案
に
至
る
。
我
が
国
で
は
す
で
に
終
了

し
た
竹
中
懇
談
会
の
議
事
録
を
見
て
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
関
す
る
集
中
審
議
は
全

十
四
回
の
会
議
の
う
ち
二
〜
三
回
で
数
時
間
に
過
ぎ
ず
、
審
議
を
尽
く
し
た
と

は
言
い
難
い
。

娯
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
は
公
共
性
が
低
い
の
か
？

竹
中
懇
談
会
は
「
娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
制
作
部
門
は
公
共
性
が
必
ず
し

も
高
く
な
い
た
め
、
本
体
か
ら
分
離
」
、
民
間
解
放
会
議
は
「
音
楽
・
芸
能
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
切
り
離
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
本
体
を
公
共
放
送
目
的
に
限
定
す
る
」

と
い
う
。

地
方
勤
務
の
体
験
か
ら

筆
者
は
大
阪
、
京
都
、
大
阪
と
三
回
、
九
年
に
亘
り
関
西
に
勤
務
し
た
経
験
を
持
つ
。

東
京
で
は
芸
能
番
組
や
ス
ポ
ー
ツ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
芸
能
番
組
セ
ン
タ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
報

道
セ
ン
タ
ー
と
い
う
専
門
セ
ク
シ
ョ
ン
が
対
応
す
る
が
、
地
方
局
で
は
放
送
部
や
制
作

部
が
、
『
の
ど
自
慢
』
か
ら
『
高
校
野
球
』
、
『
ラ
ジ
オ
体
操
』
ま
で
す
べ
て
を
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
す
る
。

『
の
ど
自
慢
』
の
審
査
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
多
寡
が
『
の
ど
自
慢
』
と
い
う
な
か

れ
、
三
百
組
以
上
が
応
募
す
る
予
選
会
か
ら
本
番
ま
で
丸
二
日
以
上
を
要
す
る
。
予
選

会
は
歌
曲
ご
と
だ
か
ら
、
『
娘
よ
』
を
歌
う
十
数
名
の
中
年
親
爺
の
濁
声
を
聞
か
ね
ば

な
ら
ぬ
。
必
ず
し
も
上
手
く
は
な
い
『
お
ふ
く
ろ
さ
ん
』
を
立
て
続
け
に
十
回
聞
け
ば

人
生
暗
く
な
る
が
、
こ
れ
も
仕
事
で
あ
る
。
夏
休
み
の
『
ラ
ジ
オ
体
操
』
は
早
朝
の
公

開
生
放
送
で
、
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
一
杯
の
人
で
埋
ま
る
。
朝
の
弱
い
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
に
と
っ
て
は
、
や
け
く
そ
の
「
そ
れ
！
一
、
二
の
三
！
」
だ
。
加
え
て
、
京
都
局
で
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は
、
都
大
路
を
走
る
都
道
府
県
対
抗
の
駅
伝
、
「
ヨ
ー
イ
ヤ
サ
ー
！
」
の
掛
け
声
の
『
春

の
踊
り
』
か
ら
始
ま
っ
て
、
葵
祭
、
祇
園
祭
か
ら
師
走
の
南
座
の
歌
舞
伎
中
継
ま
で
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
埋
ま
る
。
Ｂ
Ｋ
の
名
で
親
し
ま
れ
る
大
阪
局
は
、
「
商
売
繁
盛
で
笹

も
っ
て
来
い
」
の
西
宮
神
社
の
戎
（
え
べ
す
）
さ
ん
か
ら
、
造
幣
局
の
桜
の
通
り
抜
け
、

夏
を
彩
る
天
満
祭
の
船
渡
御
。
い
と
し
・
こ
い
し
、
か
し
ま
し
娘
の
漫
才
コ
ン
ビ
、
米

朝
、
仁
鶴
、
三
枝
師
匠
の
上
方
落
語
や
吉
本
興
行
、
人
間
国
宝
が
演
ず
る
人
形
浄
瑠
璃

や
『
す
み
れ
の
花
の
咲
く
頃
』
の
宝
塚
、
『
月
の
法
善
寺
横
町
』
や
『
小
糠
雨
降
る
御
堂

筋
』
、
通
天
閣
の
『
王
将
』
と
い
っ
た
演
歌
が
あ
る
。
こ
の
答
申
や
報
告
で
は
、
和
田
勉

以
来
の
伝
統
あ
る
Ｂ
Ｋ
ド
ラ
マ
、
朝
ド
ラ
の
『
芋
、
た
こ
、
な
ん
き
ん
』
も
駄
目
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
「
六
甲
お
ろ
し
」
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
を
中
継
し
な
か
っ
た
ら
、
関
西

で
は
受
信
料
を
払
っ
て
貰
え
な
い
だ
ろ
う
。
浪
花
の
暮
ら
し
と
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
は
切

り
離
せ
な
い
。
こ
う
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
は
公
共
性
が
低
い
か
ら
、
Ｂ
Ｋ
に
は
不
要
、
あ

る
い
は
制
作
部
門
を
切
り
離
し
、
よ
そ
か
ら
買
っ
て
来
い
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
？

二
度
目
の
Ｂ
Ｋ
勤
務
の
時
は
編
成
部
長
だ
っ
た
。
「
音
楽
・
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を

切
り
離
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
本
体
を
公
共
放
送
目
的
に
限
定
す
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
、
何

を
放
送
す
れ
ば
良
い
の
か
？
東
京
か
ら
垂
れ
流
さ
れ
る
官
報
の
よ
う
な
放
送
を
本
音
で

生
き
る
大
阪
の
視
聴
者
が
見
る
と
で
も
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？　

当
時
は
グ
リ
コ

森
永
事
件
で
追
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
Ｂ
Ｋ
は
文
楽
と
甲
子
園
の
高
校
野
球
と
「
キ
ツ
ネ

目
の
男
」（
グ
リ
コ
森
永
事
件
の
）
だ
け
で
編
成
し
ろ
！
と
で
も
い
う
の
か
？

上
方
独
自
の
芸
能
や
文
化
を
切
り
離
し
た
公
共
放
送
で
あ
る
な
ら
ば
、
大
阪
の
編
成

部
長
な
ど
や
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
い
っ
そ
民
営
化
し
た
ら
ど
う
か
？　

今
で
も
大
阪
の

受
信
料
収
納
率
は
全
国
最
低
だ
ろ
う
。
本
音
の
街
大
阪
で
は
、
受
信
料
制
度
そ
の
も
の

が
と
っ
く
に
破
綻
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。

受
信
料
制
度
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
公
共
放
送
制
度
そ
の
も
の
が
無
用
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
「
民
営
化
」
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
八
十
余
年
に
及
ぶ
ノ
ウ

ハ
ウ
の
蓄
積
、
ア
ー
カ
イ
ブ
、
人
材
を
持
っ
た
Ｂ
Ｋ
が
参
入
す
れ
ば
、
民
放
に
負
け
る

と
は
思
え
な
い
。

長
谷
部
恭
男
東
大
教
授
は
雑
誌
『
世
界
』 12

に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
受
信
料
制

度
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
公
共
放
送
制
度
そ
の
も
の
が
、
も
は
や
無
用
だ
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
民
営
化
を
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
現
在
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
そ
の
資
源
を

も
っ
て
本
気
で
視
聴
率
競
争
に
参
入
し
た
と
き
、
生
き
残
る
こ
と
の
で
き
る
民
放
が
何

社
あ
る
か
も
関
心
を
引
く
問
題
で
は
あ
る
」
と
。

Ｆ
Ｍ
は
公
共
放
送
に
不
要
か
？

竹
中
懇
談
会
は
ど
う
し
て
「
公
共
放
送
に
Ｆ
Ｍ
は
い
ら
な
い
」
と
い
う
結
論

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
災
者
の
情
報
と
し
て
一
番
役
立
っ
た
の
は
、
県
域
免

許
の
（
特
に
民
放
の
）
Ｆ
Ｍ
局
で
あ
っ
た
。
中
越
地
震
も
長
岡
の
Ｆ
Ｍ
局
が
大

活
躍
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
現
場
体
験
か
ら

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
現
場
を
経
験
し
た
。

ラ
ン
ド
ラ
イ
ン
は
切
断
さ
れ
、
携
帯
電
話
（
当
時
の
普
及
四
三
〇
万
台
）
や
臨
時
に
架

設
さ
れ
た
電
話
も
輻
輳
（
ふ
く
そ
う
）
現
象
で
通
じ
な
か
っ
た
。
災
害
地
で
の
頼
み
の

綱
は
バ
ッ
テ
リ
ー
タ
イ
プ
の
ラ
ジ
オ
、
そ
れ
も
地
域
に
密
着
し
た
県
域
免
許
の
Ｆ
Ｍ
局

に
よ
る
ロ
ー
カ
ル
放
送
で
あ
っ
た
。
Ｔ
Ｖ
の
全
中
（
全
国
放
送
）
は
被
災
地
の
住
民
に

は
直
接
役
に
立
た
な
い
災
害
の
酷
さ
や
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
伝
え
る
概
論
が
多
か
っ

た
。
国
際
都
市
神
戸
で
は
英
語
・
ハ
ン
グ
ル
・
中
国
語
の
放
送
も
欠
か
せ
な
か
っ
た
。

音
声
多
重
放
送
が
必
要
だ
っ
た
。
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像
は
高
速
道
路
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
脚
柱
の
破
損
の
状
況
を
克
明
に
映
し
、
地
震
の
科
学
的
解
明
に
も
役
立

12 

雑
誌
『
世
界
』SEK

A
I 

二
〇
〇
五
・
七　

岩
波
書
店
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ち
も
し
た
が
、
そ
の
鮮
明
さ
故
に
、
体
育
館
に
避
難
し
た
被
災
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

侵
害
も
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
善
意
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
多
く
の
生
命
が
救
わ
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
情
報
と
し
て
も
役
立
っ
た
が
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は
こ
う
し
た
情
報
に
責
任
を

持
て
な
い
と
い
う
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
付
け
加
え
た
。
六
千
人
を
越
え
る
死
者
の
表
示
は
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
限
界
を
越
え
た
が
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
流
さ
れ
た
文
字
放
送
が
世
界

に
発
信
さ
れ
た
安
否
情
報
と
な
っ
た
。

災
害
情
報
で
最
も
役
立
っ
た
の
は
、
信
頼
の
お
け
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
地
域
情

報
と
避
難
所
と
な
っ
た
学
校
の
先
生
の
足
で
集
め
た
情
報
、
そ
れ
に
高
台
に
あ
っ
て
神

戸
を
一
望
で
き
る
大
学
か
ら
発
信
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
で
あ
っ
た
。

も
し
も
、
関
東
大
震
災
の
時
の
よ
う
な
デ
マ
ゴ
ー
グ
が
ネ
ッ
ト
で
流
さ
れ
た
ら
？
（
ア

ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
の
『
第
三
の
波
』
で
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
危
険
性
は
十
分
に

あ
っ
た
）
末
曾
有
の
災
害
を
体
験
し
て
、
有
線
と
無
線
に
よ
る
情
報
の
多
重
的
基
盤
整

備
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
た
。
も
と
も
と
ラ
ジ
オ
放
送
の
ス
タ
ー
ト
が
急
が
れ
た
の
は

関
東
大
震
災
の
情
報
過
疎
が
そ
の
一
因
で
あ
っ
た
。

今
で
も
ワ
ン
セ
グ
は
ビ
ル
影
で
は
映
り
が
悪
い
し
、
携
帯
も
離
島
や
山
間
部
で
は
使

え
な
い
。
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
Ｉ
Ｐ
電
話
も
〇
六
年
だ
け
で
大
規
模
事
故
が
十
五

回
も
発
生
し
て
い
る
。
衛
星
テ
レ
ビ
も
ア
ナ
ロ
グ
時
代
は
豪
雨
や
雷
雲
、
積
雪
な
ど
に

弱
く
、
災
害
時
の
基
幹
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
欠
陥
が
あ
っ
た
。
完
全
デ
ジ
タ
ル
時
代
、
災

害
時
を
想
定
し
た
危
機
管
理
は
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

危
機
管
理
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
状
況
を
も
っ
と
見
極
め
て
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

確
か
に
、
竹
中
懇
談
会
の
い
う
よ
う
に
、
Ｆ
Ｍ
の
日
常
編
成
は
音
楽
中
心
と
な
っ
て

い
る
が
、
災
害
時
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
情
報
源
と
な
る
。
Ｂ
Ｋ
勤
務
の
頃
、
新

人
の
山
根
基
世
ア
ナ
（
現
在
、
全
国
五
百
人
の
ア
ナ
を
統
括
す
る
室
長
）
が
赴
任
し
て
、

『
Ｆ
Ｍ
リ
ク
エ
ス
ト
・
ア
ワ
ー
』
を
担
当
し
て
い
た
が
、
彼
女
の
東
京
転
勤
の
情
報
が
伝

わ
る
と
、
大
阪
残
留
を
求
め
る
投
書
が
殺
到
し
た
。
Ｆ
Ｍ
を
甘
く
み
て
は
い
け
な
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
民
営
化
論

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
や
民
営
化
が
望
ま
し
い
、
将
来
は
受
信
料
制

度
を
廃
止
す
べ
き
だ
」
と
し
た
規
制
改
革
・
民
間
解
放
推
進
会
議
の
外
に
も
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
民
営
化
論
は
さ
ま
ざ
ま
に
議
論
さ
れ
た
。

二
〇
〇
五
年
十
月
、
自
民
党
の
衆
参
両
院
議
員
一
九
人
に
よ
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
民
営
化
を
考
え
る
会
」（
会
長
愛
知
和
男
元
防
衛
庁
長
官
）
が
発
足
し
た
。

し
か
し
、
小
泉
前
首
相
は
同
年
十
二
月
二
十
二
日
の
政
府
・
与
党
懇
談
会

で
、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
民
営
化
は
し
な
い
と
い
う
閣
議
決
定
が
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
意

見
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
方
が
よ
い
」
と
発
言
し
、
記
者
会
見
で

も
一
貫
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
民
営
化
を
否
定
し
た
。
二
〇
〇
六
年
二
月
十
日
の
閣
僚

懇
談
会
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
海
外
情
報
発
信
の
強
化
に
つ
い
て
発
言
し
、

国
際
放
送
の
強
化
を
関
係
各
方
面
に
指
示
し
た
。

民
間
か
ら
も
ペ
イ
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
、
一
部
広
告
の
導
入
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
造
計
画
が
提
案
さ
れ
た
。

田
原
茂
行
氏
（
元
Ｔ
Ｂ
Ｓ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
常
磐
大
学
教
授
）
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
改

革
に
次
の
よ
う
な
七
項
目
を
提
案
し
て
い
る
。 13

一
、 

組
織
形
態
…
特
殊
法
人
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
解
散
し
て
公
益
法
人
Ｎ
Ｈ
Ｋ 14

と
す

13 

『
視
聴
者
が
動
い
た　

巨
大
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
な
く
な
る
』　

田
原
茂
行　

草
思
社　

二
〇
〇
五
・
七

14 

特
殊
法
人
は
、
国
家
的
・
公
共
的
な
事
業
の
た
め
に
特
別
な
法
律
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
人

で
あ
り
、
公
益
法
人
は
、
祭
祀
・
宗
教
・
慈
善
・
学
術
な
ど
の
公
益
を
目
的
と
し
、
か
つ
営
利

を
目
的
と
し
な
い
法
人
。
宗
教
法
人
が
七
割
を
占
め
る
ほ
か
、
学
校
、
医
療
、
社
会
福
祉
な
ど

の
法
人
が
あ
る
。
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る
。
保
有
チ
ャ
ン
ネ
ル
…
テ
レ
ビ
地
上
波
一
、
衛
星
波
一
、
ほ
か
に
中

波
、
Ｆ
Ｍ
、
短
波
ラ
ジ
オ
、
国
際
放
送
の
免
許
を
持
つ
。
分
社
化
…
全

国
五
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
本
部
（
東
日
本
、
関
東
、
中
部
、
近
畿
、
西
日

本
）
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
採
算
に
よ
る
独
立
編
成
を
行
う
。

二
、 

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
義
務
化
の
一
部
廃
止
と
娯
楽
番
組
の
縮
小
な
ど
…
独
立

し
た
五
組
織
は
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
義
務
化
を
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

可
能
と
な
る
一
波
を
三
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
標
準
放
送
と
す
る
か
、
ハ
イ
ビ

ジ
ョ
ン
と
す
る
か
を
自
由
選
択
と
す
る
。
報
道
・
教
養
機
能
を
充
実
さ

せ
、
娯
楽
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
番
組
は
縮
小
。
恣
意
的
な
「
中
立
」
、
「
公

正
」
で
な
く
、
多
様
な
価
値
観
の
創
造
的
な
表
現
を
目
指
す
。
国
際
放

送
は
そ
の
放
送
区
域
、
放
送
事
項
に
つ
い
て
、
政
府
と
契
約
し
相
互
の

権
限
と
財
政
負
担
を
明
確
に
す
る
。

三
、 

パ
ブ
リ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
導
入
…
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
の
半
減
に
よ
り
、

予
算
・
人
員
を
半
分
に
縮
小
す
る
。
返
上
し
た
地
上
一
波
、
衛
星
一
波

は
パ
ブ
リ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
市
民
ア
ク
セ
ス
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
す
る
。

財
政
的
に
は
受
信
料
収
入
と
衛
星
放
送
（
有
料
化
）
の
収
入
に
よ
る
。

四
、 

経
営
委
員
会
の
政
府
か
ら
の
独
立
と
権
限
強
化
…
経
営
委
員
と
会
長
の

選
出
は
、
立
候
補
制
と
し
、
選
考
委
員
会
が
選
考
に
あ
た
る
。
選
考
委

員
会
の
委
員
は
放
送
行
政
委
員
会
（
七
項
を
参
照
）
が
任
命
し
、
総
理

大
臣
お
よ
び
総
務
省
は
こ
れ
ら
の
決
定
に
加
わ
ら
な
い
。
経
営
委
員
会

は
五
組
織
の
責
任
者
を
選
び
、
か
つ
五
組
織
の
調
整
業
務
を
行
う
。

五
、 

予
算
と
決
算
…
公
益
法
人
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
決
算
は
、
放
送
行
政
委
員
会
へ
の

報
告
と
承
認
が
必
要
で
あ
る
が
、
予
算
に
つ
い
て
は
報
告
の
み
義
務

化
。
国
会
は
監
査
機
能
を
持
つ
組
織
を
設
置
し
、
放
送
行
政
委
員
会
の

承
認
に
先
立
ち
調
査
を
行
い
、
放
送
（
行
政
）
委
員
会
に
意
見
を
提
出

す
る
。

六
、 

受
信
料
の
義
務
化
は
行
わ
な
い
…
受
信
料
は
経
営
情
報
の
公
開
を
前
提

に
、
視
聴
者
と
公
益
法
人
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
相
互
契
約
と
し
、
額
は
経
営
委

員
会
が
決
定
。
義
務
化
・
罰
則
規
定
の
設
定
は
行
わ
な
い
。
衛
星
放
送

は
有
料
方
式
と
す
る
。

七
、 

放
送
行
政
委
員
会
の
設
置
…
放
送
行
政
は
政
府
の
直
接
の
監
督
権
限
か

ら
切
り
離
し
、
独
立
し
た
放
送
行
政
委
員
会
の
所
管
と
す
る
。

肝
心
の
「
放
送
行
政
委
員
会
」
が
政
府
か
ら
独
立
し
た
組
織
と
あ
る
だ
け
な

の
と
、
一
部
に
「
放
送
委
員
会
」
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
改
革
案
の
全

貌
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
を
難
し
く
し
て
い
る
が
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
田
原

の
心
情
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
れ
は
、
受
信
料
制
度
に
守
ら
れ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
批
判
、
巨
大
化
、
商
業
化
批
判
、
情
報
公
開
が
進
ま
ぬ
こ
と
に
対
す
る
苛

立
ち
、
予
算
や
決
算
、
人
事
な
ど
を
政
府
や
国
会
に
握
ら
れ
て
い
る
現
行
制
度

と
政
治
と
の
癒
着
構
造
を
廃
し
、
政
府
や
監
督
官
庁
か
ら
独
立
し
た
市
民
へ
解

放
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
像
を
模
索
す
る
こ
と
で
あ
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス

田
原
氏
の
言
う
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス
」
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
若
干
の
解
説
が
必
要
で
あ
る
。
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス
」
と
は
、

視
聴
者
や
市
民
が
自
主
制
作
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
放
送
局
が
放
送
す
る
活
動
で

あ
り
、
新
聞
の
読
者
の
「
声
」
と
か
「
窓
」
に
あ
た
る
。
社
会
を
構
成
す
る
成

員
の
様
々
な
立
場
や
観
点
を
放
送
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
番
組

に
市
民
参
加
を
さ
せ
、
市
民
の
制
作
し
た
番
組
を
編
集
す
る
こ
と
な
し
に
そ
の

ま
ま
放
送
す
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
懇
談
会
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
実
施
す
べ
き
視
聴
者
第
一
主
義
の
具
体
例
と
し

て
、
「
視
聴
者
参
加
型
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス
番
組
」
を
挙
げ
て
い
る
。
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韓
国
で
は
公
共
放
送
Ｋ
Ｂ
Ｓ
（
韓
国
放
送
公
社
） 15

が
『
開
か
れ
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
』

を
放
送
し
て
い
る
。
こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
編
集
権
や
著
作
権
は
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
に
は
な

く
制
作
し
た
市
民
の
側
に
あ
り
、
公
共
放
送
が
市
民
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
解
放
す
る

試
み
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
成
立
し
た
「
新
放
送
法
」（
金
大
中
政
権
時
）

の
「
放
送
の
政
治
的
独
立
と
視
聴
者
主
権
の
確
保
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
い

て
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
は
こ
の
放
送
を
続
け
て
い
る
。
同
法
は
単
な
る
番
組
審
議
機
関
に

過
ぎ
な
か
っ
た
「
放
送
委
員
会
」
を
、
放
送
政
策
の
立
案
と
規
制
に
広
範
な
権

限
を
持
つ
「
独
立
行
政
委
員
会
」
に
格
上
げ
し
、「
視
聴
者
の
権
益
」
を
前
面
に

押
し
出
し
た
も
の
で
、「
視
聴
者
委
員
会
」
の
設
置
の
義
務
化
や
、
放
送
に
よ
る

事
実
誤
認
や
名
誉
毀
損
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
者
に
よ
る
反
論
権
を
定
め
た
。

Ｋ
Ｂ
Ｓ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス
番
組
に
つ
い
て
は
、
毎
月
一
〇
〇
分
以

上
放
送
す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
編
成
基
準
を
公
表
す
る
こ
と
、
応
募
さ
れ
た

番
組
か
ら
ど
の
番
組
を
放
送
す
る
か
は
視
聴
者
委
員
会
の
小
委
員
会
が
審
査
を

行
っ
て
決
定
す
る
こ
と
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
放
送
制
作
を
職
業
と

せ
ず
広
告
を
目
的
と
し
な
け
れ
ば
誰
で
も
が
参
加
で
き
る
。
現
在
、
放
送
は
毎

土
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
二
十
五
分
間
で
あ
る
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト�

　
　
　
　
　
　
　

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
オ
ス
ト
ラ
キ
ス
モ
ス
（
陶
片
追
放
）

韓
国
に
は
も
う
一
つ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
（
文
化
放
送
） 16

と
い
う
公
共
放
送
が
あ
る
。
こ

15 

Ｋ
Ｂ
Ｓ
…
も
と
も
と
国
営
放
送
、
一
九
六
三
年
に
受
信
料
制
度
が
導
入
さ
れ
、
徴
収
は
韓
国
電

力
に
委
託
、
一
九
七
三
年
に
国
営
か
ら
政
府
出
資
の
放
送
公
社
と
な
っ
た
。
財
源
は
受
信
料
と

広
告
収
入
。

16 

Ｍ
Ｂ
Ｃ
…
株
式
の
七
〇
％
は
政
府
が
持
つ
財
団
法
人
放
送
文
化
振
興
会
が
所
有
。
政
府
補
助
や

受
信
料
は
な
く
、
主
な
財
源
は
広
告
収
入
だ
が
、
一
応
公
共
放
送
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

民
放
と
し
て
は
、
中
央
日
報
系
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
（
東
洋
放
送
）
、
東
亜
日
報
系
の
Ｄ
Ｂ
Ｓ
（
東
亜
放

送
）
な
ど
が
あ
る

の
放
送
局
を
事
例
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
相
関
に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
た
い
。
「
黄
禹
錫
事
件
」（
黄
ソ
ウ
ル
大
学
教
授
の
論
文
捏
造
疑
惑
）

を
最
初
に
報
道
し
た
の
は
Ｍ
Ｂ
Ｃ
の
番
組
『
Ｐ
Ｄ
手
帳
』
で
あ
っ
た
。
社
会

告
発
番
組
で
あ
り
、
「
Ｐ
Ｄ
」
と
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
名
の
通
り
、
制
作
者
の
姿
勢
が
強

く
打
ち
出
さ
れ
た
番
組
で
あ
る
。
た
だ
、
「
黄
禹
錫
事
件
」
で
は
強
引
な
取
材

と
倫
理
違
反
を
問
わ
れ
、
世
論
か
ら
の
非
難
が
殺
到
し
て
都
合
七
回
の
お
詫
び

放
送
を
行
っ
て
い
る
。

保
守
系
新
聞
『
朝
鮮
日
報
』
は
、
社
説
で
『
Ｐ
Ｄ
手
帳
』
を
「
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
左
派
的
心
情
、
国
家
体
制
を
転
覆
さ
せ
る
理
念
を
濾
過
す
る
こ
と
な
く

そ
の
ま
ま
視
聴
者
に
露
出
す
る
番
組
」
と
非
難
し
、
事
件
は
保
守
新
聞
と
公
共

放
送
と
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
場
と
化
し
た
。

こ
の
「
黄
禹
錫
事
件
」
報
道
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

巻
き
込
ん
だ
展
開
を
み
せ
た
。
『
Ｐ
Ｄ
手
帳
』
に
よ
る
最
初
の
疑
惑
報
道
の
直

後
、
『
東
亜
日
報
』
が
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
意
見
だ
と
し
て
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の

不
買
運
動
を
展
開
す
る
と
い
う
書
き
込
み
を
そ
の
ま
ま
取
り
上
げ
、
『
朝
鮮
日

報
』
は
「
復
活
せ
よ
、
黄
禹
錫
！
」「
ア
イ
ラ
ブ
黄
禹
錫
！
」
と
ネ
テ
ィ
ズ
ン

（
ネ
ッ
ト
上
の
市
民
）
の
圧
倒
的
多
数
が
黄
禹
錫
教
授
を
支
持
し
て
い
る
こ
と

を
強
調
し
、
「
Ｍ
Ｂ
Ｃ
の
社
長
退
陣
と
広
告
拒
否
運
動
」
を
彼
ら
が
展
開
し
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
ネ
ッ
ト
上
の
意
見
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
る

こ
と
で
増
幅
さ
れ
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
降
板
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
『
ネ
イ
バ
ー
』
の
調
査
に
よ
る
と
こ
う
し
た
書
き
込
み
の
半
数
は

〇
・
二
五
％
の
利
用
者
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
利
用
者
の
〇
・
〇
六
％
が

一
日
平
均
二
〇
件
以
上
を
書
き
込
み
、
全
体
の
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
こ
と

が
後
に
判
明
し
た
。
こ
れ
は
特
定
の
発
信
者
が
ネ
ッ
ト
上
で
世
論
を
主
導
で
き
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る
可
能
性
を
示
唆
し
た
数
字
で
あ
り 17

、
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
オ
ス
ト
ラ
キ
ス
モ
ス

（
陶
片
追
放
）
は
こ
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
と
い
う
事
例
と
な
っ
た
。
ネ
ッ
ト

上
の
世
論
形
成
が
危
険
を
孕
ん
で
い
る
と
い
う
一
つ
の
証
左
で
あ
る
。

第
三
章　

放
送
の
公
共
性
と
公
共
放
送

竹
中
懇
談
会
も
民
間
解
放
推
進
会
議
も
公
共
放
送
は
娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
は
排
除
し
、
真
の
公
共
放
送
に
相
応
し
い
番
組
に
徹
す
べ
き
だ
と
い
う
が
、

「
公
共
性
と
は
」
、
「
放
送
の
公
共
性
」
に
つ
い
て
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
。

公
共
性
と
は
何
か

斎
藤
純
一
横
浜
国
立
大
学
教
授
は
「
公
共
性
」
を
次
の
三
つ
に
大
別
す
る
。

第
一
は
国
家
に
関
係
す
る
公
的
な
（official

）
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
こ
で

の
「
公
共
性
」
は
、
国
家
が
法
や
政
策
な
ど
を
通
じ
て
国
民
に
対
し
て
行
う
活

動
を
指
す
。
公
共
事
業
、
公
共
投
資
、
公
的
資
金
、
公
教
育
、
公
安
な
ど
は
こ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
。
対
比
さ
れ
る
の
は
、
民
間
に
お
け
る
私
人
の
活

動
で
、
こ
の
意
味
で
の
「
公
共
性
」
は
、
強
制
、
権
力
、
義
務
と
い
っ
た
響
き

を
も
つ
。

第
二
は
特
定
の
誰
か
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
々
に
関
係
す
る
共
通
の
も
の

（com
m

on

）
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
の
「
公
共
性
」
は
、
共
通
の

利
益
、
財
産
、
共
通
の
関
心
事
な
ど
を
指
す
。
公
共
の
福
祉
、
公
益
、
公
共
の

秩
序
、
公
共
心
な
ど
は
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
。
対
比
さ
れ
る
の
は
、

17 

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
メ
デ
ィ
ア
の
公
共
性　

黄
禹
錫
現
象
か
ら
見
る
世
論
と
政
治
」　

玄
武
岩

　

『
現
代
思
想
』
２
０
０
６
・
３

私
権
、
私
利
私
欲
、
私
心
な
ど
で
あ
る
。

第
三
は
誰
に
対
し
て
も
開
か
れ
て
い
る
（open

）
と
い
う
意
味
。
こ
の
意
味

で
の
「
公
共
性
」
は
、
誰
も
が
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
拒
ま
れ
な
い
空
間
や
情

報
な
ど
を
指
す
。
公
然
、
情
報
公
開
、
公
園
な
ど
は
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま

れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
は
、
秘
密
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
と
対
比
さ
れ
る 18

と
定
義
す
る
。

放
送
の
「
公
共
性
」
は
第
二
、
第
三
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
と
い
え
よ

う
。
放
送
は
街
灯
や
公
園
の
よ
う
な
公
共
財
で
あ
り
、
公
共
放
送
に
は
「
公
共

財
」
と
し
て
の
放
送
を
誰
も
が
利
用
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
を
維
持

す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
放
送
法
制
が
必
要
か
と
い
う
三
段
階
の
論
考
が
必

要
と
な
る
。

井
上
達
夫
東
京
大
学
教
授
は
、
「
公
共
性
」
と
は
、
「
公
共
的
な
る
も
の
」
と

「
私
的
な
る
も
の
」
と
の
対
比
に
お
い
て
は
じ
め
て
意
味
を
持
つ
概
念
で
あ
る

と
し
て
、
公
共
性
概
念
が
公
私
の
区
別
に
依
存
し
て
い
る
以
上
、
公
共
性
と
は

何
か
を
理
解
す
る
に
は
、
何
に
つ
い
て
の
区
別
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

領
域
、
主
体
、
手
続
き
、
理
由
の
側
面
か
ら
「
公
共
性
」
が
検
討
さ
れ
る
べ
き

だ
と
し
て
、

一
、 

領
域
的
公
共
性
論　

公
私
の
区
別
は
領
域
の
区
別
で
あ
る
か
ら
、

「
私
的
領
域
」（private sphere

）
に
対
し
て
「
公
共
的
領
域
」（public 

sphere

）
は
、
統
治
権
力
が
秩
序
形
成
の
主
体
と
な
っ
て
規
制
す
べ
き

領
域
で
あ
り
、
公
共
性
と
は
、
統
治
権
力
の
規
制
対
象
と
な
り
う
る
公

的
領
域
の
固
有
性
、
こ
の
領
域
を
私
的
領
域
か
ら
識
別
し
て
そ
の
本
性

を
意
味
す
る
。

18 

斎
藤
純
一
『
公
共
性
』
二
〇
〇
五
年　

第
十
一
版　

岩
波
書
店
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二
、 

主
体
的
公
共
性
論　

公
私
の
区
別
は
主
体
の
区
別
で
あ
る
。
「
私
的
主

体
（private agent

）
」
は
、
自
己
利
益
の
追
求
を
最
優
先
し
て
こ
れ
に

没
頭
す
る
の
に
対
し
、
「
公
共
的
主
体
（public agent

）
」
は
社
会
の
共

通
利
益
を
配
慮
し
実
現
す
る
責
任
を
引
き
受
け
、
そ
の
た
め
に
自
己
負

担
・
自
己
犠
牲
も
厭
わ
な
い
。
公
共
性
と
は
こ
の
よ
う
な
社
会
的
責
任

を
引
き
受
け
遂
行
し
う
る
主
体
の
倫
理
的
・
政
治
的
な
資
質
・
能
力
を

意
味
す
る
。

三
、 

手
続
的
公
共
性
論　

公
私
の
区
別
は
意
思
決
定
の
手
続
き
（procedure, 

process

）
の
区
別
で
あ
り
、
「
公
共
的
決
定
手
続
」
は
特
定
の
個
人
・

集
団
を
超
え
た
社
会
公
衆
の
意
見
・
見
解
が
広
く
投
入
さ
れ
る
民
主
的

経
路
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
り
、
公
共
性
は
政
治
的
意
思
決
定
の
た
め

の
民
主
的
手
続
の
保
障
を
意
味
す
る
。

四
、 

理
由
基
底
的
公
共
性
論　

公
私
の
区
別
は
我
々
の
行
動
や
決
定
の
理
由

の
区
別
で
あ
る
。「
私
的
理
由
（private reasons

）」
は
特
定
個
人
な
い

し
特
定
の
部
分
集
団
の
行
動
根
拠
で
あ
り
、「
特
異
理
由
（idiosyncratic 

reasons

）
」
に
依
存
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
公
共
的
理
由
（public 

reasons

）
」
は
そ
う
し
た
個
人
的
理
由
か
ら
独
立
し
た
理
解
可
能
性
と

妥
当
性
を
も
ち
、
そ
の
よ
う
な
特
異
理
由
に
依
拠
す
る
行
動
を
制
約
す

る
政
治
的
決
定
の
正
当
化
根
拠
と
な
り
う
る
理
由
で
あ
る
。

と
す
る
。 19

放
送
の
公
共
性
は
コ
ン
テ
ン
ツ
に
あ
る

こ
れ
ま
で
「
放
送
の
公
共
性
」
に
つ
い
て
は
、
電
波
資
源
の
有
限
性
と
社
会

的
影
響
力
の
大
き
さ
か
ら
か
ら
論
じ
ら
れ
て
来
た
。
現
行
放
送
制
度
は
昭
和

19 

井
上
達
夫
編
『
公
共
性
の
法
哲
学
』
二
〇
〇
六
年
十
一
月　

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

二
十
五
年
六
月
施
行
の
電
波
三
法
（
放
送
法
、
電
波
法
、
電
波
監
理
委
員
会
設

置
法
）
に
端
を
発
す
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民
放
と
の
二
元
体
制
が
敷
か
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

は
受
信
料
を
財
源
と
し
て
国
民
の
要
望
を
満
た
す
番
組
を
「
あ
ま
ね
く
」
全
国

に
放
送
し
、
民
放
は
県
域
を
基
本
と
す
る
放
送
局
免
許
の
も
と
、
地
域
と
の
密

着
性
を
期
待
さ
れ
な
が
ら
、
営
利
事
業
と
し
て
の
放
送
を
行
う
。
両
者
が
「
お

の
お
の
の
長
所
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
互
い
に
他
を
啓
蒙
し
、
欠
点
を
補
い
、

放
送
に
よ
り
国
民
が
十
分
福
祉
を
享
受
で
き
る
」 20

こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
こ
の

根
拠
と
な
っ
た
の
が
利
用
可
能
な
周
波
数
帯
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
電
波

の
希
少
性
で
あ
り
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
に
よ
る

許
認
可
事
業
と
し
て
、
集
中
排
除
原
則
に
基
づ
き
そ
の
多
様
性
、
多
元
性
を
確

保
し
、
国
民
に
あ
ま
ね
く
供
給
す
る
義
務
を
負
わ
せ
た
。

有
限
な
電
波
と
い
う
こ
と
か
ら
放
送
免
許
の
諾
否
が
総
務
大
臣
に
授
権
さ

れ
、
総
務
省
の
権
限
を
強
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
放
送
局
の
開
設
申
請
が
競

合
し
た
場
合
は
、
電
波
法
に
よ
り
最
も
公
共
の
福
祉
に
寄
与
す
る
も
の
が
優

先
す
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
行
政
庁
に
よ
る
一
元
的
な
公
益
判
断
の
承
認
が

前
提
と
な
る
。
免
許
の
更
新
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
放
送
の
公
益
性
の
審

査
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
単
な
る
電
波
管
理
だ
け
で
は
な
く
、
放
送
事
業
者
の

言
論
表
現
の
自
由
に
対
す
る
制
約
を
意
味
す
る
法
構
造
と
な
る
。
こ
の
こ
と
が

総
務
大
臣
命
令
や
指
導
な
ど
と
い
う
言
論
統
制
を
生
む
ベ
ー
ス
に
あ
る
。
同
時

に
「
電
波
利
権
」
を
生
む
構
造
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
政
治
の
章
」
で
扱
う
こ
と
と
す
る
。

し
か
し
、
竹
中
懇
談
会
の
い
う
よ
う
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
回
線
や
通
信
衛
星

20 

昭
和
二
十
五
年
一
月
一
四
日
第
七
回
衆
議
院
電
気
通
信
委
員
会
議　

網
島
毅
電
波
監
理
長
官
の

放
送
法
案
提
案
理
由
説
明
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な
ど
で
、
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
の
伝
送
路
や
伝
送
媒
体
が
多
様
化
す
る
中
で
は
、

「
放
送
の
公
共
性
」
は
伝
送
路
と
い
う
「
ハ
ー
ド
」
か
ら
だ
け
で
な
く
、
放
送

番
組
そ
の
も
の
＝
「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
い
う
「
ソ
フ
ト
」
に
シ
フ
ト
し
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

湧
口
清
隆
国
際
通
信
経
済
研
究
所
員
と
内
山
隆
千
葉
商
大
助
教
授
は
、

「
素
材
と
し
て
の
『
情
報
』
に
対
し
、
『
コ
ン
テ
ン
ツ
』
は
『
情
報
』
を
加

工
し
て
、
編
集
者
の
意
図
や
価
値
観
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
情
報
』
が

本
源
的
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
コ
ン
テ
ン
ツ
』
は
派
生
的
な

財
・
サ
ー
ビ
ス
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
『
こ
こ
で
暴
動
が
発
生
し
て
い
る
』
と

い
う
『
情
報
』
に
対
し
、
暴
動
の
映
像
や
『
市
民
の
皆
さ
ん
落
ち
着
い
て
行
動

し
て
欲
し
い
』
、
『
市
民
の
皆
さ
ん
、
今
こ
そ
決
起
せ
よ
』
な
ど
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
編
集
者
の
価
値
観
な
り
主
張
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
（
中
略
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
潜
在
的
に
誰
も
が
コ
ン
テ
ン
ツ
供
給
者
に
な

り
、
誰
も
が
放
送
と
代
替
的
に
無
限
に
近
い
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
需
要
で
き
る

状
況
が
既
に
あ
る
。
こ
れ
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
支
配
さ
れ
な
い
情
報
流
通
機
構

が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
『
価
値
財
』
的
コ
ン
テ
ン
ツ
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の

依
存
を
提
言
さ
せ
る
。
し
か
し
、
無
秩
序
な
情
報
流
通
が
『
レ
モ
ン
原
理
』（
筆

者
注　

Lem
on Principle

＝
悪
財
が
良
財
を
駆
逐
し
、
市
場
が
崩
壊
す
る
）
を

引
き
起
こ
す
た
め
、
ネ
ッ
ト
に
流
れ
る
情
報
は
何
ら
か
の
信
頼
性
を
必
要
と

し
て
い
る
」
と
し
て
、
放
送
の
公
共
性
を
コ
ン
テ
ン
ツ
の
「
価
値
財
」（m

erit 

w
ants, m

erit goods

）
と
し
て
の
特
性
か
ら
規
定
す
る
。 21 

「
情
報
の
ブ
ラ
ン
ド
」

が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
誰
で
も
が
情
報
を
発
信
が
可
能
な
時
代
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
確
か
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
が
求
め
ら
れ
る
。

21 

「
伝
送
路
の
多
様
化
時
代
に
お
け
る
放
送
の
公
共
性 

放
送
用
コ
ン
テ
ン
ツ
の
「
価
値
財
」
的
側
面

か
ら
」
湧
口
清
隆
国
際
通
信
経
済
研
究
所
員　

内
山
隆
千
葉
商
大
助
教
授　

『
公
益
事
業
研
究　

第
五
十
四
巻
第
一
号
』

公
共
放
送
と
は

世
界
の
公
共
放
送
は
多
様
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
（B

ritish 

B
roadcasting C

orporation

）
の
よ
う
に
、
受
信
許
可
料
を
強
制
徴
収
し
て
い

る
局
も
あ
れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
（N

ederlandse O
m

roep Stichting

）
の

よ
う
に
〇
一
年
に
受
信
料
制
度
を
廃
止
し
、
政
府
交
付
金
と
広
告
収
入
に
財
源

を
求
め
る
公
共
放
送
も
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
公
共
放
送
は
住
民
税
の
徴
収
時

に
受
信
料
も
一
括
し
て
徴
収
す
る
が
、
同
時
に
広
告
収
入
も
財
源
と
し
て
お

り
、
番
組
の
間
に
ス
ポ
ッ
ト
広
告
を
実
施
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
Ｐ
Ｂ
Ｓ

（Public B
roadcasting Service

）
は
寄
付
行
為
を
財
源
と
す
る
非
商
業
教
育
局

が
連
合
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。　

テ
レ
ビ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
＝
Ｔ

Ｖ
Ｎ
Ｚ
（Television N

ew
 Zealand

）
は
受
信
料
で
運
営
さ
れ
る
公
共
放
送
で

あ
っ
た
が
、
二
〇
世
紀
末
、
国
民
党
政
権
の
下
で
完
全
民
営
化
が
予
定
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
一
九
九
九
年
に
政
権
交
代
を
果
た
し
た
労
働
党
は
そ
の
民

営
化
路
線
を
変
更
し
、
政
府
一
〇
〇
％ 

所
有
の
株
式
会
社
と
な
っ
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
七
月
に
は
、
受
信
料
を
廃
止
し
て
広
告
収
入
に
頼

る
実
質
的
な
商
業
放
送
と
な
っ
た
。
こ
の
Ｔ
Ｖ
Ｎ
Ｚ
の
放
送
憲
章
は
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
固
有
の
文
化
の
伝
承
や
少
数
民
族
に
配
慮
す
る
な
ど
、
番
組
に
強

く
公
共
性
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
有
料
衛
星
放
送
や
商
業
放
送
の
あ
る
中

で
、
視
聴
者
の
信
頼
度
は
高
く
、
Ｔ
Ｖ
Ｎ
Ｚ
は
放
送
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

地
位
は
揺
る
が
な
い
。

こ
の
よ
う
に
多
様
な
公
共
放
送
を
一
括
し
て
定
義
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

世
界
ラ
ジ
オ
テ
レ
ビ
機
構 22

は
公
共
放
送
の
特
性
を
、

一
、 

普
遍
性
（
全
国
民
に
視
聴
機
会
を
提
供
し
、
大
衆
の
た
め
の
番
組
を
提

22 W
orld Radio and Television C

ouncil, ”Public Broadcasting, W
hy? H

ow
? 2001
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供
す
る
こ
と
）

二
、 

多
様
性
（
番
組
の
ジ
ャ
ン
ル
、
対
象
と
す
る
視
聴
者
、
議
論
さ
れ
る
主

題
が
多
様
で
あ
る
こ
と
）

三
、 
独
立
性
（
商
業
的
圧
力
、
政
治
的
影
響
力
か
ら
自
由
で
あ
る
こ
と
）

四
、 
特
殊
性
（
商
業
放
送
と
の
区
別
を
認
識
し
、
放
送
界
を
先
導
す
る
役
割

を
果
た
す
こ
と
）
と
定
義
し
た
。

一
九
九
九
年
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
Ｅ
Ｕ
加
盟
の
首
脳
が
集
い
「
公
共
放
送

に
関
す
る
議
定
書
」
を
作
成
し
て
、
「
公
共
放
送
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
や

社
会
に
と
っ
て
必
要
」
と
判
断
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
Ｅ
Ｕ
メ
デ
ィ
ア
研
究
所

は
公
共
放
送
を
、

一
、 

国
や
地
域
の
文
化
を
伝
え
る
文
化
の
担
い
手
の
役
割

二
、 

誰
で
も
が
見
る
こ
と
が
で
き
、
見
た
い
番
組
を
自
由
に
選
べ
る
オ
ー
プ

ン
な
放
送

三
、 

視
聴
者
と
の
開
か
れ
た
対
話　

と
位
置
づ
け
た
。

日
本
の
現
行
放
送
法
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
目
的
を
「
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
、
あ
ま

ね
く
日
本
全
国
に
お
い
て
受
信
で
き
る
よ
う
に
豊
か
で
、
か
つ
良
い
放
送
番
組

に
よ
る
国
内
放
送
を
行
い
」 23

と
定
め
、
国
内
テ
レ
ビ
放
送
に
は
番
組
編
集
準
則

（
放
送
法
第
三
条
の
一
、
同
一
項
）
で
「
教
養
番
組
又
は
教
育
番
組
並
び
に
報
道

番
組
及
び
娯
楽
番
組
」
相
互
の
調
和
を
保
つ
よ
う
義
務
づ
け
る
規
定
が
あ
る
。

『
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
公
共
放
送
に
関
す
る
勉
強
会
報
告
書
』  24

は
、
こ
れ
ま
で

の
法
制
下
に
お
け
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
役
割
」
を
次
の
四
つ
に
整
理
し
た
。

一
、 

番
組
の
多
様
性
の
確
保

二
、 

基
本
的
情
報
の
提
供

23 

放
送
法
第
七
条

24 

二
〇
〇
二
年
九
月　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
設
置
し
た
研
究
会　

長
谷
部
恭
男
東
大
教
授
が
座
長

三
、 

質
的
に
「
良
い
」
番
組
を
通
じ
た
放
送
全
体
の
水
準
の
維
持
向
上

四
、 

放
送
及
び
そ
の
受
信
の
進
歩
発
達
に
必
要
な
調
査
研
究

で
あ
り
、
一
と
二
は
、
民
放
と
の
二
元
体
制
に
よ
っ
て
成
立
す
る
役
割
で
、
受

信
料
と
広
告
収
入
と
い
う
存
立
基
盤
の
異
な
る
体
制
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
た
情

報
の
多
様
性
と
基
本
的
情
報
の
提
供
で
あ
る
。

三
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
良
い
」
番
組
が
民
放
を
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
り
、
放
送

全
体
の
質
的
向
上
を
期
待
で
き
る
。
四
は
、
放
送
の
技
術
開
発
に
関
し
て
は
、

そ
の
成
果
を
民
放
に
も
提
供
し
、
ひ
い
て
は
視
聴
者
に
還
元
す
る
こ
と
も
、
豊

か
な
放
送
文
化
の
育
成
と
い
う
意
味
で
公
共
放
送
の
役
割
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
世
界
の
公
共
放
送
の
定
義
を
み
る
と
、
公
共
放
送
の
役
割
は
「
市

場
原
理
に
任
せ
た
の
で
は
十
分
に
達
成
で
き
な
い
多
様
で
質
の
よ
い
番
組
を
供

給
す
る
」
こ
と
に
あ
る
と
い
う
の
が
最
大
公
約
数
と
い
え
よ
う
。

二
〇
世
紀
末
、
ド
イ
ツ
で
は
公
共
放
送
Ａ
Ｒ
Ｄ
（
ド
イ
ツ
放
送
連
盟
）
、 

Ｚ
Ｄ
Ｆ
（
第
二
テ
レ
ビ
）
が
衛
星
デ
ジ
タ
ル
有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
送
信
に
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
を
掛
け
る
方
式
）
の
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
や
Ｄ
Ｆ
１
と
戦
っ
て

い
た
。
こ
の
二
つ
の
有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
国
内
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
を

独
占
し
、
〇
二
年
と
〇
六
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
の
国
内
放
送
権
を

一
一
五
〇
億
円
で
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
契

約
し
な
い
限
り
、
自
国
開
催
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
が
見
ら
れ
な
い
状

況
に
立
ち
至
っ
た
。
熱
狂
的
な
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ァ
ン
で
知
ら
れ
る
ド
イ
ツ
国
民

に
と
っ
て
許
せ
る
話
で
は
な
か
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
指
令
「
国
境
の
な
い
テ
レ

ビ
の
九
十
七
年
指
令
」
で
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
を
掛
け
て
は
な
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ

が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
事
態
は
回
避
さ
れ
た
。

ド
イ
ツ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
が
持
つ
十
三
の
映
画
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
ほ
と

ん
ど
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
で
八
倍
に
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増
え
た
子
ど
も
番
組
も
、
そ
の
七
〇
％
が
ア
ジ
ア
（
特
に
日
本
）
の
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
占
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
公
共
放
送
Ａ
Ｒ
Ｄ
は
自
国
の
文
化
を

紹
介
す
る
子
ど
も
専
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
キ
ン
ダ
ー
カ
ナ
ル
」
で
対
抗
し
た
。
平

均
視
聴
率
一
一
％
と
い
う
か
ら
、
市
民
に
支
持
さ
れ
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
な
っ
て

い
る
。

公
共
放
送
「
里
山
論
」

筆
者
は
公
共
放
送
と
は
宇
沢
弘
文
東
大
名
誉
教
授
の
い
う
「
社
会
的
共
通
資

本
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
社
会
的
共
通
資
本
と
は
、
国
家
の
も
の
で
も
個

人
の
も
の
で
も
な
い
、
皆
で
守
る
べ
き
社
会
的
装
置
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
所
有

権
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
皆
の
財
産
と
し
て
管
理
さ
れ
て
き
た
も
の
を
宇
沢

教
授
は
「
コ
モ
ン
ズ
」
と
呼
ぶ
。
中
東
の
地
下
水
の
管
理
、
里
山
の
入
会
権
が

そ
れ
に
あ
た
る
。「
コ
モ
ン
ズ
」
の
重
要
性
は
皆
が
使
え
る
と
い
う
こ
と
に
よ

り
、
自
分
た
ち
の
共
通
の
財
産
と
し
て
大
事
に
し
よ
う
と
い
う
心
を
育
む
こ
と

に
あ
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
精
神
が
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
。

第
四
章　

政
府
に
よ
る
介
入�

　

国
際
放
送
へ
の
命
令
変
更
と
編
集
権
を
巡
る
裁
判
・
放
送
法
改
正
の
閣
議
決
定

Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
案
が
議
論
さ
れ
る
さ
な
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
へ
の
二
つ
の
政
治
介

入
と
そ
れ
に
関
す
る
裁
判
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
菅
総
務
大
臣
の
国
際
放
送
に
対

す
る
命
令
変
更
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
『
Ｅ
Ｔ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
２
０
０
１
戦
争

を
ど
う
裁
く
か
』
の
二
審
判
決
で
、
「
直
接
の
政
治
介
入
は
な
か
っ
た
が
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
政
治
家
の
意
向
を
忖
度
し
、
番
組
を
改
変
し
た
」
と
原
告
勝
利
の
判
決

を
下
し
た
こ
と
で
あ
る
。

映
像
国
際
放
送
の
強
化
と
政
治
介
入

最
初
に
国
際
放
送
に
対
す
る
命
令
変
更
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

現
在
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
国
際
放
送
は
三
つ
の
ル
ー
ト
で
発
信
、
配
信
さ
れ
て
い
る
。

一
、 

短
波
に
よ
る
国
際
放
送
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
・
ラ
ジ
オ
日
本
」

 

年
間
八
五
億
円
の
経
費
の
う
ち
、
国
が
二
十
三
億
六
千
万
円
程
の
費
用

負
担
を
し
て
お
り
、
放
送
事
項
は
時
事
、
国
の
重
要
な
政
策
、
国
際
問

題
に
関
す
る
政
府
の
見
解
な
ど
で
あ
り
、
一
般
向
け
放
送
は
、
日
本
語
と

英
語
で
世
界
全
区
域
へ
発
信
さ
れ
る
（
一
日
延
べ
三
十
一
時
間
）。
地
域

向
け
は
、
欧
州
、
北
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
大
洋
州
な
ど
一
七

区
域
に
二
十
一
言
語
で
放
送
（
一
日
延
べ
三
十
四
時
間
）。

二
、 

テ
レ
ビ
の
国
際
放
送
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
Ｔ
Ｖ
」

 

ニ
ュ
ー
ス
と
情
報
番
組
中
心
一
日
二
十
四
時
間
放
送
、
海
外
在
留
邦
人

を
対
象
。
直
径
二
〜
六
ｍ
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
と
デ
ジ
タ
ル
衛
星

チ
ュ
ー
ナ
ー
に
使
用
に
よ
っ
て
世
界
で
視
聴
可
能
。

三
、 

テ
レ
ビ
番
組
配
信
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

ワ
ー
ル
ド
・
プ
レ
ミ
ア
ム
」

 

ニ
ュ
ー
ス
・
情
報
番
組
・
ド
ラ
マ
な
ど
多
様
な
番
組
に
よ
る
総
合
編

成
、
ワ
ー
ル
ド
Ｔ
Ｖ
と
同
じ
衛
星
で
、
海
外
の
放
送
局
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
な

ど
に
一
日
二
十
四
時
間
配
信
。
子
会
社
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
配
信
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

「
日
本
か
ら
世
界
へ
の
情
報
発
信
強
化
が
急
務
」
と
し
た
小
泉
内
閣
で
浮
上

し
た
新
た
な
国
際
放
送
事
業
は
、
総
務
省
の
「
映
像
国
際
放
送
の
在
り
方
に
関

す
る
検
討
委
員
会
」（
主
査
＝
村
上
輝
康
野
村
総
研
理
事
長
）
で
検
討
が
進
め
ら

れ
た
。
中
間
報
告
で
は
、
実
施
主
体
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
委
託
す

る
と
あ
っ
た
。

〇
六
年
十
一
月
、
菅
総
務
相
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
対
し
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
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致
問
題
を
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
・
ラ
ジ
オ
日
本
」
で
重
点
的
に
取
り
上
げ
る
よ

う
命
令
を
下
し
た
（
現
行
放
送
法
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
放
送
に
対
し
、
国
費
投

入
の
見
返
り
に
総
務
相
が
命
令
を
下
せ
る
と
し
て
い
る
）
。 25

総
務
省
は
毎
年
度
当
初
に
「
国
の
重
要
な
政
策
、
国
際
問
題
に
関
す
る
政
府

の
見
解
」
を
盛
り
込
む
よ
う
命
令
し
て
い
る
が
、
「
編
集
権
の
自
由
」
を
配
慮

し
て
抽
象
的
な
表
現
に
止
め
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
特
定
事
項
を
指
定
し
た
こ

と
は
例
が
な
か
っ
た
。

こ
の
命
令
内
容
の
変
更
を
諮
問
さ
れ
た
電
波
監
理
審
議
会
（
会
長
羽
鳥
光

俊
中
央
大
学
教
授
）
は
「
拉
致
問
題
対
策
本
部
が
内
閣
に
設
置
さ
れ
、
問
題
解

決
を
最
重
要
課
題
と
し
て
政
府
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
に
伴
う
変
更
で

あ
り
、
妥
当
で
あ
る
」
と
判
断
し
た
が
、
同
時
に
「
命
令
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
編
集
の
自
由
に
配
慮
し
た
制
度
運
用
を
行
う
こ
と
」
も
求
め

た
。 26こ

の
放
送
命
令
は
編
集
権
を
制
限
す
る
内
容
で
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
「
政
府
の

認
識
は
受
け
止
め
る
が
、
実
際
の
番
組
制
作
は
自
主
的
な
編
集
を
行
う
」
と
し

て
、
編
集
権
を
守
る
姿
勢
を
示
し
た
。

日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
や
新
聞
協
会
は
「
憲
法
が
保
障
す
る
表
現
・
報

道
の
自
由
の
根
本
原
則
に
反
し
、
放
送
法
に
定
め
る
放
送
の
自
由
、
番
組
編
集

25 

平
成
十
八
年
度
国
際
放
送
実
施
命
令
の
変
更
「
特
に
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
に
留
意

す
る
旨
を
放
送
事
項
へ
追
加
（
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
）

 

放
送
法
第
三
十
三
条　

総
務
大
臣
は
、
協
会
に
対
し
、
放
送
区
域
、
放
送
事
項
そ
の
他
必
要
な

事
項
を
指
定
し
て
国
際
放
送
を
行
う
べ
き
こ
と
を
明
治
、
又
は
委
託
し
て
放
送
さ
せ
る
区
域
、

委
託
放
送
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
指
定
し
て
国
際
放
送
を
行
う
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
（
中

略
）
こ
と
が
で
き
る
。

 

放
送
法
第
三
十
五
条　

（
三
十
三
条
の
）
規
定
に
よ
り
協
会
の
行
う
業
務
に
要
す
る
費
用
は
、
国

の
負
担
と
す
る
。

26 

改
正
前
の
放
送
法
第
五
十
三
条
の
十 

総
務
大
臣
は
、
「
国
際
放
送
等
の
実
施
の
命
令
」
を
す
る
場

合
に
は
電
波
監
理
審
議
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
改
正
後
の
放
送
法

の
自
由
な
ど
の
基
本
原
則
を
侵
害
す
る
」
と
し
て
抗
議
し
た
。
与
党
内
か
ら

も
、
沢
雄
二
参
議
院
議
員
が
国
会
で
「
ニ
ュ
ー
ス
項
目
を
選
ぶ
と
い
う
重
要
な

編
集
権
に
口
を
は
さ
む
こ
と
に
な
る
」
と
糾
し
て
も
、
菅
総
務
相
は
「
自
分
の

責
任
で
や
る
」
と
の
主
張
を
貫
い
た
。

塩
崎
官
房
長
官
は
記
者
会
見
で
「
放
送
の
自
由
が
問
わ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の

法
律
自
体
が
問
わ
れ
る
」
と
述
べ
、
放
送
法
の
見
直
し
の
可
能
性
を
示
唆
し
、

片
山
虎
之
助
参
議
院
自
民
党
幹
事
長
も
「
命
令
と
い
う
の
は
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ

し
い
。
仕
組
み
全
体
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。
（
こ
の
総
務
相
命

令
は
憲
法
違
反
と
し
て
、
市
民
か
ら
訴
え
ら
れ
、
大
阪
地
裁
で
裁
判
が
進
め
ら

れ
て
い
る
）

『
朝
日
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
平
成
十
八
年
三
月
、
総
務
省
の
清
水
英

雄
政
策
統
括
官
（
当
時
）
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
対
し
て
、
国
際
放
送
で
拉
致
問
題
を

重
点
的
に
扱
う
よ
う
、
口
頭
で
要
請
が
あ
っ
た
と
い
う
。
当
時
の
総
務
副
大
臣

だ
っ
た
菅
氏
が
「
拉
致
で
何
か
」
と
省
内
で
発
言
し
た
の
を
受
け
て
の
こ
と

で
、
省
内
で
は
「
副
大
臣
案
件
」
と
も
言
わ
れ
て
い
た
が
、
副
大
臣
か
ら
昇
格

し
た
菅
氏
は
「
命
令
の
方
が
オ
ー
プ
ン
だ
」
と
し
て
今
回
の
命
令
変
更
に
至
っ

た
の
だ
と
い
う
。 27

平
成
十
九
年
度
は
「
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
に
特
に
留
意
す
る
こ

と
」
と
い
う
実
施
命
令
が
「
国
際
放
送
」（
短
波
国
際
放
送
）
か
ら
「
映
像
国
際

放
送
」（
委
託
協
会
国
際
放
送
業
務
）
へ
と
拡
大
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
平
成
十
九

年
度
委
託
協
会
国
際
放
送
業
務
で
国
が
負
担
す
る
費
用
は
三
億
円
で
、
国
際
放

送
の
経
費
の
ほ
と
ん
ど
は
受
信
料
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
北
朝
鮮
の
拉

致
問
題
を
軽
視
し
た
こ
と
な
ど
ま
っ
た
く
な
い
状
況
で
、
こ
れ
を
政
府
命
令
と

す
る
こ
と
の
意
味
は
何
な
の
か
？　

こ
れ
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
自
主
的
に
報
道
し
て

27 

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
六
年
十
一
月
九
日
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い
る
拉
致
問
題
も
政
府
に
命
令
さ
れ
て
報
道
し
て
い
る
と
思
わ
れ
か
ね
な
い
。

こ
の
「
十
九
年
度
の
国
際
放
送
に
対
す
る
命
令
拡
大
」
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
報
道
し
た
が
、
他
メ
デ
ィ
ア
は
ほ
と
ん
ど
黙
殺
し
た
。

放
送
の
自
由
は
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
言
論
表
現
の
自
由
の
一
つ
で
あ
り
、
放

送
番
組
は
「
何
人
か
ら
も
干
渉
さ
れ
、
又
は
規
律
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
」（
放
送

法
第
三
条
）
筈
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
「
法
律
に
基
づ
く
場
合
を
除
き
」
と
い

う
但
し
書
き
が
付
い
て
い
る
。
命
令
変
更
が
放
送
法
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
放
送
内
容
に
対
す
る
政
治
的
介
入
や
行
政
関

与
を
抑
制
で
き
な
い
状
況
は
、
法
構
造
そ
の
も
の
に
原
因
が
あ
る
。
菅
総
務
相

の
命
令
が
、
結
果
と
し
て
放
送
法
の
歪
み
の
是
正
に
結
び
つ
く
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
そ
れ
な
り
の
意
味
は
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
か
。

こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
映
像
国
際
放
送
は
、
国
か
ら
の
独
立
性
を
高
め
る

方
向
で
運
営
主
体
や
財
源
の
議
論
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
海
外
へ
の

情
報
発
信
力
の
強
化
は
政
府
が
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
海
外
に
発
信
さ

れ
る
日
本
の
情
報
が
薄
い
の
も
確
か
で
あ
る 28

。
竹
中
懇
談
会
の
報
告
書
で
は

「
テ
レ
ビ
と
Ｉ
Ｐ
に
よ
る
外
国
語
に
よ
る
国
際
放
送
を
早
期
に
開
始
し
、
編
集

の
独
自
性
を
確
保
し
つ
つ
、
子
会
社
を
設
立
し
て
国
際
放
送
を
実
施
す
べ
き
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
財
政
支
援
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
公
益
と
国
益
は
時
に
相
反
す
る
。
映
像
国
際
放
送
が
国
策
放
送
と

な
っ
て
は
世
界
か
ら
相
手
に
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
編
集
権
の
独
自
性
が
保
証
さ

れ
な
い
限
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
お
よ
び
Ｎ
Ｈ
Ｋ
三
文
字
を
冠
し
た
関
連
企
業
は
そ
う
し

た
国
際
放
送
に
は
手
を
貸
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
国
際
放
送
を
発
信
す
る
機

関
、
財
源
、
編
集
権
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

28 

イ
ラ
ン
国
営
放
送
は
〇
七
年
七
月
二
日
か
ら
国
際
放
送
「
プ
レ
ス
Ｔ
Ｖ
」
を
始
め
た
。
英
語
の

二
十
四
時
間
放
送
で
自
国
の
主
張
を
海
外
に
発
信
す
る
の
が
目
的
だ
と
い
う
。

編
集
権
を
自
ら
放
棄

従
軍
慰
安
婦
問
題
を
取
り
上
げ
た
Ｅ
Ｔ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
２
０
０
１
『
戦
争
を
ど

う
裁
く
か
』
の
第
二
夜
『
問
わ
れ
る
戦
時
性
暴
力
』（
放
送
二
〇
〇
一
年
一
月

三
十
日
）
を
巡
っ
て
、
取
材
協
力
し
た
市
民
団
体
が
無
断
で
番
組
内
容
を
改
編

さ
れ
た
と
し
て
、
損
害
賠
償
を
求
め
た
控
訴
判
決
が
〇
七
年
一
月
東
京
高
裁
で

あ
っ
た
。

問
題
の
番
組
に
関
係
し
た
ス
タ
ッ
フ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
外
注
先
を
も
含
め
て
）
や
介
入
し

た
と
さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
幹
部
と
は
同
じ
番
組
制
作
局
で
一
緒
に
仕
事
を
し
た
こ
と
が
あ
る

の
で
、
と
て
も
他
人
事
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
、
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
は
、
二
審
判

決
後
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
機
会
を
得
た
。

東
京
高
裁
の
判
決

本
件
に
関
し
て
は
目
下
係
争
中
（
二
〇
〇
七
年
四
月
現
在
）
で
も
あ
り
、

最
高
裁
の
判
決
が
下
さ
れ
た
後
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
で
扱
う
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で

は
「
期
待
権
」
の
侵
害
と
説
明
義
務
違
反
に
つ
い
て
論
考
す
る
に
止
め
た
い
。

稿
を
起
こ
す
に
あ
た
っ
て
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
も
う
一
度
見
返
し
て
み
た
。
個
人
的
な

感
想
を
言
え
ば
、
「
お
粗
末
で
観
念
的
な
番
組
」
で
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ

カ
ー
や
シ
ラ
ク
の
戦
争
責
任
に
関
す
る
演
説
の
引
用
も
月
並
み
だ
し
、
「
こ
れ

が
真
の
法
廷
で
は
な
い
」
な
ど
と
い
う
コ
メ
ン
ト
は
リ
テ
イ
ク
さ
れ
て
付
け
加

え
ら
れ
た
も
の
に
違
い
な
い
。
模
擬
法
廷
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て

の
構
成
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
原
告
側
に
よ
れ
ば
「
天
皇
の
戦
争
責
任

を
問
う
シ
ー
ン
が
カ
ッ
ト
さ
れ
た
」
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
知
る
由
も
な

か
っ
た
が
、
放
送
時
間
が
四
〇
分
で
通
常
枠
よ
り
四
分
ほ
ど
短
く
、
カ
ッ
ト
さ

れ
た
箇
所
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
穴
を
埋
め
る
間
も
な
く
、
オ

ン
エ
ア
と
な
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
た
。
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エ
ン
ド
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
は
制
作
協
力
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
２
１

（
以
下
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
（
以
下
Ｄ
Ｊ
）　

制
作
・
著

作
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
あ
る
の
で
、
番
組
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
Ｎ
Ｅ
Ｐ
に
、
さ
ら
に
下
請
け
会

社
Ｄ
Ｊ
に
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
外
部
の
協
力
関
係
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
は

資
料
提
供
に
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
刑
事
法
廷
と
あ
る
だ
け
で
、
こ
れ
だ
け

の
取
材
を
し
て
い
る
の
に
奇
異
な
感
じ
を
受
け
た
。

一
審
は
下
請
け
に
あ
た
る
Ｄ
Ｊ
の
み
に
損
害
賠
償
と
し
て
百
万
円
の
支
払
い

を
命
じ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
の
請
求
は
棄
却
し
て
い
た
。

東
京
高
裁
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
国
会
議
員
の
発
言
を
必
要
以
上
に
重
く
受
け
止

め
、
そ
の
意
図
を
忖
度
し
て
当
た
り
障
り
の
な
い
内
容
に
し
た
。
改
編
の
経
緯

か
ら
み
れ
ば
編
集
権
を
乱
用
し
、
自
ら
放
棄
し
た
も
の
に
等
し
い
。
担
当
者
の

制
作
方
針
を
離
れ
て
ま
で
改
編
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
責
任
は
重
大
」
と
認
定
し
、
一

審
判
決
を
覆
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
制
作
に
関
連
し
た
二
社
に
計
二
百
万
円
の
支
払
い

を
命
じ
た
。

判
決
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
編
集
権
限
を
乱
用
、
逸
脱
し
、

自
ら
放
棄
し
た
に
等
し
い
」
と
い
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
姿
勢
を
厳
し
く
問
う
も
の
で

あ
っ
た
。

「
取
材
者
の
言
動
な
ど
か
ら
取
材
対
象
者
が
番
組
内
容
に
期
待
や
信
頼
を
抱

く
の
も
や
む
を
得
な
い
特
段
の
事
情
が
あ
れ
ば
、
編
集
の
自
由
も
一
定
の
制
約

を
受
け
る
」
と
の
判
断
を
示
し
た
上
で
、
「
政
治
家
の
発
言
を
必
要
以
上
に
重

く
受
け
止
め
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
幹
部
ら
が
改
編
し
た
」
と
認
定
し
た
。
判
決
は
政
治
家

が
介
入
し
た
と
は
認
め
て
い
な
い
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
幹
部
が
そ
の
意
図
を
忖
度
し
て

番
組
を
改
編
し
、
原
告
の
期
待
、
信
頼
を
侵
害
し
た
と
い
う
判
決
で
あ
る
。

二
審
判
決
で
は
「
編
集
の
自
由
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
、
取
材
対
象
者
が
番

組
に
何
か
の
期
待
を
抱
い
た
と
し
て
も
、
番
組
の
編
集
、
制
作
が
不
当
に
制

限
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
な
ど
の
場

合
、
取
材
者
の
言
動
に
よ
り
取
材
対
象
者
が
期
待
を
抱
く
の
も
や
む
を
得
な

い
特
段
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
取
材
対
象
者
の
番
組
へ
の
期
待
と

信
頼
が
法
的
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
「
番
組
は
女

性
（
国
際
戦
犯
）
法
廷
の
判
決
ま
で
の
過
程
を
、
被
害
者
の
証
言
を
含
め
客
観

的
に
概
観
で
き
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
か
、
そ
れ
に
準
じ
る
内
容
に
な
る
と
の

期
待
と
信
頼
を
、
原
告
が
抱
く
の
も
や
む
を
得
な
い
特
段
の
事
情
が
認
め
ら
れ

る
」
と
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
直
ち
に
上
告
し
た
。

期
待
権
の
侵
害
と
説
明
義
務
違
反

判
決
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
事
前
説
明
と
は
異
な
る
番
組
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
変
更
に
つ
い
て
放
送
前
に
（
取
材
対
象
者
に
）
説
明
し
て
い
な
か
っ

た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

取
材
さ
れ
る
側
の
「
期
待
権
」
を
認
め
た
判
決
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
み
な
ら
ず
全

て
の
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
の
自
由
を
侵
害
す
る
恐
れ
の
あ
る
問
題
で
あ
る
。
判

決
は
ま
ず
「
ニ
ュ
ー
ス
番
組
と
は
異
な
り
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
、
ま

た
は
教
養
番
組
で
は
、
取
材
さ
れ
る
も
の
の
重
大
関
心
事
で
あ
る
」
と
し
て
、

ニ
ュ
ー
ス
番
組
と
そ
の
他
の
番
組
を
仕
分
け
し
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
や

教
養
番
組
で
は
取
材
対
象
者
の
期
待
と
信
頼
を
法
的
な
保
護
の
対
象
と
す
る
。

ま
た
、
事
前
説
明
と
異
な
る
番
組
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
変
更
を
説
明
す
べ

き
で
あ
る
と
し
た
。

企
画
を
書
い
た
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
は
こ
の
企
画
以
前
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
を
数
多
く
手
掛
け
て
お
り
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
も
懇
意
の
間
柄
で
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
女
が
書
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い
た
企
画
は
、
問
題
の
第
二
夜
の
従
軍
慰
安
婦
問
題
を
含
ん
だ
二
回
連
続
の
も

の
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
四
夜
連
続
シ
リ
ー
ズ
と
な
り
、
後
の
二
本
は
外

注
で
は
な
く
局
側
の
制
作
と
な
っ
た
と
い
う
。
第
二
夜
と
第
三
夜
の
企
画
は
彼

女
が
書
い
た
が
、
問
題
と
な
っ
た
番
組
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
Ｄ
Ｊ
の
制
作
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
の
都
合
で
別
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
担
当
と
な
り
、
彼
女
は
第
三
夜

を
担
当
し
た
の
だ
と
い
う
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
Ｄ
Ｊ
の
間
に
介
在
し
た
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
役
割
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
通

常
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
外
部
に
制
作
を
委
託
す
る
場
合
、
Ｎ
Ｅ
Ｐ
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
（
以
下
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）
の
よ
う
な
制
作
関
連
子
会
社
を
通
じ
て

外
注
さ
れ
る
。
予
算
も
そ
の
流
れ
と
な
り
、
Ｎ
Ｅ
Ｐ
が
制
作
費
の
一
部
を
管
理

費
と
し
て
受
け
取
り
、
残
り
の
制
作
費
が
下
請
け
会
社
に
渡
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｐ
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
と
関
連
子
会
社
と
の
調
整
役
を
果
た
し
、
制
作
は
三
社
合
意
の
も
と
に

進
行
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
今
回
の
場
合
、
Ｄ
Ｊ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
よ
れ

ば
、
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
ほ
と
ん
ど
機
能
す
る
こ
と
な
く
、
時
間
が

差
し
迫
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
番
組
内
容
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
Ｄ
Ｊ
の
直

接
交
渉
と
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
Ｄ
Ｊ
の
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
よ
れ

ば
「
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
軽
い
ノ
リ
の
人
で
居
た
こ
と
は
い
た
」
と

い
う
程
度
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
外
圧
に
対
し
て
は
「
右
翼
か
ら
の
圧
力
が
あ
っ

た
の
は
感
じ
て
い
た
が
、
政
治
家
に
よ
る
介
入
が
あ
っ
た
か
な
ど
知
る
由
も
な

か
っ
た
」
と
い
う
。
編
集
の
最
終
段
階
で
は
Ｄ
Ｊ
側
が
降
り
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
単
独

の
編
集
作
業
と
な
っ
た
と
い
う
。
誰
一
人
現
場
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
者
だ

け
に
よ
っ
て
、
番
組
が
編
集
さ
れ
る
と
い
う
異
常
な
事
態
で
あ
る
。
彼
女
自
身

は
「
編
集
を
離
れ
た
の
で
オ
ン
エ
ア
で
見
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
そ
の
改
編
振
り

に
愕
然
と
し
た
」
と
い
う
。
判
決
の
「
番
組
は
制
作
に
携
わ
る
も
の
の
制
作
方

針
を
離
れ
た
形
で
編
集
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
い
う
指
摘
は
こ
こ
に

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
企
画
書
の
コ
ピ
ー
が
取
材
協
力
し
た
団
体
に
渡
っ
て
い
た
こ
と
が
、

取
材
さ
れ
る
側
の
期
待
値
を
大
き
く
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
一
般
に
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
や
教
養
番
組
で
は
制
作
の
過
程
で
当
初
企
画
と
は
異
な
る
こ
と
は

よ
く
あ
る
こ
と
で
、
取
材
を
深
め
て
行
け
ば
必
ず
新
し
い
発
見
が
あ
り
、
さ
ら

に
取
材
を
重
ね
て
対
象
に
迫
る
こ
と
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
常
道
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
自
ら
が
番
組
を
制
作
し
た
経
験
に
照
ら
し
て
も
、
事
前
に
描
い
た

構
成
案
、
予
定
稿
、
ロ
ケ
台
本
が
そ
の
通
り
に
で
き
上
が
っ
た
こ
と
な
ど
皆
無

で
あ
る
。
そ
の
方
が
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
真
実
で
あ
り
、
誠
実
な
制
作
手
法

だ
と
も
い
え
よ
う
。
ま
た
、
番
組
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、
取
材
相
手
が
過
剰

な
期
待
を
抱
く
こ
と
は
常
で
あ
り
不
可
避
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
特
に
行
動
す

る
市
民
団
体
は
そ
う
し
た
期
待
値
が
高
い
の
は
当
た
り
前
で
あ
る
。
判
決
に
あ

る
「
取
材
対
象
者
が
期
待
を
抱
く
の
も
や
む
を
得
な
い
特
段
の
事
情
が
認
め
ら

れ
る
と
き
は
」
と
い
う
「
特
段
の
事
情
」
が
取
材
す
る
側
の
自
由
を
縛
る
こ
と

に
な
り
は
し
な
い
か
？　

逆
に
原
告
の
よ
う
な
活
動
す
る
市
民
団
体
を
取
材
対

象
と
す
る
こ
と
の
妨
げ
と
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
取
材
相
手
の
言
い
な
り

に
な
っ
て
は
客
観
的
な
番
組
は
作
れ
な
い
。

担
当
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
驚
い
た
こ
と
が
い
く
つ
か
あ
る
。
第
一
は
、

企
画
を
書
い
た
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
直
接
の
担
当
で
は
な
く
、
Ｄ
Ｊ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

の
都
合
で
別
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
問
題
の
番
組
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
。
第
二
は
、
現

場
を
踏
ん
だ
者
が
一
人
も
い
な
い
中
で
、
最
後
の
編
集
の
詰
め
が
行
わ
れ
た
こ
と
。
第

三
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
Ｄ
Ｊ
の
仲
介
を
果
た
す
べ
き
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
ほ
と
ん

ど
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

女
性
国
際
戦
犯
法
廷
を
傍
聴
し
て
い
た
と
い
う
民
放
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、
「
こ
の
法

廷
は
あ
る
種
の
プ
レ
イ
（
劇
）
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
「
番
組
は
そ
れ
を
前
提
に
企
画
さ

れ
た
も
の
で
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
い
う
範
疇
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
言
っ
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て
い
た
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
か
ど
う
か
は
別
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
も
、
こ
れ
は
架

空
の
法
廷
で
行
わ
れ
た
あ
る
種
の
ロ
ー
ル
・
プ
レ
イ
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

放
送
法
改
正
（
案
）
の
持
つ
危
う
さ

二
〇
〇
七
年
四
月
六
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
一
六
六
国
会
で
継
続
審
議
と

な
っ
た
放
送
法
改
正
案
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
支
払
い
義
務
化
は
先
延
ば
し
さ
れ

た
が
、
も
う
一
つ
の
「
放
送
法
違
反
の
場
合
に
お
け
る
放
送
事
業
者
の
措
置
」

は
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
法
案
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
『
発
掘
！
あ
る
あ

る
大
事
典
Ⅱ
』
の
捏
造
事
件
に
端
を
発
し
て
い
る
。

放
送
法
違
反
に
関
し
て
は
、
電
波
法
（
七
十
六
条
）
に
よ
る
行
政
処
分
と
し

て
、
無
線
局
の
運
用
停
止
ま
た
は
制
限
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
停
止
命
令
に
違
反

し
た
場
合
は
免
許
取
消
が
で
き
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
は

一
度
も
な
い
。
今
回
の
改
正
案
で
は
、
七
十
六
条
の
前
段
階
の
行
政
処
分
と
し

て
、
新
た
に
総
務
相
が
放
送
事
業
者
に
「
再
発
防
止
計
画
の
提
出
」
を
求
め
、

こ
れ
に
意
見
を
付
し
て
公
表
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

要
件
は
虚
偽
の
説
明
に
よ
り
事
実
で
な
い
事
項
を
事
実
で
あ
る
と
誤
信
さ
せ

る
よ
う
な
放
送
を
し
、
そ
の
放
送
に
よ
り
国
民
生
活
へ
の
悪
影
響
、
国
民
の
権

利
侵
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
と
あ
る
。
こ
の
判
断
を
す
る
主
体
は
総
務
相
で

あ
り
総
務
省
で
あ
る
。

「
誤
解
さ
せ
る
よ
う
な
」「
国
民
生
活
へ
の
悪
影
響
」「
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
」

と
い
う
表
現
は
あ
ま
り
に
広
義
に
解
釈
さ
れ
、
憲
法
の
保
障
す
る
報
道
の
自
由

に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
何
を
も
っ
て
「
虚
偽
」
と
な
す
か
は
判
断
の
分
か

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

か
つ
て
、
九
二
年
九
月
に
放
送
さ
れ
た
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル　

奥
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
禁

断
の
王
国
・
ム
ス
タ
ン
』
で
「
や
ら
せ
」
と
「
捏
造
」
が
問
題
と
な
っ
た
。
筆
者
も
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
番
組
部
を
兼
務
し
た
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
シ

リ
ー
ズ
の
『
Ｎ
ス
ペ
』
に
関
わ
っ
た
経
験
が
あ
り
、
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
仲
間
で
も

あ
っ
た
。

こ
と
は
朝
日
新
聞
が
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
の
や
ら
せ
」
と
大
き
く
報
道
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
。
記
事
は
「
『
ム
ス
タ
ン
』
に
は
「
や
ら
せ
」
の
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
で
っ
ち
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
・

ソ
ー
ス
は
番
組
で
外
注
し
た
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
告
発
で
あ
っ
た
。
批
判
を
浴
び
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
は
内
部
調
査
委
員
会
を
設
け
た
。
そ
の
委
員
会
報
告
に
よ
れ
ば
事
実
と
異
な
る
内
容

は
「
三
ヶ
月
間
、
雨
が
一
滴
も
降
ら
な
い
」
→
「
実
際
は
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
雨
が

降
っ
た
」
、
「
国
境
を
守
る
警
備
兵
」
→
「
実
際
は
警
察
官
」
、
「
少
年
の
飼
っ
て
い
た
馬

が
死
ん
だ
」
→
「
実
際
は
少
年
の
飼
っ
て
い
た
馬
で
は
な
か
っ
た
」
、
「
取
材
ス
タ
ッ
フ

が
高
山
病
に
か
か
っ
た
」
→
「
実
際
は
ス
タ
ッ
フ
の
演
技
で
あ
っ
た
」
、
「
岩
石
が
崩
れ

落
ち
る
シ
ー
ン
や
流
砂
現
象
の
シ
ー
ン
」
→
「
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
シ
ー
ン
を
故
意
に
引

き
起
こ
し
た
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
事
実
と
異
な
る
や
ら
せ
が
あ
っ
た
」
と
い
う
委
員
会
報
告
に
基
づ
い
て
、
九
三
年
二

月
、
川
口
会
長
（
当
時
）
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
真
実
を
語
る
と
思
っ

て
い
た
視
聴
者
の
方
に
対
し
て
失
望
を
あ
た
え
信
頼
を
裏
切
っ
た
」
と
し
て
テ
レ
ビ
で

謝
罪
し
、
「
訂
正
と
お
わ
び
」
放
送
を
行
っ
た
。
放
送
法
第
四
条
に
は
「
放
送
に
真
実
で

な
い
事
項
を
発
見
し
た
時
は
、
放
送
事
業
者
は
訂
正
ま
た
は
取
消
の
放
送
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。

誤
解
を
招
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
筆
者
は
こ
の
番
組
は
「
や
ら
せ
」
は
あ
っ
た
と
し

て
も
、
演
出
が
過
剰
な
だ
け
で
あ
っ
て
、
「
捏
造
」
と
い
う
に
は
あ
た
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
こ
れ
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
方
法
論
の
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
し
か
る
べ

き
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
と
い
う
言
葉

は
イ
ギ
リ
ス
の
記
録
映
画
監
督
ジ
ョ
ン
・
グ
リ
ア
ス
ン
に
よ
っ
て
映
像
の
世
界
に
導
入

さ
れ
た
が
、
ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ザ
は
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
は
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
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創
造
的
に
劇
化
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
ま
で
言
っ
て
い
る
。

広
義
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
解
釈
す
れ
ば
、
『
禁
断
の
王
国
ム
ス
タ
ン
』
は
「
セ
ー

フ
」
だ
と
思
う
。
あ
る
い
は
「
再
現
」
と
表
記
す
れ
ば
問
題
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
自
ら
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
と
語
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
。

『
ム
ス
タ
ン
』
の
例
を
上
げ
た
の
は
、
手
法
と
し
て
行
わ
れ
る
演
出
と
「
虚

偽
」
と
の
ボ
ー
ダ
ー
は
フ
ァ
ジ
ー
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
毎
日
新
聞
の

「
西
山
記
者
外
務
省
秘
密
漏
洩
事
件
」
や
「
所
沢
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
報
道
」 29 

の
よ

う
に
判
断
の
分
か
れ
る
微
妙
な
問
題
も
あ
る
。

総
務
省
は
こ
れ
ま
で
番
組
内
容
へ
の
介
入
に
は
慎
重
で
あ
り
、
行
政
指
導
も

放
送
事
業
者
が
放
送
法
違
反
を
認
め
た
こ
と
を
前
提
に
し
て
き
た
が
、
こ
の
と

こ
ろ
、
国
際
放
送
に
拉
致
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
命
令
す
る
な
ど
介
入
が

目
立
つ
。
こ
の
よ
う
な
放
送
法
改
正
が
な
さ
れ
れ
ば
、
総
務
省
と
し
て
は
番
組

内
容
の
「
虚
偽
」
の
有
無
と
そ
の
程
度
、
そ
れ
に
よ
る
悪
影
響
な
ど
を
業
務
と

し
て
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

こ
の
法
改
正
は
公
権
力
が
放
送
内
容
に
直
接
介
入
す
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い

る
。
総
務
相
は
否
定
す
る
が
、
電
波
の
許
認
可
と
い
う
「
葵
の
印
籠
」
を
ち
ら

つ
か
せ
て
メ
デ
ィ
ア
を
萎
縮
さ
せ
、
メ
デ
ィ
ア
の
権
力
監
視
能
力
を
弱
体
化
さ

せ
る
こ
と
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。
憲
法
の
保
障
す
る
報
道
の
自
由
に
抵
触
す
る

法
案
で
あ
り
、
戦
時
中
の
検
閲
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

29 

テ
レ
ビ
朝
日
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
九
九
年
二
月
放
送
し
た
「
埼
玉
県
所
沢
産
の
野
菜
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
が
高
い
」
と
の
報
道
で
、
二
〇
〇
三
年
十
月
最
高
裁
は
一
審
、
二
審
の

判
断
を
覆
し
差
し
戻
し
判
決
が
出
た
。

放
送
倫
理
検
証
委
員
会
の
発
足

視
聴
者
の
信
頼
を
取
り
戻
し
、
こ
の
よ
う
な
放
送
法
改
正
を
阻
止
す
る
に
は
、
放
送

界
に
よ
る
自
主
的
な
検
証
機
関
が
必
要
で
あ
る
。
放
送
界
の
自
主
的
な
第
三
者
機
関
と

し
て
は
、
放
送
と
人
権
等
権
利
に
関
す
る
委
員
会
（
Ｂ
Ｒ
Ｃ
）
な
ど
三
つ
の
委
員
会
を

運
営
す
る
放
送
倫
理
・
番
組
向
上
機
構
（
Ｂ
Ｐ
Ｏ
）
が
あ
り
、
〇
七
年
五
月
、
そ
の
機

構
の
中
に
「
放
送
倫
理
検
証
委
員
会
」  30

が
設
立
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
第
三
者
機
関
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
が
、
過
度
の
番
組
介
入
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
発
掘
！
あ

る
あ
る
大
事
典
Ⅱ
』
事
件
の
教
訓
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
公
権
力
に
つ
け
入
る
隙
を
与

え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

真
珠
湾
攻
撃
は
ア
メ
リ
カ
政
府
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
検
閲
業
務
の
必
要
性

を
思
い
知
ら
せ
、
直
後
か
ら
軍
に
よ
る
検
閲
と
無
線
の
制
限
が
始
ま
っ
た
。
西
海
岸

の
ラ
ジ
オ
局
の
発
す
る
電
波
が
敵
戦
闘
機
の
誘
導
信
号
に
な
る
恐
れ
か
ら
、
深
夜
の

ニ
ュ
ー
ス
を
除
い
て
ラ
ジ
オ
は
停
波
さ
せ
ら
れ
た
。
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
翌
日

の
記
者
会
見
で
、
記
者
の
愛
国
心
に
訴
え
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
敵
国
を
手
助
け
し

な
い
こ
と
を
要
請
し
、
合
衆
国
修
正
憲
法
第
一
条
「
プ
レ
ス
の
自
由
」
に
鑑
み
て
、
大

統
領
は
検
閲
業
務
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
自
主
性
に
委
ね
る
こ
と
に
し
、
Ａ
Ｐ
通
信
の

ニ
ュ
ー
ス
編
集
主
幹
バ
イ
ロ
ン
・
プ
ラ
イ
ス
を
検
閲
局
長
に
指
名
し
て
い
る
。
以
後
、

戦
時
の
国
家
秘
密
を
守
る
た
め
の
自
主
検
閲
は
、
プ
ラ
イ
ス
と
そ
の
ス
タ
ッ
フ
の
手
で

行
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
米
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
な
ど
の
国
家
機

密
に
つ
い
て
沈
黙
を
守
る
こ
と
に
な
っ
た
。
が
、
そ
の
沈
黙
は
何
を
も
た
ら
し
た
か
？

30 

放
送
倫
理
検
証
委
員
会
＊
委
員
会
は
放
送
倫
理
を
高
め
、
放
送
番
組
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
審
議
を
行
う
。
万
一
、
虚
偽
の
内
容
に
よ
り
視
聴
者
に
著
し
い
誤
解
を
与
え
た
疑
い
の
あ
る

番
組
が
放
送
さ
れ
た
場
合
、
放
送
倫
理
上
問
題
が
あ
っ
た
か
否
か
を
調
査
し
て
「
勧
告
」
ま
た

は
「
見
解
」
を
出
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
再
発
防
止
策
の
提
出
を
求
め
、
そ
の
実
効
性
を

検
証
す
る
。
委
員
長　

川
端
和
治
大
宮
法
科
大
学
院
大
学
教
授　

委
員
長
代
行　

村
木
良
彦
メ

デ
ィ
ア
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
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確
か
に
検
閲
規
程
を
遵
守
す
れ
ば
、
報
道
の
自
由
を
侵
害
せ
ず
に
、
敵
か
ら
軍
事
機
密

を
守
る
こ
と
は
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
自
主
検
閲
は
、
国
家
の
利

益
を
優
先
す
る
と
い
う
名
目
で
、
自
主
的
に
ペ
ン
を
殺
す
こ
と
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に

押
し
つ
け
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
五
章　

外
部
調
達
の
拡
大

外
注
の
危
険
性

裁
判
に
戻
る
と
、
原
告
側
の
Ｖ
Ａ
Ｗ
Ｗ―

Ｎ
Ｅ
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
が
編
纂
し
た

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
改
変
と
政
治
介
入
』 31

に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
内
部
に
お
け
る
番
組
編
集
の

プ
ロ
セ
ス
や
カ
ッ
ト
箇
所
、
あ
る
い
は
、
当
事
者
以
外
に
知
る
由
も
な
い
放
送

総
局
長
、
番
組
制
作
局
長
、
教
養
番
組
部
長
の
発
言
が
こ
と
細
か
に
記
さ
れ
て

い
た
。
お
そ
ら
く
は
内
部
告
発
に
よ
る
も
の
か
、
外
注
先
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

の
ス
タ
ッ
フ
の
記
憶
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

編
集
や
制
作
の
過
程
で
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
編
集
マ
ン
の
他
に
、
デ
ス
ク
や
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
加
わ
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
与
え
る
影
響
が
大

き
い
番
組
ほ
ど
、
そ
う
し
た
傾
向
は
強
い
。
特
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
や
大
河

ド
ラ
マ
な
ど
は
関
係
各
部
の
局
長
や
部
長
を
招
い
て
放
送
前
に
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
（
試
写
）
が
行
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
番
組
は
試
写
室
だ
け
で
な
く
、
局

内
の
ラ
イ
ン
で
も
流
さ
れ
、
ク
レ
ー
ム
が
付
け
ば
再
編
集
が
行
わ
れ
る
。
一
般

に
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
思
い
込
み
が
番
組
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
う
こ

と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
、
番
組
の
持
つ
影
響
力
を
考
え
て
様
々
な
角
度
か
ら

31 

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
改
変
と
政
治
介
入　

女
性
国
際
戦
犯
法
廷
を
め
ぐ
っ
て
何
が
起
き
た
か
』
世
織
書

房
二
〇
〇
五
年
六
月
一
日

チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
の
は
通
常
の
こ
と
で
あ
る
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
頃
、
提
案
し

た
企
画
が
没
に
さ
れ
た
り
、
書
い
た
シ
ナ
リ
オ
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
デ
ス
ク

の
引
き
出
し
に
眠
っ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
し
か
し
、
組

織
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
す
る
と
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 32

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
の
過
程

番
組
内
容
だ
け
で
な
く
技
術
試
写
も
行
わ
れ
る
。
筆
者
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
し
て
い

た
頃
、
三
時
間
に
及
ぶ
番
組
の
イ
ン
サ
ー
ト
部
分
を
放
送
時
刻
の
三
時
間
前
に
完
成
さ

せ
た
こ
と
が
あ
る
。
現
在
の
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
』
の
起
源
と
な
っ
た
『
７
０
年
代

わ
れ
ら
の
世
界
』
と
い
う
番
組
の
一
発
目
の
イ
ン
サ
ー
ト
部
分
で
あ
っ
た
が
、
技
術
ス

タ
ッ
フ
に
「
Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
試
写
な
し
に
放
送
す
る
こ
と
ま
か
り
な
ら
ぬ
」
と
言
わ
れ
て
閉

口
し
た
。
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
巻
き
戻
し
て
い
た
ら
放
送
に
間
に
合
わ
な
い
で
は
な
い
か
！
「
何

の
た
め
の
試
写
か
、
こ
の
石
頭
メ
！
」
と
も
思
っ
た
が
、
そ
の
プ
ロ
根
性
に
は
頭
が
下

が
っ
た
。
結
局
三
点
チ
ェ
ッ
ク
で
許
し
て
貰
っ
た
が
、
番
組
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
個
人
の

も
の
で
な
い
一
例
で
あ
る
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
は
編
集
を
し
な
が
ら
、
取
材
対
象
を

呪
い
、
罵
倒
し
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
て
い
た
。
暗
く
狭
い
編
集
室
で
の
独
り
言
や

会
話
ま
で
が
公
開
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
筆
者
な
ど
と
っ
く
に
死
刑
に
な
っ
て
い
る
。

納
得
が
行
か
な
い
の
は
、
な
ぜ
制
作
中
の
番
組
内
容
が
取
材
対
象
者
や
外
部

に
漏
れ
、
放
送
前
に
右
翼
な
ど
か
ら
の
圧
力
が
掛
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作
す
る
場
合
、
取
材
対
象
に
密
着
し
な
が
ら

も
、
一
定
の
距
離
を
保
つ
こ
と
は
必
要
か
つ
最
低
の
条
件
で
あ
る
。
番
組
を
制

32 

内
部
告
発
を
し
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
に
問
題
提
起
を

し
た
が
、
取
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
告
発
に
踏
み
切
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
組
織
を
個
の
問
題
と
し
て
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
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作
す
る
側
が
企
画
・
制
作
中
か
ら
取
材
対
象
に
の
め
り
込
み
、
相
手
に
過
剰
な

期
待
を
抱
か
せ
る
状
況
を
作
り
出
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
問
題
が
あ

る
。
特
に
取
材
対
象
が
行
動
す
る
市
民
団
体
の
場
合
、
そ
の
主
張
や
意
見
が
反

映
さ
れ
る
と
の
期
待
を
抱
く
の
は
当
然
で
あ
る
。

も
う
一
つ
疑
問
に
思
う
こ
と
は
、
何
故
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
こ
う
し
た
番
組
を
外
部
委

託
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
番
組
こ
そ
公
共
放
送
が

自
ら
制
作
す
べ
き
番
組
で
は
な
か
ろ
う
か
？　

外
部
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
情
報
を
仕
入
れ
、
番
組
を
制
作
委
託
す
る
と
い
う
構
造
に

問
題
は
な
か
っ
た
か
？　

企
画
が
外
部
か
ら
持
ち
込
ま
れ
、
さ
ら
に
下
請
け
が

制
作
す
る
構
造
の
な
か
で
は
、
企
画
段
階
で
外
部
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
Ｏ
Ｂ
で
あ
っ
た
が
）
が
取
材
対
象
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
話
が
さ
れ
、
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
が
制
作
段
階
で
ど
の
よ
う
な
約
束
を
し
た
か
な
ど
Ｎ
Ｈ
Ｋ
本
体
と
し

て
は
知
る
由
も
な
か
ろ
う
。
ま
し
て
、
疑
似
法
廷
が
取
材
の
全
て
な
の
に
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ス
タ
ッ
フ
は
誰
一
人
現
場
を
踏
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で
は
外
部
委
託
さ
れ
た
番
組
の
チ
ェ
ッ
ク
は
難
し
い
と
い
う
よ
り
至
難
で

あ
ろ
う
。

視
聴
率
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

福
祉
番
組
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
視
覚
障
害
者
、
聴
覚
障
害
者
、

障
害
幼
児
、
肢
体
不
自
由
向
け
な
ど
週
六
本
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
番
組
の
責
任
者
で
あ
っ
た
。

目
標
は
「
視
聴
率
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
冥
利
に

尽
き
る
番
組
を
担
当
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
誰
も
番
組
を
見
な
く
て
よ
い
日
が
来
る
こ

と
を
願
っ
て
番
組
を
制
作
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
務
で
は
障
害
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
課
題
で
あ
っ
た
。
視
覚
障
害
者
は
「
連
」
と
い
う
連
な
り
を
作
っ
て
ス
タ
ジ
オ

ま
で
案
内
す
る
。
聴
覚
障
害
者
に
は
手
話
や
口
語
、
唇
を
読
ん
で
の
ト
ー
タ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
っ
た
。
筋
萎
縮
症
や
肢
体
不
自
由
者
の
出
演
者
で
あ
れ
ば
、
車

椅
子
の
ま
ま
で
ポ
リ
袋
に
尿
を
取
る
の
も
仕
事
で
あ
っ
た
（
当
時
は
車
椅
子
用
の
ト
イ
レ

な
ど
な
か
っ
た
）。
障
害
を
持
つ
子
の
親
達
、
茅
誠
司
東
大
総
長
、
井
深
大
ソ
ニ
ー
名
誉

会
長
、
義
父
の
介
護
を
続
け
る
南
田
洋
子
さ
ん
等
が
出
演
し
て
自
ら
の
体
験
を
語
っ
て
く

れ
た
。
皆
本
音
を
語
る
大
事
な
出
演
者
で
あ
り
、
福
祉
番
組
の
隠
れ
た
支
援
者
だ
っ
た
。

番
組
は
川
野
楠
己
Ｐ
Ｄ
や
山
口
武
Ｐ
Ｄ
な
ど
ベ
テ
ラ
ン
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
支
え
て
い

た
。
彼
等
は
こ
の
道
一
筋
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
っ
た
。

最
初
に
転
勤
を
し
た
大
阪
放
送
局
の
制
作
部
（
旧
教
育
部
）
で
は
、
被
差
別
部
落
問

題
に
つ
い
て
的
確
な
判
断
を
下
す
こ
と
の
で
き
る
石
井
敏
雄
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
福
田

雅
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
い
た
。
彼
ら
は
取
材
対
象
者
を
熟
知
し
て
、
深
い
信
頼
関
係
で

結
ば
れ
な
が
ら
も
一
定
の
距
離
を
保
っ
て
い
た
。
外
注
化
の
流
れ
の
な
か
で
そ
う
し
た

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
や
伝
承
が
失
わ
れ
、
制
作
ス
タ
ッ
フ
の
空
洞
化
現
象
が
起
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
？

だ
が
、
視
聴
率
ゼ
ロ
を
目
指
す
な
ど
と
い
っ
て
お
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
Ｃ
Ｋ
（
名

古
屋
放
送
局
）
へ
転
勤
し
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
担
当
し
た
番
組
の
ひ
と
つ
に

『
中
学
生
日
記
』
が
あ
る
。
こ
の
番
組
は
中
学
生
の
日
常
を
ド
ラ
マ
と
し
て
描
く
も
の

で
、
名
古
屋
在
住
で
局
ま
で
一
時
間
以
内
で
来
る
こ
と
が
で
き
る
中
学
生
と
い
う
条
件

で
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
し
て
、
合
格
し
た
素
人
の
中
学
生
ば
か
り
を
登
場
さ
せ
る
番
組

で
、
我
々
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
積
も
り
で
制
作
し
て
い
た
。
番
組
内
で
も
実
名
で

呼
ば
れ
る
彼
ら
は
、
番
組
の
素
材
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
演
技

で
選
ん
だ
の
で
は
な
い
。
進
学
を
目
指
す
優
等
生
も
い
れ
ば
、
ツ
ッ
パ
リ
で
頭
に
剃
り

を
い
れ
た
の
も
い
る
。
い
じ
め
ら
れ
そ
う
な
の
も
必
要
だ
っ
た
。
「
百
人
の
中
学
生
が
い

れ
ば
、
百
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
」
。
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
筆
者
が

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
し
て
い
る
時
、
前
身
の
『
中
学
生
次
郎
』
か
ら
数
え
て
二
十
五
周

年
を
迎
え
た
Ｃ
Ｋ
の
最
長
寿
番
組
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
の
ネ
ッ
ト

で
『
金
八
先
生
』
が
始
ま
っ
た
。
同
じ
中
学
生
の
日
常
を
描
く
番
組
で
、
出
演
者
に
は
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今
を
と
き
め
く
華
や
か
な
テ
ィ
ー
ン
の
若
者
で
埋
ま
り
、
そ
の
名
の
通
り
金
曜
日
の
夜

八
時
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ア
ワ
ー
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
番
組
は
人
気
と
な
っ
た
。
『
中
学
生

日
記
』
が
潰
さ
れ
る
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
は
危
機
感
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
海
援
隊
が
歌
う
テ
ー
マ
『
贈
る
言
葉
』
は
名
曲
で
あ
っ
た
。
街
の
あ
ち
こ
ち
か
ら

「
暮
れ
な
ず
む
…
」
が
聞
こ
え
て
く
れ
ば
、
『
日
記
』
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
は
憂

鬱
に
な
っ
た
。
が
、
同
時
に
、
こ
の
地
元
に
根
付
い
た
番
組
が
食
わ
れ
て
た
ま
る
か
と

い
う
気
に
も
な
っ
た
。
東
京
か
ら
は
も
う
名
古
屋
で
作
る
の
は
止
め
ろ
と
い
う
声
も
聞

こ
え
て
き
た
。
し
か
し
、
ど
っ
こ
い
『
日
記
』
は
生
き
残
っ
た
の
で
あ
る
。
解
決
の
な

い
教
育
現
場
を
そ
の
ま
ま
解
決
の
な
い
状
況
で
、
視
聴
者
に
ぶ
つ
け
る
姿
勢
が
支
持
を

得
た
。
こ
の
泥
臭
い
『
中
学
生
日
記
』
は
Ｃ
Ｋ
の
看
板
番
組
と
し
て
今
も
生
き
続
け
て

い
る
。
視
聴
率
を
気
に
す
る
な
と
言
わ
れ
て
も
、
公
共
放
送
が
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
も
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

外
注
化
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

番
組
の
外
部
調
達
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
多
様
化
に
貢
献
す
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
エ
ン
プ

ラ
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
ど
の
制
作
関
連
会
社
、
あ
る
い

は
Ａ
Ｔ
Ｐ
（
全
日
本
テ
レ
ビ
番
組
制
作
者
連
盟
）
に
属
す
る
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、

優
れ
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
多
数
い
る
。
彼
ら
こ
そ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
放

を
半
世
紀
近
く
支
え
て
来
た
先
達
で
あ
り
強
者
達
で
あ
る
。

テ
レ
ビ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
や
ラ
ジ
オ
の
『
深
夜
便
』
な
ど
で
、
今
も
懐
か
し
い
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
る
し
、
い
に
し
え
の
名
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
そ
う
し
た
番
組
を
陰
で
支
え

て
い
る
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
本
体
よ
り
も
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
、
優
れ
た
番
組

を
作
る
能
力
が
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
ベ
テ
ラ
ン
達
も
や
が
て
退
場
し
て
行
く
だ
ろ

う
。
こ
う
し
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
去
っ
て
い
っ
た
後
、
そ
う
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や

技
術
は
ど
う
伝
承
さ
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
？

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
を
問
わ
ず
番
組
の
外
注
化
が
進
み
、
放
送
局
内
で
の
番
組
制
作
の
空

洞
化
が
目
立
つ
。
民
放
の
『
発
掘
！
あ
る
あ
る
大
事
典
Ⅱ
』
番
組
捏
造
事
件
も
外
注
化

に
そ
の
一
因
が
あ
っ
た
。
関
西
テ
レ
ビ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
聞
い
た
が
、
フ
ジ
系
列
の

ネ
ッ
ト
の
中
で
日
曜
九
時
と
い
う
ゴ
ー
ル
デ
ン
ア
ワ
ー
に
位
置
づ
い
た
こ
の
番
組
は
関

西
テ
レ
ビ
と
し
て
は
視
聴
率
を
上
げ
て
何
と
し
て
も
死
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
帯
で

あ
っ
た
と
い
う
。

育
成
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
し
て
い
た
頃
、
『
紅
白
歌
合
戦
』
を

ま
と
も
に
観
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
担
当
し
て
い
た
番
組
が
問
題
の
教
育
・
教
養
・
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
地
方
勤
務
が
長
く
、
こ
の
時
間
帯
は
『
ゆ
く
年

く
る
年
』
の
中
継
仕
込
み
や
リ
ハ
ー
サ
ル
、
回
線
テ
ス
ト
な
ど
に
追
わ
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

京
都
の
放
送
部
長
を
し
て
い
た
頃
、
ラ
ジ
オ
の
『
ゆ
く
年
』
で
化
野
（
あ
だ
し
の
）

の
念
仏
寺
を
中
継
し
た
こ
と
が
あ
る
。
テ
レ
ビ
で
は
知
恩
院
の
僧
侶
が
掛
け
声
を
掛
け

て
撞
く
大
鐘
と
か
、
清
水
の
舞
台
か
ら
八
坂
神
社
の
「
オ
ケ
ラ
火
」
取
り
の
中
継
と
い

う
定
番
が
あ
る
が
、
一
年
置
き
に
巡
っ
て
く
る
ラ
ジ
オ
の
『
ゆ
く
年
』
は
、
音
だ
け
が

勝
負
と
あ
っ
て
苦
労
す
る
。
伏
見
工
業
か
ら
京
大
出
と
い
う
ラ
ガ
ー
で
京
都
生
え
抜
き

の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
担
当
副
部
長
の
「
念
仏
寺
で
や
り
ま
し
ょ
う
。
あ
そ
こ
に
集
音
マ

イ
ク
を
置
け
ば
、
遠
近
（
お
ち
こ
ち
）
の
鐘
も
聞
こ
え
ま
す
」
と
い
う
企
画
に
乗
っ
た

の
が
敗
因
で
あ
っ
た
。
確
か
に
念
仏
寺
は
大
覚
寺
か
ら
天
竜
寺
と
い
っ
た
名
刹
に
囲
ま

れ
て
い
る
。
時
あ
た
か
も
「
ア
ン
・
ノ
ン
ブ
ー
ム
」
、
雑
誌
片
手
に
嵯
峨
野
を
歩
く
ア
ン

ノ
ン
族
に
も
受
け
る
だ
ろ
う
。

大
晦
日
、
部
長
席
で
生
放
送
を
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
て
驚
い
た
。
念
仏
寺
の
鐘
に
混

じ
っ
て
聞
こ
え
て
来
た
の
は
、
遠
近
の
鐘
な
ら
ぬ
犬
の
遠
吠
え
で
あ
っ
た
。
煩
悩
を
払

う
除
夜
の
鐘
に
驚
い
た
嵯
峨
野
の
犬
が
一
斉
に
吠
え
た
の
で
あ
る
。
あ
そ
こ
は
捨
て
犬

が
野
犬
化
し
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
思
い
出
し
た
が
後
の
祭
り
で
あ
っ
た
。
中
継
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を
終
わ
っ
て
局
に
上
が
っ
て
来
た
ス
タ
ッ
フ
を
慰
め
、
石
段
下
の
飲
み
屋
に
繰
り
出
し

て
新
年
を
祝
っ
た
。
そ
の
屠
蘇
気
分
も
覚
め
や
ら
ぬ
正
月
三
日
、
金
閣
寺
に
猟
銃
男
が

入
り
込
ん
だ
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
同
じ
中
継
班
の
初
仕
事
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
越
年
を

繰
り
返
し
て
い
た
か
ら
、
『
紅
白
』
と
は
お
よ
そ
無
縁
で
あ
っ
た
。

今
年
こ
そ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
揺
る
が
す
不
祥
事
と
な
っ
た
『
紅
白
』
を
観
な
け
れ
ば
な
る

ま
い
と
思
っ
た
が
、
観
て
驚
い
た
。
何
と
Ｏ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ
の
背
後
で
踊
る
女
性
が
そ
の
歌

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
生
ま
れ
た
ま
ま
の
姿
と
な
っ
た
で
は
な
い
か
。
こ
ん
な
こ
と
な
ら

も
っ
と
前
か
ら
観
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
も
思
っ
た
が
、
放
送
人
と
し
て
は
「
こ
れ
は
マ

ズ
イ
」
と
直
感
し
た
。
案
の
定
！　

局
に
は
抗
議
の
電
話
が
殺
到
し
、
総
合
司
会
の
三

宅
民
夫
ア
ナ
は
「
抗
議
の
電
話
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
裸
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

何
か
を
着
て
お
り
ま
し
た
」
と
（
い
う
よ
う
な
）
言
い
訳
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
ヨ
セ

よ
！
着
て
い
た
か
着
て
い
な
い
で
は
な
く
て
、
裸
を
演
出
し
た
こ
と
が
問
題
な
の
だ
！

こ
の
『
紅
白
』
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
に
「
外
注
」
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
Ｏ

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ
側
が
リ
ハ
ー
サ
ル
と
は
違
っ
た
演
技
を
勝
手
に
加
え
た
こ
と
な
ど
を
後
で
週

刊
誌
で
知
っ
た
。
こ
う
し
た
「
ナ
マ
」
番
組
は
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
か
な
い
こ
と
は

当
た
り
前
で
、
ど
ん
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
る
か
知
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
視
聴
率
が

五
〇
％
を
超
え
る
番
組
で
あ
れ
ば
メ
デ
ィ
ア
・
ジ
ャ
ッ
ク
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
行
く
末
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
の
時
期
、
発
端
と
な
っ
た
の
が
『
紅
白
』
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
不
祥
事
で
は
な
か
っ
た
の
か
？

平
成
十
八
年
の
『
紅
白
』
の
総
合
司
会
を
し
た
三
宅
ア
ナ
も
京
都
放
送
部
で
一
緒
だ
っ

た
。
ス
タ
ジ
オ
入
り
を
前
に
部
室
で
ニ
ュ
ー
ス
原
稿
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
三
宅
ア
ナ
の
声
は

遠
く
部
長
席
ま
で
聞
こ
え
て
来
た
。
彼
は
意
図
的
に
部
全
体
に
原
稿
内
容
を
知
ら
せ
て
い

た
の
か
、
地
声
が
大
き
か
っ
た
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
放
送
部
員
全
員
が
聞
い

て
い
れ
ば
、
ミ
ス
も
減
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ソ
ニ
ー
の
前
身
「
東
通
工
」
が
町
工

場
だ
っ
た
頃
、
海
軍
の
手
法
を
取
り
入
れ
、
艦
長
の
声
を
伝
え
る
「
伝
声
管
」
を
使
っ
て

指
示
を
出
し
て
い
た
の
と
同
じ
や
り
方
で
あ
る
。「
こ
と
ば
お
じ
さ
ん
」
と
し
て
名
を
馳

せ
、『
み
ん
な
の
う
た
』
で
踊
っ
て
い
る
梅
津
正
樹
ア
ナ
も
彼
と
机
を
並
べ
て
い
た
。
野

村
正
育
ア
ナ
も
い
た
。
新
米
だ
っ
た
が
京
都
育
ち
で
重
宝
が
ら
れ
て
い
た
。

ニ
ュ
ー
ス
・
デ
ス
ク
は
警
察
無
線
を
盗
聴
し
て
い
た
。
ノ
イ
ズ
混
じ
り
の
無
線
が

放
送
部
長
席
ま
で
筒
抜
け
で
、
放
送
部
長
と
し
て
も
「
サ
ツ
」
の
動
向
は
四
六
時
中

キ
ャ
ッ
チ
で
き
た
。
も
っ
と
も
『
グ
リ
コ
森
永
事
件
』
の
犯
人
も
無
線
を
盗
聴
し
て
い

て
、
犯
人
を
取
り
逃
が
す
ミ
ス
が
あ
っ
て
か
ら
ア
ナ
ロ
グ
無
線
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。

経
済
を
論
ず
る
今
井
純
子
解
説
委
員
も
京
都
赴
任
の
駆
け
出
し
記
者
で
あ
っ
た
。
確

か
初
仕
事
は
京
都
植
物
園
の
盆
栽
展
の
取
材
だ
っ
た
筈
で
あ
る
。
彼
女
の
原
稿
を
見
て
、

デ
ス
ク
が
頭
を
抱
え
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
ヒ
マ
ネ
タ
で
二
〜
三
行
で
片
付
く
筈

の
「
盆
栽
展
」
だ
が
、
原
稿
は
「
サ
ツ
キ
」
は
バ
ラ
科
の
植
物
で
か
ら
始
ま
っ
て
、
「
サ

ツ
キ
」
と
い
う
植
物
に
つ
い
て
延
々
と
蘊
蓄
が
傾
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
解
説
委

員
と
し
て
の
素
質
は
十
分
だ
っ
た
が
、
ロ
ー
カ
ル
・
ニ
ュ
ー
ス
の
コ
メ
ン
ト
と
し
て
は

失
格
だ
っ
た
。

放
送
部
長
と
し
て
は
、
会
計
検
査
院
の
立
ち
入
り
検
査
に
対
応
す
る
の
も
仕
事
で

あ
っ
た
。
『
き
ょ
う
の
料
理
』
の
ス
タ
ジ
オ
に
案
内
す
る
と
、
大
村
は
ま
さ
ん
が
京
の
お

ば
ん
ざ
い
作
り
の
最
中
。
「
番
組
で
紹
介
し
た
後
、
料
理
は
ど
う
す
る
の
か
？
」
と
会
計

検
査
員
に
聞
か
れ
て
、
「
適
当
に
処
分
し
ま
す
」
と
答
え
た
の
は
我
な
が
ら
名
答
で
あ
っ

た
。
彼
ら
も
深
く
は
追
求
せ
ず
「
そ
う
で
し
ょ
う
な
」
で
済
ま
せ
て
く
れ
た
。

若
い
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
麻
薬
売
買
を
ス
ク
ー
プ
し
た
こ
と
が
あ
る
。
麻
薬
は
「
金
魚
」

の
形
を
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
（
駅
弁
の
醤
油
や
ソ
ー
ス
入
れ
の
）
小
瓶
に
入
っ
て
、
覚

せ
い
剤
が
取
引
さ
れ
て
い
る
と
い
う
情
報
が
入
り
、
隠
し
カ
メ
ラ
で
麻
薬
取
引
の
現
場
を

押
さ
え
た
。
問
題
は
放
送
後
に
起
き
た
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作
す
る
に
は
、
時
に

危
な
い
橋
も
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
放
送
終
了
後
、「
組
」
か
ら
取
材
協
力
の
見
返

り
に
「
感
謝
状
を
よ
こ
せ
」
と
い
う
要
求
が
き
た
。
こ
れ
か
ら
が
部
長
の
仕
事
で
あ
る
。
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「
組
」
事
務
所
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
い
う
三
文
字
入
り
の
額
が
飾
ら
れ
る
の
は
、
公
共
放
送
の
放

送
部
長
と
し
て
は
何
と
し
て
も
避
け
た
か
っ
た
。
取
材
協
力
者
の
「
期
待
値
」
の
恐
ろ
し

さ
が
身
に
沁
み
た
一
件
で
あ
っ
た
。

地
方
局
の
放
送
部
の
日
常
を
紹
介
し
た
が
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
そ
こ
に
は

プ
ロ
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
あ
り
、
職
人
集
団
と
し
て
の
文
化
の
伝
承
が
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
職
人
集
団
が
日
々
の
公
共
放
送
を
支
え
、
放
送
人
を
育
て
て
い
た
の
で

あ
る
。

子
会
社
の
整
理
・
統
合
に
関
す
る
各
報
告
、
答
申
の
分
析

竹
中
懇
談
会
報
告
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
本
体
に
つ
い
て
は
子
会
社
全
体
の
整
理
・
統

合
を
図
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

一
、 

子
会
社
を
含
む
Ｎ
Ｈ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
肥
大
化
が
不
祥
事
と
非
効
率

を
招
く
の
で
ス
リ
ム
化
が
必
要
。

二
、 

娯
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
の
部
門
は
公
共
性
が
高
い
と
は
言
え
な
い
の
で
関
連

会
社
に
分
離
。

三
、 

伝
送
部
門
を
子
会
社
化
。
子
会
社
へ
の
集
中
発
注
体
制
を
改
め
る
。

四
、 

外
国
人
向
け
の
映
像
に
よ
る
国
際
放
送
を
早
期
に
開
始
す
る
に
あ
た

り
、
新
た
に
子
会
社
を
設
立
し
、
民
間
の
出
資
等
を
積
極
的
に
受
入
れ

る
と
と
も
に
、
必
要
な
国
費
を
投
入
す
る
と
し
て
い
る
。

規
制
緩
和
・
民
間
開
放
会
議
答
申
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
本
体
を
公
共
放
送
目
的
に

限
定
し
、
ス
リ
ム
化
。
本
体
組
織
か
ら
音
楽
・
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
制
作

部
門
、
ア
ー
カ
イ
ブ
部
門
、
海
外
国
際
放
送
部
門
を
切
り
離
す
。

工
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
協
議
の
上
、
早
期
に
音
楽
、
芸
能
、

ス
ポ
ー
ツ
の
制
作
部
門
の
一
部
分
離
を
進
め
る
と
あ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
子
会
社
の
株
式
会
社
化
を
図
っ
た
の
は
島
会
長
時
代
で
あ
る
。
そ

れ
ま
で
公
共
放
送
傘
下
の
株
式
会
社
と
し
て
は
「
日
本
放
送
出
版
協
会
」（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
出
版
）
が
あ
っ
た
程
度
で
、
関
連
企
業
の
多
く
は
財
団
や
公
益
法
人
で
あ
っ

た
。
放
送
法
が
改
正
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
関
連
会
社
へ
の
出
資
が
可
能
と
な
り
、

財
団
法
人
や
公
益
法
人
を
株
式
会
社
化
し
て
、
営
利
を
目
的
と
し
た
副
次
収
入

の
拡
大
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
商
業
化
路
線
は
民
業
圧
迫
と
の
批
判
を
浴
び
、
業
務
範
囲
は
大
幅
に
制

限
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
し
て
も
放
送
の
補
完
と
し
て
の
利
用
に

限
定
す
る
な
ど
、
子
会
社
の
業
務
範
囲
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
政
令
の

出
資
対
象
事
業
に
限
ら
れ
た
。

一
方
、
関
連
子
会
社
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
三
文
字
を
冠
し
て
い
る
の
で
、
外
部
か
ら

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
本
体
と
関
連
会
社
を
判
別
で
き
な
く
な
る
問
題
も
生
じ
た
。
子
会
社

に
よ
る
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
』
の
事
業
展
開
に
あ
た
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
理
事
が
企

業
を
巡
る
な
ど
し
た
こ
と
か
ら
、
子
会
社
と
の
業
務
範
囲
が
曖
昧
で
、
子
会
社

同
士
の
事
業
範
囲
が
重
複
し
て
判
然
と
し
な
い
。
番
組
制
作
子
会
社
が
請
け

負
っ
た
業
務
を
さ
ら
に
下
請
け
に
出
し
て
品
質
管
理
が
徹
底
し
て
い
な
い
。
子

会
社
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
退
職
者
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
随
意
契
約
が

多
く
、
癒
着
が
あ
る
な
ど
の
批
判
を
浴
び
た
。

竹
中
懇
談
会
の
松
原
座
長
は
「
本
体
で
儲
け
ず
に
子
会
社
に
儲
け
さ
せ
る
と

い
う
特
殊
法
人
の
典
型
で
あ
り
、
利
潤
を
本
体
に
も
っ
と
還
元
さ
せ
れ
ば
、
受

信
料
は
安
く
な
る
」
と
発
言
し
た
が
事
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。

関
連
会
社
で
の
体
験

Ｂ
Ｋ
編
成
部
長
と
し
て
、
関
西
の
番
組
制
作
を
行
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
連
会
社
設
立
の
青
図

を
引
い
た
こ
と
が
あ
る
（
関
連
会
社
の
再
編
で
地
方
独
自
の
制
作
会
社
が
な
く
な
っ
た

が
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
を
持
つ
地
域
に
根
ざ
し
た
関
連
会
社
は
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ



高島秀之：NHK改革　デジタル時代の公共放送論　～PARTⅠ～

 （ 37 ）

と
思
う
の
だ
が
）
。
社
名
は
最
初
「
ソ
フ
ト
ブ
レ
ー
ン
」
と
し
た
が
、
英
語
で
脳
軟
化
症

を
意
味
す
る
と
言
わ
れ
て
、
「
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
」
に
変
更
し
た
。
東
京
勤
務
で
は
会
長

室
関
連
事
業
推
進
本
部
主
幹
と
し
て
四
つ
の
会
社
の
設
立
に
関
わ
り
、
二
つ
の
株
式
会

社
に
役
員
と
役
員
待
遇
で
出
向
し
た
。
出
向
先
で
実
感
し
た
こ
と
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
三
文

字
を
冠
し
た
株
式
会
社
を
経
営
す
る
こ
と
の
難
し
さ
で
あ
る
。
公
共
性
を
意
識
す
れ
ば

自
ず
と
そ
の
業
務
範
囲
は
制
限
さ
れ
る
。
利
益
を
追
う
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
の
で

あ
る
。
出
向
し
た
日
本
放
送
出
版
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
を
例
に
取
れ
ば
、
当
時
語
学

テ
キ
ス
ト
で
黒
字
な
の
は
英
語
関
連
テ
キ
ス
ト
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
他
の
六
つ
の
語
学

講
座
も
赤
字
覚
悟
で
品
揃
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
じ
関
連
会
社
ど
う
し
で
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
起
き
て
い
た
の
も
確
か
で
あ
る
。
ど

こ
ま
で
が
Ａ
社
で
あ
り
、
Ｂ
社
で
あ
る
の
か
テ
リ
ト
リ
ー
が
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
連
企
業
の
多
く
は
株
式
会
社
化
し
て
か
ら
日
が
浅
い
。
そ
う
し
た

企
業
群
が
こ
こ
ま
で
利
益
を
上
げ
て
来
た
こ
と
は
刮
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、
内

情
は
株
式
会
社
と
し
て
基
盤
が
確
立
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
赤
字
決
算
を
す

れ
ば
、「
受
信
料
か
ら
出
資
し
て
い
る
の
に
何
事
だ
」
と
の
批
判
を
浴
び
る
。

Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
関
連
会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
と
比
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
関
連
企
業
の
売
上

高
、
事
業
収
入
、
利
益
と
も
貧
弱
な
の
は
、
商
業
化
路
線
批
判
、
民
業
を
圧
迫

と
い
う
批
判
へ
の
配
慮
も
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
関
連
企
業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

業
務
を
子
会
社
化
し
、
ど
こ
ま
で
を
株
式
会
社
（
エ
ン
プ
ラ
、
出
版
な
ど
）、
関

連
会
社
（
放
送
衛
星
シ
ス
テ
ム
、
日
本
文
字
放
送
な
ど
）、
公
益
法
人
（
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
響
、
厚
生
文
化
事
業
団
な
ど
）
の
業
務
と
す
る
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
エ
ン
プ
ラ
が
合
併
し
、
地
域
の
制
作
会
社
の
統
合
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
が
合
併
し
た
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
自
ら
が
そ
の
業
務
範
囲
を
見
直
し
、
さ
ら
な
る
統
合
・
整
理
を
図
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

デ
ジ
タ
ル
化
と
地
域
放
送
局

二
〇
一
一
年
七
月
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行
に
向
け
て
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
民
放
は
と
も
に
巨
額
の
設
備
投
資
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
地
方
の
民
放
に

と
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
必
ず
し
も
広
告
収
入
の
増
大
に
は
繋
が
ら
な
い
。
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
の
普
及
や
通
信
衛
星
に
よ
る
伝
送
路
の
多
様
化
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

と
の
競
合
が
経
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
集
中
排
除
の

緩
和
は
、
確
か
に
ロ
ー
カ
ル
民
放
の
救
済
措
置
と
は
な
ろ
う
が
、
東
京
キ
ー
局

に
よ
る
系
列
化
が
進
み
、
中
央
の
経
営
支
配
が
強
ま
り
地
域
に
お
け
る
多
様
な

言
論
を
保
つ
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

ロ
ー
カ
ル
局
の
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
全
国
で
県
域
や

ブ
ロ
ッ
ク
の
放
送
時
間
帯
を
組
む
と
す
る
と
、
各
局
の
単
価
が
全
中
（
全
国
放

送
）
の
一
割
と
し
て
も
、
四
〇
局
で
あ
れ
ば
全
中
の
四
倍
の
経
費
が
掛
か
る
計

算
と
な
る
。
こ
れ
は
単
純
に
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
の
直
接
経
費
の
比
較
で
あ
り
、

間
接
費
を
加
え
る
と
桁
違
い
の
数
字
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
視
聴
者
一
人
当
た

り
の
単
価
を
比
較
す
れ
ば
、
地
域
放
送
が
割
高
な
の
は
自
明
で
あ
る
。
ロ
ー
カ

ル
放
送
と
い
っ
て
も
、
効
率
的
な
編
成
ブ
ロ
ッ
ク
放
送
が
増
加
し
、
県
域
サ
ー

ビ
ス
は
減
少
の
方
向
で
経
費
の
節
減
が
図
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
へ

の
設
備
投
資
で
苦
し
む
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
放
の
実
態
を
考
え
れ
ば
、
地
方
局
の
再
編

や
ロ
ー
カ
ル
放
送
の
予
算
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
は
総
務
省
が
計
画
し
た
も
の
で
、
そ
の
経
済
効
果
は
期
待
で
き

て
も
放
送
局
や
視
聴
者
に
負
担
を
強
い
る
。
竹
中
懇
談
会
は
「
大
容
量
の
伝
送

を
必
要
と
す
る
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
化
を
限
定
的
に
す
る
こ
と
で
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル

化
を
確
保
す
べ
し
」
な
ど
と
い
う
が
、
重
複
し
た
設
備
投
資
は
必
ず
し
も
効
率

的
で
は
な
い
。
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第
六
章　

Ｂ
Ｂ
Ｃ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ

竹
中
懇
談
会
の
松
原
座
長
は
、
「
公
共
放
送
が
発
達
し
、
競
合
す
る
民
放
が

な
い
イ
ギ
リ
ス
と
我
が
国
を
比
較
す
る
こ
と
は
無
意
味
」
だ
と
し
て
、
そ
の
比

較
を
拒
み
、
竹
中
平
蔵
慶
応
大
学
教
授
（
前
総
務
相
）
は
「
ア
メ
リ
カ
と
比
べ

て
ど
う
し
て
こ
う
差
が
つ
い
て
し
ま
う
の
か
」
と
日
米
の
比
較
に
お
い
て
、
情

報
通
信
企
業
へ
の
苛
立
ち
を
隠
さ
な
い
。

日
英
を
比
較
し
た
く
な
い
理
由
は
も
う
一
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
？　

そ
れ

は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
政
府
の
云
う
事
を
一
度
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

竹
中
氏
の
目
指
す
ア
メ
リ
カ
型
競
争
社
会
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
同
じ
公
共

放
送
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
比
較
す
る
こ
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
立
場
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

イ
ラ
ク
報
道
を
巡
っ
て

イ
ラ
ク
報
道
を
巡
る
ブ
レ
ア
政
権
と
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
確
執
が
あ
っ
た
。
発
端
は

二
〇
〇
三
年
五
月
二
九
日
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
ラ
ジ
オ
番
組
『
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
』
で
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
・
ギ
リ
ガ
ン
記
者
が
「
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
は

四
十
五
分
以
内
に
大
量
破
壊
生
物
兵
器
を
準
備
で
き
る
と
い
う
情
報
を
流
し
、

国
民
を
戦
争
へ
と
ミ
ス
リ
ー
ド
し
た
」
と
い
う
発
言
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
・

ソ
ー
ス
と
み
ら
れ
た
ケ
リ
ー
博
士
が
自
殺
し
た
こ
と
も
事
を
大
き
く
し
た
。
事

実
関
係
を
調
査
し
た
ハ
ッ
ト
ン
卿
を
委
員
長
と
す
る
独
立
司
法
調
査
委
員
会
は

「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
過
ち
」
と
報
告
し
、
二
〇
〇
四
年
一
月
、
ギ
ャ
ビ
ン
・
デ
イ
ビ
ス

経
営
委
員
長
と
グ
レ
ッ
グ
・
ダ
イ
ク
会
長
が
共
に
責
任
を
取
っ
て
辞
任
し
た
。

Ｂ
Ｂ
Ｃ
職
員
は
ダ
イ
ク
会
長
の
復
帰
を
望
む
異
例
の
デ
モ
を
行
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
一
月
、
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
労
働
党
政
権
下
で
Ｂ
Ｂ
Ｃ
会
長
に
就

任
し
た
グ
レ
ッ
グ
・
ダ
イ
ク
氏
は
、
労
働
党
政
府
に
近
い
存
在
と
み
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
イ
ラ
ク
戦
争
が
始
ま
る
以
前
か
ら
、
政
府
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
を
攻
撃
目

標
と
し
て
き
た
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
で
国
際
問
題
を
担
当
す
る
ジ
ョ
ン
・
シ
ン
プ
ソ
ン
編

集
長
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
が
始
ま
る
前
に
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
ス
エ
ズ
、
ビ
ア

フ
ラ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
な
ど
の
報
道
で
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
戦
争
に
反

対
す
る
側
を
十
分
に
取
材
し
て
報
告
し
た
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
労
働
党
、
保

守
党
に
限
ら
ず
政
府
は
そ
の
路
線
を
支
持
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
圧
力

を
か
け
て
き
た
。
そ
の
都
度
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
政
府
に
抵
抗
し
た
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
圧
力

を
か
け
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
政
府
は
ほ
か
の
す
べ
て
と
同
等
の
権
利
を
持
っ

て
い
る
。
た
だ
一
つ
の
問
題
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
政
府
の
圧
力
に
屈
し
て
し
ま
う
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
だ
」
。

イ
ラ
ク
戦
争
が
終
わ
っ
て
「
レ
イ
ム
・
ダ
ッ
ク
」
と
化
し
た
ブ
レ
ア
首
相

（
当
時
）
を
み
れ
ば
、
国
民
が
政
府
と
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
ど
ち
ら
を
支
持
し
た
か
は
自

明
で
あ
る
。

特
許
状
と
協
定
書

Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
十
年
毎
に
国
民
の
代
表
を
網
羅
し
た
政
府
任
命

の
放
送
調
査
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
将
来
像
に
つ
い
て
勧
告
が
な
さ
れ
て

い
る
。
委
員
会
は
下
院
議
員
や
民
間
各
界
の
有
識
者
か
ら
な
り
、
そ
の
委
員
長

名
を
取
っ
て
ピ
ー
コ
ッ
ク
委
員
会
と
か
ピ
ル
キ
ン
ト
ン
委
員
会
な
ど
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
（
た
だ
委
員
会
の
勧
告
や
提
言
が
そ
の
ま
ま
実
現
す
る
と
は
限
ら
な
い
）

十
年
毎
と
い
う
の
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
免
許
が
国
王
の
名
に
よ
っ
て
下
付
さ
れ
る

特
許
状
（R

oyal C
harter

）
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
れ
が
ほ
ぼ
十
年
単
位
で
更

新
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
商
業
放
送
（
民
放
）
が
議
会
制
定
法
（
放
送
法
）
に

よ
っ
て
律
せ
ら
れ
る
の
に
対
し
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
は
国
王
の
名
の
下
で
特
別
な
地
位

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
協
定
書
（A

greem
ent

）
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
業
務
運

営
に
つ
い
て
の
政
府
と
の
間
で
合
意
し
た
文
書
で
、
特
許
状
と
と
も
に
更
新
さ
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れ
る
の
が
常
で
あ
る
。

特
許
状
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
目
的
や
権
限
や
任
務
を
お
お
ま
か
に
定
め
て
い
る
だ
け

で
、
禁
止
事
項
や
制
限
事
項
は
な
く
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
広
範
囲
な
活
動
に
従
事
す
る

こ
と
を
許
す
授
権
文
書
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
十
年
と
い
う
許
認
可
の
長
さ

が
、
政
権
交
代
な
ど
に
よ
っ
て
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
独
立
性
、
長
期
に

わ
た
る
財
政
上
の
安
定
を
保
証
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
自
由
度
が
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
発

展
を
支
え
て
き
た
と
も
い
え
よ
う
。

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
二
〇
〇
六
年
春
（
前
特
許
状
は
〇
六
年
十
二
月
三
十
一
日

で
期
限
切
れ
）
、
年
間
三
十
億
ポ
ン
ド
（
約
六
千
億
円
）
の
収
入
を
も
た
ら
す

受
信
許
可
料
制
度
の
維
持
・
継
続
を
決
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
少
な
く

と
も
〇
七
年
か
ら
の
十
年
間
、
新
し
い
特
許
状
の
も
と
で
公
共
放
送
の
使
命
を

果
た
す
こ
と
に
な
り
、
十
億
ポ
ン
ド
以
上
と
み
ら
れ
る
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
投
資

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
配
信
な
ど
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む
財
源
を

確
保
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
商
業
放
送

イ
ギ
リ
ス
の
商
業
放
送
（
民
放
）
は
、
広
告
収
入
を
財
源
と
す
る
非
営
利
法

人
が
運
営
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
４
（
無
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
Ｅ
４
と
い
う
有
料
の
若

者
向
け
娯
楽
と
映
画
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
持
つ
）
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
３
（
通
称 
Ｉ

Ｔ
Ｖ=Independent Television 

全
国
で
十
六
局
あ
る
）
、
同
じ
く
チ
ャ
ン
ネ

ル
５
（
通
称 Five

）
が
あ
り
、
ロ
ー
カ
ル
放
送
も
充
実
し
て
い
る
。
ル
パ
ー

ト
・
マ
ー
ド
ッ
ク
氏
の
率
い
る
Ｂ 

ｓ
ｋ
ｙ  

Ｂ
が
衛
星
デ
ジ
タ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
お
り
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
は
ｎ
ｔ
ｌ
と
テ
レ
ウ
エ
ス
ト
の
二
社
に
よ
る
寡
占
状

態
で
あ
る
が
、
そ
の
保
有
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
は
多
い
。

日
本
を
先
駆
け
て
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
。
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化

は
視
聴
時
間
を
増
や
し
た
が
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
１
と
Ｉ
Ｔ
Ｖ
は
と
も
に
視
聴
率
を
減
ら

し
、
映
画
、
ス
ポ
ー
ツ
、
娯
楽
な
ど
の
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
視
聴
者
が
流
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
王
と
会
っ
て

四
つ
の
関
連
会
社
を
立
ち
上
げ
、
自
ら
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
（
現
エ
ン
プ
ラ
と

統
合
）
の
役
員
と
し
て
出
向
し
て
い
た
頃
、
電
通
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
局
長
か
ら
転
籍
し

た
長
畑
芳
明
社
長
（
関
連
子
会
社
を
立
ち
上
げ
た
時
、
民
間
企
業
十
数
社
か
ら
役
員
を

求
め
た
。
彼
ら
は
出
向
や
転
籍
し
た
り
で
立
場
は
様
々
で
あ
っ
た
が
、
初
期
の
関
連
株

式
会
社
の
基
礎
は
彼
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
）
に
同
行
し
て
、
メ
デ
ィ
ア

の
巨
人
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
と
ロ
ン
ド
ン
の
オ
フ
ィ
ス
で
面
談
し
た
こ
と
が

あ
る
。
彼
は
当
時
、
メ
デ
ィ
ア
王
の
座
を
マ
ー
ド
ッ
ク
氏
と
激
し
く
争
い
、
専
用
機
で

世
界
を
飛
び
回
っ
て
い
た
。
我
々
の
目
的
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や
デ
ジ
タ
ル
衛
星
が
急
速
に
展

開
す
る
イ
ギ
リ
ス
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
売
り
込
む
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
上
手
く

行
か
な
か
っ
た
。
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
は
地
中
海
を
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
し
て
い
て
、
ヨ
ッ
ト

か
ら
転
落
し
て
謎
の
死
を
遂
げ
た
が
、
そ
の
頃
か
ら
Ｉ
Ｔ
Ｖ
の
視
聴
率
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
１
を

超
え
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
衛
星
放
送
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
含
め
て
、
商
業
放
送
は
花
盛
り

で
、
「
競
合
す
る
民
放
が
な
い
」
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
松
原
氏
の
言
う
ほ
ど

イ
ギ
リ
ス
の
民
放
や
衛
星
放
送
は
ヤ
ワ
で
は
な
い
。

民
営
化
の
魔
の
手
？
〜
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
執
念
〜

イ
ギ
リ
ス
が
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
世
紀
末
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ

が
発
表
し
た
『
二
十
一
世
紀
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
』（The B

B
C

 B
eyond 2000

）
と
い
う

ペ
ー
パ
ー
に
次
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。
「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
常
に
つ
い
て
回
る
の
が

特
許
状
の
期
限
で
あ
る
。
今
度
は
二
〇
〇
六
年
で
切
れ
る
。
そ
の
後
は
何
も
保

証
さ
れ
て
は
い
な
い
。
だ
が
、
我
々
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
存
続
を
信
じ
て
疑
っ
て
い
な

い
。
何
故
と
問
わ
れ
れ
ば
、
国
民
が
必
要
と
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
ほ
か
な
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い
。
デ
ジ
タ
ル
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
時
代
に
は
た
ぶ
ん
い
っ
そ
う
必
要
と
さ
れ
る
だ

ろ
う
。
今
か
ら
思
え
ば
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
元
首
相
の
よ
う
な
近
視
眼
的
な
市
場
主

義
者
の
民
営
化
の
魔
の
手
を
逃
れ
ら
れ
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
こ
と
に
な
ら

な
く
て
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
」
。 33

サ
ッ
チ
ャ
ー
元
首
相
を
「
近
視
眼
的
な
市
場
主
義
者
の
民
営
化
の
魔
の
手
」

と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
だ
。
そ
れ
ほ
ど
彼
女
と
Ｂ
Ｂ
Ｃ
と
の
確
執
は
凄
ま
じ

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

歴
史
を
辿
る
と
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
幾
度
も
公
共
放
送
の
座
か
ら
追
わ
れ
か
け
た
こ

と
が
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
国
営
化
を

図
っ
て
い
る
。

一
九
八
一
年
の
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
の
報
道
で
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
自
軍
を

「
我
が
軍
」
で
な
く
「
イ
ギ
リ
ス
軍
」
、
「
敵
軍
」
を
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
軍
」
と

呼
び
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
怒
り
を
買
っ
た
。
ア
ン
ド
ル
ー

王
子
も
参
戦
し
た
国
を
挙
げ
て
の
戦
い
の
さ
な
か
、
客
観
報
道
に
徹
す
る
Ｂ
Ｂ

Ｃ
に
彼
女
は
我
慢
が
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
時
の
首
相
に
対
す
る
国
民

の
支
持
率
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
は
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
し
、
紛
争
さ
な
か

の
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
戦
う
「
鉄
の

女
」
の
指
示
に
従
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｒ
Ａ
（
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
独
立
を
め
ざ
す
カ
ト
リ
ッ
ク
系
非
合
法
組
織
）
の
報
道
で
も
首
相
と
の
確
執

を
生
じ
た
ミ
ル
ン
会
長
は
、
辞
任
す
る
こ
と
が
Ｂ
Ｂ
Ｃ
を
守
る
こ
と
だ
と
い
う

結
論
に
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

サ
ッ
チ
ャ
ー
の
父
親
は
小
売
商
の
事
務
員
か
ら
身
を
起
こ
し
、
商
店
を
営
ん

で
成
功
し
て
市
長
に
ま
で
登
り
詰
め
た
庶
民
階
級
の
出
で
あ
る
。
そ
う
し
た
父

33 

蓑
葉
信
弘　

『
Ｂ
Ｂ
Ｃ
イ
ギ
リ
ス
放
送
協
会　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス
放
送
の
伝
統
』
東
信
堂

　

二
〇
〇
三
年　

か
ら

を
尊
敬
す
る
彼
女
は
、
「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
卒
業
し
た
と
い
っ
て
も

デ
ィ
ス
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
そ
の
も
の
で
あ
り 34

」
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
職
員
の
よ

う
に
市
場
の
厳
し
さ
も
知
ら
ず
、
左
翼
的
言
動
を
弄
し
て
国
家
を
批
判
す
る
連

中
を
許
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
税
金
に
も
等
し
い
受
信
許
可
料
の
上

に
ア
グ
ラ
を
か
い
て
、
庶
民
階
級
を
小
馬
鹿
に
す
る
「
天
敵
」
で
あ
っ
た
。
Ｂ

Ｂ
Ｃ
の
よ
う
な
市
場
経
済
か
ら
は
み
出
た
公
共
機
関
は
必
要
悪
で
あ
り
、
切
り

捨
て
ら
れ
る
べ
き
存
在
だ
と
彼
女
は
確
信
し
て
い
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
受
信
許

可
料
を
「
刑
事
罰
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
る
人
頭
税
」
と
呼
ん
で
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
広

告
を
導
入
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
、
文
化
経
済
学
者
の
ア
ラ
ン
・
ピ
ー
コ
ッ
ク

を
委
員
長
と
す
る
調
査
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
民
営
化
を
目
指
し

た
。
だ
が
、
彼
女
の
主
張
は
そ
の
ピ
ー
コ
ッ
ク
委
員
会
（The C

om
m

ittee on 

Financing the B
B

C
 1985

）
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
た
。
委
員
会
は
受
信
許
可

料
の
維
持
を
勧
告
し
た
の
で
あ
る
。
『
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
』
紙
に
よ
れ
ば

「
悪
魔
の
Ｂ
（
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
）
Ｂ
（
放
送
）
Ｃ
（
協
会
）
」
に
投
げ
つ
け
る
ハ

ン
ド
バ
ッ
ク
を
振
り
回
し
始
め
た
時
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
権
力
の
座
か
ら
滑
り
落

ち
て
し
ま
っ
た
」
の
だ
。

後
を
継
い
だ
メ
ー
ジ
ャ
ー
首
相
は
銀
行
員
と
し
て
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
駐
在
し

て
い
た
頃
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
海
外
放
送
を
聞
く
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
と
い
う
体
験
か

ら
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
好
意
的
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
大
部
分
の
有
権
者
に
愛
さ

れ
、
世
界
中
で
尊
敬
さ
れ
て
い
る
重
要
な
国
民
的
財
産
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す

べ
き
だ
」 35

と
し
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
意
志
を
継
ぐ
こ
と
な
く
、
公
共
放
送
と
し

て
の
存
続
を
支
持
し
た
。

34 

森
嶋
通
雄
『
サ
ッ
チ
ャ
ー
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
』
岩
波
新
書
４
９　

一
九
八
八
年　

か
ら

35 C
entre for Policy Studies, 1991, A better BBC

: Public Service Broadcasting in the '90s
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サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
来
局

一
九
八
二
年
、
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
が
終
結
し
た
三
ヶ
月
後
の
秋
、
来
日
し
た

サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
女
の
漏
ら

し
た
感
想
は
、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
す
べ
て
を
管
理
し
て
い
て
素
晴

ら
し
い
。
我
が
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
情
け
な
い
こ
と
と
い
っ
た
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
一
台
も

な
い
」
を
繰
返
し
た
ら
し
い
（
案
内
し
た
幹
部
か
ら
の
伝
聞
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
一
介

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
っ
て
、
物
見
高
く
人
垣
の
間
か
ら
覗
い
て
い
た
だ
け
）
。
昭
和

五
十
七
年
と
い
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
で
『
マ
イ
コ
ン
入
門
』
講
座
が
ス
タ
ー
ト

し
て
大
ヒ
ッ
ト
し
た
年
だ
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
導
入
さ
れ
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
役

立
た
ず
の
見
本
で
あ
っ
た
。
漢
字
変
換
は
も
と
よ
り
、
す
べ
て
に
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
、

引
っ
叩
き
た
く
な
る
よ
う
な
代
物
で
、
そ
れ
を
使
わ
な
い
と
リ
ソ
ー
ス
の
予
約
が
で
き

な
い
と
き
て
い
る
。
も
と
も
と
人
間
系
で
電
話
一
本
で
済
ん
だ
こ
と
な
の
に
。
恍
け
た

シ
ス
テ
ム
に
往
生
し
て
い
た
現
場
の
デ
ス
ク
と
し
て
は
、
「
サ
ッ
チ
ャ
ー
さ
ん
、
何
と
い

う
こ
と
を
言
っ
て
く
れ
る
の
！
」
と
怒
っ
た
覚
え
が
あ
る
。

サ
ッ
チ
ャ
ー
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
来
局
と
は
無
関
係
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
デ
ジ
タ

ル
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の
取
組
み
は
速
か
っ
た
。
放
送
セ
ン
タ
ー
内
に
「
コ
ン
テ
ン
ツ
・
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
の
元

に
新
た
な
戦
略
を
展
開
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
初
代
部
長
は
公
募
に
応
じ
た
一
人
で
雑

誌
の
編
集
者
だ
っ
た
。
一
九
九
六
年
に
は
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
『
ホ
ワ

イ
ト
シ
テ
ィ
』
が
誕
生
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運

営
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
開
始
。
ニ
ュ
ー
ス
も
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ス
配

信
事
業
者
Ａ
Ｐ
（
ア
メ
リ
カ
ン
・
プ
レ
ス
）
と
共
同
で
世
界
各
地
一
〇
〇
カ
所
に
分

散
す
る
取
材
拠
点
の
一
万
二
〇
〇
〇
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
使
用
で
き
て
し
か
も

四
十
八
カ
国
語
に
対
応
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
番
組
制
作
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｅ
Ｎ
Ｐ
Ｓ

（Electronic N
ew

s Production System

）
を
開
発
す
る
な
ど
、
民
業
圧
迫
と
云
わ
れ
て
、

デ
ジ
タ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の
進
出
が
ま
ま
な
ら
な
い
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
遠
く
及
ば
な
い
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

受
信
許
可
料
（
Ｂ
Ｂ
Ｃ
）
と
受
信
料
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の
差
異

継
続
が
決
ま
っ
た
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
受
信
許
可
料
（R

eceiving Licence Fee

） 36

と
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
の
違
い
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
受
信
許
可
料
を
払
わ
ず
に
テ
レ
ビ

を
見
る
こ
と
は
、
運
転
免
許
証
な
し
に
自
動
車
を
運
転
す
る
の
と
同
じ
違
法
行

為
で
あ
り
、
刑
法
に
基
づ
い
て
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ

の
徴
収
率
は
九
四
％
（
〇
三
年
）
の
高
率
で
あ
る
。
ま
た
、
全
視
聴
者
か
ら
直

接
に
受
信
許
可
料
を
徴
収
し
て
（
こ
れ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
同
じ
）
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ト
ラ
ス

ト
（
旧
経
営
委
員
会
）
の
監
督
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
制
度
が
政
治
団

体
や
既
得
権
益
を
持
つ
圧
力
団
体
か
ら
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
独
立
を
保
障
す
る
基
盤
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
受
信
許
可
料
の
額
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
で
あ

る
こ
と
が
、
値
上
げ
申
請
の
度
に
国
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料

と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
維
持
・
運
営
の
た
め
の
国
民
の
特
殊

な
負
担
金
で
あ
り
、
契
約
義
務
は
あ
る
も
の
の
罰
則
規
定
は
な
い
（
二
〇
〇
七

年
四
月
現
在
） 37

。
二
〇
〇
五
年
度
の
徴
収
率
は
七
〇
％
程
度
に
止
ま
っ
て
い

て
、
や
や
不
払
い
が
減
少
し
た
と
い
う
も
の
の
、
依
然
と
し
て
公
平
負
担
の
原

則
が
損
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
義
務
化
法
案
は
、
支
払
い
を
義
務
化
す
る
見
返
り
に
総
務

相
が
求
め
た
二
割
値
下
げ
の
金
額
が
一
二
〇
〇
億
円
に
上
る
こ
と
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ

36 

受
信
許
可
料
は
無
線
電
信
法
に
基
づ
く
も
の
で
、
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
す
る
際
に
必
要
な

免
許
の
発
行
手
数
料
で
あ
る
。
料
金
は
文
化
メ
デ
ィ
ア
ス
ポ
ー
ツ
相
が
大
蔵
省
の
同
意
を
得
て

決
定
す
る
。

37 

放
送
法
第
三
十
一
条　

協
会
の
放
送
を
受
信
す
る
こ
と
の
で
き
る
受
信
設
備
を
設
置
し
た
者
は
、

協
会
と
そ
の
放
送
の
受
信
に
つ
い
て
の
契
約
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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が
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
二
〇
〇
七
年
春
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
放
送
法
改
正
案

か
ら
は
外
さ
れ
た
。
（
こ
の
こ
と
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
交
渉
に
あ
た
っ
た
放
送
政
策
課

長
が
総
務
相
に
よ
っ
て
更
迭
さ
れ
る
と
い
う
異
常
な
事
態
も
起
き
た
）
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
批
判
さ
れ
る
こ
と
の
一
つ
に
受
信
料
収
納
に
掛
か
る
経
費
が
あ

る
。
平
成
十
九
年
度
は
そ
の
経
費
を
七
六
〇
億
円
と
見
込
み
、
予
算
全
体
の

一
二
％
強
を
占
め
て
い
る
。
公
平
負
担
の
原
則
が
失
わ
れ
れ
ば
、
受
信
料
制

度
そ
の
も
の
が
成
立
た
な
い
。
五
七
〇
〇
人
に
上
る
委
託
集
金
人
や
年
間

六
〇
〇
〇
万
回
に
上
る
集
金
の
た
め
の
訪
問
が
営
業
コ
ス
ト
を
上
昇
さ
せ
る
と

い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。
世
帯
の
移
動
を
把
握
す
る
シ
ス
テ
ム
が
な
い
こ
と
も

問
題
で
あ
る
。
電
気
や
ガ
ス
、
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
供
給
を
止
め

ら
れ
る
か
ら
移
動
を
連
絡
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
払
っ
て
も
止
め
ら
れ
な
い
受

信
料
の
た
め
に
、
住
所
変
更
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
連
絡
し
よ
う
と
は
し
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
受
信
料
収
納
の
た
め
に
郵
便
局
の
フ
ァ
イ
ル
を

活
用
す
る
こ
と
、
電
気
店
や
レ
ン
タ
ル
店
か
ら
の
テ
レ
ビ
購
入
者
や
貸
出
し
者

の
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
法
的
に
担
保
さ
れ
、
不
払
い
に
は
刑
事
罰
が
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
で
は
、
住
民
票
の
登
録
デ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
て
い

る
。
韓
国
で
は
受
信
料
を
電
気
料
と
一
括
し
て
集
金
す
る
な
ど
の
方
法
が
と
ら

れ
て
い
る
。

受
信
許
可
料
以
外
の
収
入

Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
受
信
許
可
料
以
外
の
財
源
と
し
て
は
、
国
際
放
送
へ
の
政
府
の

助
成
金
と
関
連
子
会
社
か
ら
の
収
益
が
あ
る
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
関
連
会
社
の
商
業

活
動
は
放
送
の
出
版
化
や
レ
コ
ー
ド
・
カ
セ
ッ
ト
・
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
化
な
ど

で
、
そ
の
利
益
の
う
ち
一
億
六
〇
〇
万
ポ
ン
ド
が
受
信
許
可
料
収
入
の
補
完
に

当
て
ら
れ
て
い
る
。
〇
四
年
の
関
連
会
社
の
売
上
高
は
一
八
〇
〇
億
円
、
利
益

は
三
三
六
億
円
で
あ
る
。
後
に
触
れ
る
『
放
送
白
書
』
で
は
「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
今
後

も
、
商
業
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
収
益
に
よ
っ
て
、
受
信
許
可
料
値
上
げ
を
押
さ
え

る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
商
業
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
公
共
的
目
的
に

合
致
し
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
保
護
し
、
市
場
を
歪
め
な
い
こ
と
。
公

共
サ
ー
ビ
ス
と
商
業
活
動
の
経
理
を
完
全
に
分
離
す
る
こ
と
」
な
ど
を
指
示
し

て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
平
成
十
九
年
度
予
算
で
見
込
ま
れ
る
副
次
収
入
額
は
（
括
弧
内
平

成
十
八
年
度
）
、

　

番
組
使
用　
　
　

五
八
、
六
億　

（
六
一
、
七
億
）

　

テ
キ
ス
ト
出
版　
　

七
、
二
億　
　

（
八
、
〇
億
）

　

技
術
協
力　
　
　

一
四
、
六
億　
　

（
九
、
三
億
）

　

施
設
利
用　
　
　

二
〇
、
三
億　

（
二
〇
、
八
億
）

で
総
額
一
〇
〇
億
円
弱
で
あ
る
。
な
お
、
関
連
子
会
社
（
株
式
会
社
二
十
七

社
）
の
平
成
十
六
年
度
の
総
売
上
高
・
事
業
収
入
の
合
計
は
二
五
三
〇
億
円
、

当
期
純
利
益
は
八
九
億
円
で
あ
っ
た
。

特
許
状
下
付
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

特
許
状
下
付
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
る
と
、
特
許
状
と
協
定
書
の
期
限
が
切

れ
る
三
年
前
か
ら
Ｂ
Ｂ
Ｃ
改
革
に
つ
い
て
の
議
論
は
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
経

緯
を
辿
る
と
竹
中
前
総
務
相
が
嫌
っ
た
「
ア
リ
ー
ナ
（
衆
人
監
視
）
」
状
態
で

議
論
は
繰
返
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年
九
月
、
政
府
は
テ
リ
ー
・
バ
ー
ン
ズ
卿
（
総
合
金
融
ア
ビ
ー
・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
会
長
）
を
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
政
府
か

ら
独
立
し
た
助
言
者
）
に
任
命
し
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
将
来
に
関
す
る
意
見
集
約
を
開

始
し
た
。
バ
ー
ン
ズ
・
パ
ネ
ル
（
バ
ー
ン
ズ
卿
を
委
員
長
と
す
る
調
査
委
員

会
）
は
、
政
府
に
よ
る
国
民
の
意
見
や
世
論
調
査
か
ら
提
起
さ
れ
た
問
題
に
つ
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い
て
議
論
す
る
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
主
宰
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
公
共

的
価
値
」
、
「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
財
源
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
別
に
十
二
回
行
わ
れ
、
Ｂ
Ｂ

Ｃ
の
経
営
委
員
長
や
会
長
、
民
放
の
ト
ッ
プ
、
学
識
経
験
者
が
必
要
に
応
じ
て

招
聘
さ
れ
た
。

二
〇
〇
四
年
十
二
月
三
日
の
最
終
セ
ミ
ナ
ー
を
前
に
、
十
二
月
一
日
、
バ
ー

ン
ズ
委
員
会
か
ら
議
論
の
材
料
と
し
て
報
告
書
（Independent panel on B

B
C

 

C
harter R

eview

）
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
「
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
受

信
許
可
料
制
度
の
継
続
が
全
般
的
な
支
持
を
得
た
」
と
し
た
も
の
だ
が
、
長
期

的
な
展
望
と
し
て
は
、
「
受
信
許
可
料
が
現
状
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
困

難
で
、
将
来
は
他
の
財
源
（
有
料
放
送
や
広
告
収
入
）
な
ど
と
の
組
み
合
わ
せ

な
ど
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
し
て
、
「
完
全
デ
ジ
タ
ル
化
（
二
〇
一
二
年

を
予
定
）
移
行
後
に
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
財
源
は
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
見

解
を
示
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
報
告
書
に
は
「
経
営
委
員
会
の
改
革
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
役
員

会
（
現
存
の
経
営
委
員
会
と
Ｂ
Ｂ
Ｃ
執
行
部
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
役
員
会
を
持

ち
、
経
営
委
員
会
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
義
務
の
決
定
な
ど
の
規
制

機
関
に
近
い
役
割
を
持
た
せ
、
執
行
部
の
役
員
会
は
企
業
統
治
に
責
任
を
持

つ
）
の
提
起
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

二
〇
〇
三
年
十
二
月
、
バ
ー
ン
ズ
委
員
会
と
平
行
し
て
文
化
メ
デ
ィ
ア
ス

ポ
ー
ツ
相
が
政
府
試
案
「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
特
許
状
の
見
直
し
」 38

を
提
示
し
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ

に
つ
い
て
国
民
的
な
議
論
を
開
始
し
す
る
こ
と
を
発
表
し
て
、
改
革
に
至
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
た
。
そ
の
試
案
に
つ
い
て
は
二
つ
の
異
な
る
方
式
（
政
府

が
委
託
し
た
フ
ォ
ー
カ
ス
・
グ
ル
ー
プ
対
象
と
十
六
歳
以
上
二
〇
六
八
人
の
ラ

ン
ダ
ム
面
接
調
査
）
で
の
世
論
調
査
が
行
わ
れ
た
。
調
査
を
担
当
し
た
の
は

38 Review
 of the BBC

’s Royal C
harter

二
〇
〇
三
年
に
新
設
さ
れ
た
放
送
と
通
信
分
野
を
担
当
す
る
「
放
送
通
信
庁
」

で
あ
っ
た
。

こ
の
調
査
で
は
「
受
信
許
可
料
は
次
の
特
許
状
の
期
間
、
最
善
で
あ
る

か
？
」
と
い
う
よ
う
な
質
問
も
含
ま
れ
て
い
た
。
答
え
は
単
独
財
源
と
し
て
受

信
許
可
料
を
支
持
す
る
も
の
二
九
％
。
有
料
放
送
を
支
持
す
る
も
の
九
％
で

あ
っ
た
。
受
信
許
可
料
を
支
持
す
る
人
々
の
理
由
は
、
こ
の
財
源
に
よ
っ
て
国

民
す
べ
て
が
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
株
主
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
広
告
を
財
源
と

す
る
こ
と
は
二
〇
％
が
支
持
し
た
が
、
政
府
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
で
は
大
多
数

が
こ
れ
に
反
対
し
た
。

調
査
に
加
え
て
政
府
に
寄
せ
ら
れ
た
五
千
通
を
超
え
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

文
書
に
よ
る
意
見
も
参
考
に
さ
れ
た
。
メ
デ
ィ
ア
研
究
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
有
識
者
に
よ
る
討
論
会
も
開
か
れ
た
。
こ
う
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
努
め
た

結
果
を
取
り
纏
め
た
も
の
が
二
〇
〇
四
年
七
月
二
十
日
に
公
表
さ
れ
た
。

二
〇
〇
四
年
六
月
二
十
九
日
に
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
特
許
状
更
新
に
向
け
て
の
公

約
と
も
い
う
べ
き
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
「
公
共
的
価
値
の
構
築
」
を
発
表
し
た
。
そ

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
「
完
全
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
公
共
的
価
値
に
対
す
る

新
た
な
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
資
源
の
ロ
ン
ド
ン
集
中
を
排
し
て
地
方
移
転

を
進
め
る
、
視
聴
者
に
開
か
れ
た
公
共
放
送
、
経
営
委
員
会
と
理
事
会
の
役
割

の
明
確
化
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

二
〇
〇
五
年
三
月
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
在
り
方
に
関
す
る
『
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
』

（
政
府
試
案
）
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
再
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
継
続

さ
れ
た
。

こ
の
試
案
で
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
財
源
と
し
て
、
三
つ
の
選
択
肢
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
て
い
る
。

第
一
は
政
府
か
ら
の
交
付
金
（G

overnm
ent Funding

）
で
あ
る
。
こ
の
場

合
は
政
府
か
ら
の
独
立
を
脅
か
さ
れ
か
ね
な
い
。
ま
た
、
政
府
予
算
の
査
定
に
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組
み
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
の
安
定
性
が
損
な
わ
れ
る
。

第
二
は
広
告
料
と
ス
ポ
ン
サ
ー
（A

dvertising and Sponsorship

）
方
式
の

導
入
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
世
論
調
査
の
回
答
者
の
六
〇
％
か
ら
「
広

告
は
番
組
を
楽
し
む
上
で
の
妨
げ
に
な
る
」
と
強
い
反
発
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

五
二
％
が
広
告
や
ス
ポ
ン
サ
ー
依
存
に
よ
っ
て
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
独
立
性
が
失
わ
れ
る

と
も
回
答
し
た
。

第
三
の
財
源
調
達
方
式
は
有
料
契
約
方
式
（Subscription

）
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
す
る
主
な
反
論
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ア
ク
セ
ス
（
誰
も
が
視
る
こ
と
が

で
き
る
）
を
損
な
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
料
金
を
支
払
え
ば
サ
ー
ビ
ス
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
支
払
う
こ
と
の
で
き
な
い
低
所
得
者
層
が
排
除
さ

れ
、
誰
で
も
が
公
平
に
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
三
つ
の
財
源
調
達
方
法
と
比
較
・
検
討
し
た
結
果
、
と
り
あ
え
ず
、
受

信
許
可
料
を
最
善
の
財
源
調
達
方
式
と
し
て
継
続
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
結

論
づ
け
て
い
る
。
受
信
許
可
料
制
度
の
支
持
者
の
論
拠
は
、
す
べ
て
の
世
帯
が

対
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（as equal stakeholders　

複
数
の
も
の
が
所
有

権
を
主
張
し
て
い
る
財
産
を
保
持
し
て
い
る
利
害
関
係
の
な
い
第
三
者
・
出
資

者
・
株
主
）
と
し
て
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
対
し
て
存
在
し
得
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
こ
う
答
え
て
い
る
。
「
受
信
許
可
料
は
デ
ジ
タ
ル
世
界
で
も
生
き

続
け
る
だ
ろ
う
。
将
来
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
財
源
調
達
方
式
は
変
わ
り
得
る
が
、
そ
れ
が

公
益
に
か
な
う
も
の
で
は
な
い
。
有
料
放
送
（Subscription

）
へ
の
移
行
は

公
共
的
価
値
と
し
て
の
源
泉
の
一
つ
で
あ
る
普
遍
性
（U

niversality

）
を
失
わ

せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
受
信
許
可
料
制
度
は
政
治
的
商
業
的
な
影
響
力
に
対
す

る
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
独
立
性
を
保
証
す
る
も
の
だ
」
。

『
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
』
は
デ
ジ
タ
ル
化
で
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
す
る
中
で

も
、
国
民
が
必
要
と
す
る
Ｂ
Ｂ
Ｃ
を
政
府
か
ら
独
立
し
た
存
在
に
す
る
た
め
の

条
件
と
は
何
か
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

一
、 

一
〇
年
間
有
効
の
特
許
状
の
付
与

二
、 

財
源
と
し
て
の
受
信
許
可
料
の
維
持

三
、 

現
行
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

四
、 

経
営
委
員
会
を
廃
止
し
て
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ト
ラ
ス
ト
（B

B
C

 Trust

）
と
執

行
役
員
会
（Executive B

oard

）
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
再
構
築
で

あ
っ
た
。

二
〇
〇
六
年
三
月
、
政
府
の
方
針
を
纏
め
た
『
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
』（
放
送

白
書
）
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
白
書
「
す
べ
て
の
人
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
〜
デ

ジ
タ
ル
時
代
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
」
に
は
、
「
経
営
委
員
会
を
廃
止
し
て
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ト
ラ
ス

ト
と
執
行
役
員
会
の
二
つ
の
組
織
を
設
置
す
る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
Ｂ
Ｂ

Ｃ
の
事
業
規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
、
放
送
の
専
門
家
集
団
で
は
な
い
非
常
勤

の
経
営
委
員
会
は
執
行
部
を
追
認
す
る
影
の
薄
い
存
在
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。
本
来
、
最
高
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
べ
き
経
営
委
員
会
が
お

飾
り
的
存
在
と
な
っ
て
、
会
長
以
下
の
執
行
部
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
批
判
が
絶
え
な
か
っ
た
。

経
営
委
員
会
を
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ト
ラ
ス
ト
に

今
次
改
革
で
は
、
国
民
の
利
益
の
受
託
者
と
し
て
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ト
ラ
ス
ト
と
執

行
機
関
と
し
て
の
執
行
役
員
会
と
い
う
二
者
の
役
割
を
明
確
に
区
分
し
よ
う
と

し
た
。
ト
ラ
ス
ト
は
オ
フ
ィ
ス
を
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
外
に
構
え
、
専
属
の
事
務
局
ス

タ
ッ
フ
を
置
い
た
。
視
聴
者
の
代
表
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ト
ラ
ス

ト
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
最
高
意
志
決
定
機
関
で
あ
る
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ト
ラ
ス
ト
の
構
成
員

（M
em

ber of G
overnor

）
十
二
名
は
、
経
営
そ
の
も
の
に
責
任
を
持
ち
、
Ｂ

Ｂ
Ｃ
の
会
長
以
下
の
執
行
役
員
会
を
支
配
す
る
立
場
に
あ
る
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
会
長
を

選
出
す
る
の
も
ト
ラ
ス
ト
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
。

Ｂ
Ｂ
Ｃ
ト
ラ
ス
ト
は
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
と
商
業
的
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
す
べ
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て
の
業
務
に
つ
い
て
、
戦
略
を
策
定
し
、
そ
の
実
績
を
監
視
し
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
役
割
を
担
い
、
「
執
行
役
員
会
」
は
（
社
外
か
ら
役
員
を
四
人
以

上
、
ま
た
は
役
員
数
の
三
分
の
一
以
上
で
半
数
未
満
と
い
う
構
成
に
し
て
）「
Ｂ

Ｂ
Ｃ
ト
ラ
ス
ト
」
が
設
定
し
た
枠
組
み
の
中
で
業
務
を
執
行
す
る
。

初
代
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ト
ラ
ス
ト
会
長
に
は
経
営
委
員
長
を
務
め
た
マ
イ
ケ
ル
・
グ

レ
ー
ド
氏
が
就
任
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
〇
六
年
十
一
月
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
ラ
イ
バ

ル
と
も
い
え
る
Ｉ
Ｔ
Ｖ
へ
の
移
籍
が
決
ま
っ
た
の
で
、
構
成
員
の
一
人
で
あ
る

バ
ル
チ
ャ
博
士
が
会
長
代
理
を
務
め
て
い
る
（
〇
七
年
三
月
現
在
）
。
初
代
執

行
役
員
会
会
長
に
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
会
長
の
マ
ー
ク
・
ト
ン
プ
ソ
ン
氏
が
そ
の
ま
ま
就

任
し
た
。

Ｂ
Ｂ
Ｃ
ト
ラ
ス
ト
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
持
つ
す
べ
て
の
波
と
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

Ｂ
Ｂ
Ｃ
ｉ
に
対
し
て
、
「
サ
ー
ビ
ス
免
許
」
を
執
行
委
員
会
に
発
行
す
る
。
そ

の
サ
ー
ビ
ス
免
許
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
新
し
い
公
共
的
目
的
に
沿
う
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
市
民
性
と
市
民
社
会
の
維
持
、
教
育
と
学
習
の
促

進
、
創
造
性
の
刺
激
と
文
化
の
育
成
へ
の
寄
与
、
全
国
・
各
地
方
を
代
表
、
イ

ギ
リ
ス
と
世
界
と
の
架
け
橋
、
デ
ジ
タ
ル
移
行
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
免

許
を
発
行
す
る
前
に
は
、
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
視
聴
者
か
ら
意
見
募

集
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
り
視
聴
者
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
何
が
期
待
で
き
る
か
が
明
確
に

な
り
、
執
行
役
員
会
は
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
い
て
の
説
明
責
任
を
負
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

娯
楽
を
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
中
心
に

も
う
一
つ
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
か
ら
白
書
へ
の
移
行
の
過
程
で
、
政
府
が
新

た
に
付
け
加
え
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
娯
楽
の
重
要
性
」
で
あ
る
。
ジ
ョ

ウ
ェ
ル
担
当
相
は
「
娯
楽
を
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
任
務
の
中
心
に
据
え
る
」
と
議
会
で
発

言
し
た
。
娯
楽
番
組
の
重
要
性
を
強
調
し
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
公
共
的
目
的
に
「
国
民

を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
」
を
加
え
る
べ
き
で
あ
り
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
コ
メ
デ
ィ
や
ド
ラ

マ
を
提
供
す
べ
き
だ
と
い
う
国
民
の
要
望
に
応
え
た
の
で
あ
る
。

Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
娯
楽
番
組
か
ら
撤
退
す
る
べ
き
だ
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
商
業
放
送
で
は
作

る
こ
と
の
で
き
な
い
番
組
（
文
化
や
教
育
）
だ
け
に
限
定
す
べ
き
だ
と
い
う
商

業
放
送
の
事
業
者
な
ど
の
主
張
に
答
え
た
も
の
で
も
あ
る
。
た
だ
、
視
聴
率
競

争
に
走
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
ク
ギ
を
刺
す
こ
と
も
忘
れ
な
か
っ
た
。
す
く

な
く
と
も
向
こ
う
十
年
間
、
良
質
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
と
っ 

て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

Ｂ
Ｂ
Ｃ
自
ら
の
手
に
よ
る
改
革

あ
る
べ
き
Ｂ
Ｂ
Ｃ
像
が
政
府
主
導
で
議
論
さ
れ
て
い
る
最
中
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
自

ら
の
手
に
な
る
改
革
を
実
施
し
て
い
っ
た
。

二
〇
〇
四
年
一
月
、
イ
ラ
ク
報
道
の
責
任
を
取
っ
て
経
営
委
員
長
と
ダ
イ
ク

会
長
が
辞
任
し
た
後
、
マ
ー
ク
・
ト
ン
プ
ソ
ン
新
会
長
は
新
た
に
経
営
委
員
会

事
務
局
を
設
置
し
て
、
四
十
人
に
お
よ
ぶ
専
属
ス
タ
ッ
フ
を
置
い
た
。
経
営
委

員
会
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、
議
事
録
を
公
開
す
る
な
ど
し
て
開
か
れ

た
委
員
会
を
目
指
し
、
視
聴
者
の
意
向
吸
収
に
努
め
た
。
さ
ら
に
委
員
会
は
事

務
所
を
別
の
建
物
に
移
し
、
執
行
部
か
ら
の
独
立
性
を
高
め
た
。

こ
の
他
、
三
年
間
で
二
九
〇
〇
人
の
人
員
削
減
。
関
連
会
社
の
整
理
・
縮

小
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
へ
第
二
放
送
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し

て
、
ロ
ン
ド
ン
本
部
へ
の
一
極
集
中
を
改
め
る
。
番
組
制
作
委
託
比
率
を
最
大

五
〇
％
ま
で
拡
大
す
る
な
ど
の
改
革
案
を
打
ち
出
し
た
。

こ
れ
ら
の
改
革
に
対
し
て
、
ダ
イ
ク
前
会
長
は
「
外
部
の
批
判
を
躱
す
た
め

の
行
き
過
ぎ
た
屈
辱
的
な
改
革
で
は
な
い
か
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
特
に
外
部
制

作
委
託
の
拡
大
は
、
一
部
放
送
関
連
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
は
歓
迎
さ
れ
た

が
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
内
部
の
空
洞
化
を
招
く
と
の
批
判
も
浴
び
た
。
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
現
在
の
公
共
放
送
の
枠
組
み
を
維
持
し
た
上
で
の
経
営
改
善
策
を

発
表
し
て
い
る
。
平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
年
度
に
至
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
三
カ
年
経
営

計
画
の
「
中
期
経
営
計
画
」
で
は
、
公
共
放
送
に
ふ
さ
わ
し
い
財
源
は
受
信
料

で
あ
り
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
化
は
避
け
る
べ
き
だ
と
し
て
、
サ
ー
バ
ー
型
放
送
な

ど
の
利
用
者
が
限
定
さ
れ
る
新
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
利
用
に
応
じ
た
財
源
を
検
討

す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
三
カ
年
は
「
テ
レ
ビ
五
波
、
ラ
ジ
オ
三

波
」
の
維
持
。
放
送
が
完
全
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
平
成
二
十
三
年
に
向
け
、
衛

星
放
送
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
整
理
の
検
討
、
経
営
委
員
会
の
監
督
強
化
、
職
員
の

一
〇
％
削
減
、
携
帯
端
末
向
け
放
送
、
サ
ー
バ
ー
型
放
送
な
ど
の
新
サ
ー
ビ
ス

開
始
な
ど
を
予
定
す
る
。 39

総
務
相
の
主
張
す
る
受
信
料
義
務
化
に
伴
う
料
金
の
二
割
値
下
げ
に
は
応
じ

ず
、
〇
七
年
秋
ま
で
に
プ
ラ
ン
を
出
す
と
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
海
外
発
信

イ
ギ
リ
ス
の
ラ
ジ
オ
国
際
放
送
は
古
く
、
一
九
三
一
年
か
ら
始
ま
り
、
「
エ

ン
パ
イ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
土

と
海
外
自
治
領
・
植
民
地
を
結
ぶ
放
送
で
あ
り
、
パ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
（
大

英
帝
国
）
に
よ
る
平
和
の
維
持
が
そ
の
目
的
だ
っ
た
。
現
在
の
ラ
ジ
オ
「
Ｂ
Ｂ

Ｃ
ワ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス
」
は
英
語
と
四
十
三
の
言
語
で
一
億
四
千
万
の
視
聴
者

に
配
信
さ
れ
て
い
る
。
財
源
は
政
府
助
成
金
（
約
九
〇
％
を
占
め
る
）
で
あ
る

が
、
戦
時
に
お
い
て
も
政
府
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
堕
す
る
こ
と
な
く
、
独
自
の

編
集
方
針
を
貫
い
た
報
道
姿
勢
か
ら
、
敵
国
も
こ
れ
を
聴
取
し
て
い
て
戦
況
を

知
っ
た
と
い
う
。

39 

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
新
生
と
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
公
共
性
の
追
求　

平
成
十
八
年
度
〜
二
十
年
度　

Ｎ
Ｈ
Ｋ

経
営
計
画
』　

日
本
放
送
協
会　

二
〇
〇
六
年
一
月

Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
国
際
放
送
は
そ
の
報
道
の
正
確
さ
、
独
立
性
、
番
組
の
質
の
高
さ

か
ら
世
界
で
最
も
信
頼
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
地
位
を
保
っ
て
お
り
、
臨

戦
体
制
に
あ
る
国
家
や
情
報
過
疎
に
悩
む
発
展
途
上
国
で
、
「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ワ
ー
ル

ド
サ
ー
ビ
ス
」
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｖ
の
国
際
放
送
は
「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ワ
ー
ル
ド
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
政
府
助

成
金
が
な
く
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
子
会
社
に
よ
っ
て
商
業
ベ
ー
ス
で
運
営
さ
れ
て
い

る
。
一
日
二
十
四
時
間
の
英
語
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
と
報
道
番
組
を
放
送
し
、
日

本
を
含
む
一
八
七
カ
国
と
地
域
に
配
信
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
プ
ラ

イ
ム
」
と
い
う
ド
ラ
マ
・
コ
メ
デ
ィ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
方
式
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
配
信
さ
れ
て
い
る
。

我
が
国
の
国
際
放
送
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
小
泉
発
言
を
受
け
て
、
竹
中
懇

談
会
で
も
「
テ
レ
ビ
と
Ｉ
Ｐ
に
よ
る
英
語
国
際
放
送
を
早
期
に
開
始
。
編
集
の

独
自
性
を
確
保
し
つ
つ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
子
会
社
を
設
立
し
て
国
際
放
送
を
実
施
す
る

こ
と
。
そ
の
際
、
財
政
支
援
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
そ

の
編
集
権
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
。

外
国
人
向
け
の
英
語
に
よ
る
Ｔ
Ｖ
国
際
放
送
は
、
そ
の
視
聴
対
象
か
ら
受
信

料
に
財
源
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
国
策
放
送
と
し
て
税
金
を
使

う
政
府
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
放
送
、
総
務
相
が
命
令
を
下
し
て
実
施
さ
せ
る
国
際

放
送
に
堕
ち
て
は
、
世
界
で
視
聴
さ
れ
る
と
も
思
え
な
い
。

Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
国
内
放
送

Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
で
は
保
有
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
の
削
減
が
議
論
さ
れ
た
。
竹
中
懇
談

会
は
「
現
行
保
有
す
る
八
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
多
過
ぎ
る
。
五
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
ス
リ

ム
化
す
べ
き
」
と
し
、
民
間
解
放
会
議
も
そ
れ
を
支
持
し
た
が
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の

サ
ー
ビ
ス
と
比
べ
る
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
現
行
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
む
し
ろ
少
な
過
ぎ
る

と
い
え
よ
う
。
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ＢＢＣの国内放送

アナログとデジタルTV（地上波）

　BBC 1 デジタル同時 総合編成

　BBC 2 デジタル同時 専門的な関心に応える

デジタルTV（地上波）

　BBC 3 若年層（16〜34歳）向け総

合編成

　BBC 4 文化芸術、科学、歴史、時

事、ドキュメンタリー

　C BBC 6〜13歳の学童向け

　C Beebies 5歳以下向け

　BBC NEWS 24 24時間ニュース

　BBC PARLIAMENT 国会・地方議会中継

音声放送（地上波アナログ・デジタル共通）

　BBC Radio1 若者向けポップスとロック

　BBC Radio2 熟年向け軽音楽、娯楽

　BBC Radio3 クラシック音楽

　BBC Radio4 総合編成のキー・ステーション

　BBC Radio5 Live ライブ　ナマのニュースと

スポーツ24時間放送

音声放送（地上波デジタル単独）

　１Xtra エクストラ 黒人音楽が中心

　Five Live Sport Extra スポーツ中継

　BBC 6 Music ロック・ポップスからクラシックまで

　Network Z コメディ、ドラマ、子ども向けマガジン

　BBC Asian Network アジア系住民向け

　BBC 7 コメディ・ドラマなどの娯楽

　BBC World Service 海外向け英語放送の国内放送

双方向

　BBC i インターネットのウェッブ

サイトや双方向テレビ

　Yoo Play 無料のテレビゲーム24時間

サービス懸賞付き

　Teletext 文字多重放送

視
聴
者
は
果
た
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
の
削
減
を
望
ん
で
い
る
の
だ

ろ
う
か
？　

同
じ
料
金
で
あ
れ
ば
選
択
枝
は
豊
か
な
ほ
う
が
良
い
。
議
会
中
継

を
中
心
と
す
る
「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
」
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
我
が
国

で
も
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
？　

現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
国
会
中

継
は
本
会
議
や
予
算
委
員
会
が
中
心
で
あ
り
、
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
委
員
会
の

方
が
圧
倒
的
に
多
い
。
地
方
議
会
に
至
っ
て
は
Ｔ
Ｖ
中
継
は
皆
無
に
近
い
。
総

務
委
員
会
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
予
算
審
議
の
時
の
み
録
画
中
継
さ
れ
、
衆
参
両
院
と
も

総
合
テ
レ
ビ
、
衛
星
第
二
、
ラ
ジ
オ
第
一
の
三
波
同
時
放
送
で
、
二
三
時
四
〇

分
か
ら
明
け
方
四
時
（
衆
議
院
）
か
ら
五
時
（
参
議
院
）
近
く
ま
で
の
深
夜
編

成
で
あ
る
。 40（
本
来
、
議
会
中
継
専
門
波
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
深
夜
編
成

は
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
深
夜
編
成
は
開
か
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
視
聴

者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
を
逃
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
一

方
、
大
リ
ー
グ
の
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
と
ロ
イ
ヤ
ル
ズ
戦
は
松
坂
投
手
の
初
戦
と

あ
っ
て
か
、
深
夜
の
ナ
マ
放
送
だ
け
で
は
足
り
ず
定
時
ニ
ュ
ー
ス
を
飛
ば
し
て

ま
で
再
放
送
し
て
い
る
の
で
あ
る
）

こ
の
よ
う
な
編
成
を
避
け
る
た
め
に
は
議
会
中
継
を
Ｉ
Ｐ
ネ
ッ
ト
で
流
す
な

ど
の
工
夫
が
必
要
と
な
ろ
う
。
国
会
で
の
審
議
は
議
事
録
が
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ

れ
る
の
で
文
章
で
辿
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
た
と
え
ば
総
務
委
員
会
で
の
各
委

員
の
質
問
に
対
し
て
、
総
務
相
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
が
ど
の
よ
う
な
表
情
で
聞
い
て

い
る
か
、
そ
う
し
た
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
映
像
で
知
る
し
か
な
い
。
ま
た
、

録
画
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
都
合
良
く
編
集
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
が
生
ず

る
恐
れ
も
あ
る
。

何
も
Ｂ
Ｂ
Ｃ
並
み
の
波
を
持
て
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
Ｎ
Ｈ

40 

平
成
十
九
年
度
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
予
算
を
審
議
し
た
総
務
委
員
会
の
様
子
を
伝
え
る
放
送
は
、
衆
議
院

が
三
月
十
五
日
二
三
時
四
〇
分
〜
三
時
五
六
分
で
三
波
出
し
、
参
議
院
が
三
月
二
十
七
日
二
三

時
四
〇
分
か
ら
五
時
二
一
分
で
オ
ン
エ
ア
さ
れ
た
。
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Ｋ
と
さ
し
て
違
わ
ぬ
予
算
で
こ
れ
だ
け
の
放
送
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

送
り
手
の
側
と
し
て
も
、
一
つ
の
情
報
素
材
を
多
岐
に
活
用
す
る
（O

ne 

Source M
ulti-outlet

）
効
率
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
が
求
め
ら
れ
る
。
単
純
に

チ
ャ
ン
ネ
ル
保
有
数
が
組
織
の
肥
大
化
や
ス
リ
ム
化
に
結
び
つ
く
世
界
で
は
な

い
。
視
聴
者
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
批
判
は
そ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
あ
っ
て
、
保
有
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
多
寡
で
は
な
い
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
の
問
題
は
我
国
の
電
波
行
政
と
の
整
合
性
に
あ
る
。
完
全
デ

ジ
タ
ル
化
に
合
せ
て
、
有
限
な
電
波
を
ど
こ
ま
で
放
送
に
割
当
て
る
の
が
適
正

な
の
か
？　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
民
放
を
含
め
た
検
討
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。
携
帯
の
普
及

で
通
信
の
分
野
で
の
電
波
が
窮
屈
な
状
況
に
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
〇
七

年
九
月
末
に
は
、
Ｂ
Ｓ
ｈ
ｉ
の
ア
ナ
ロ
グ
を
停
波
す
る
こ
と
が
、
総
務
省
の
方

針
で
決
定
し
て
い
る
。
衛
星
三
波
の
う
ち
Ｂ
Ｓ
１
、
Ｂ
Ｓ
２
、
Ｂ
Ｓ
ｈ
ｉ
（
デ

ジ
タ
ル
）
の
役
割
分
担
を
一
層
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
放
送
波
と

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
役
割
分
担
を
視
野
に
入
れ
た
新
し

い
枠
組
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

政
府
・
議
会
と
の
確
執

Ｂ
Ｂ
Ｃ
で
は
、
経
営
委
員
会
（
現
ト
ラ
ス
ト
）
の
委
員
の
選
出
は
立
候
補
制

で
あ
る
。
理
由
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
公
開
性
と
透
明
性
の
確
保
に
あ
る
。
一
九
九
七

年
、
政
権
の
座
に
つ
い
た
ブ
レ
ア
首
相
は
任
期
切
れ
と
な
る
三
人
の
経
営
委
員

の
選
出
に
あ
た
り
公
募
制
と
し
た
。
公
募
要
項
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
自
薦

他
薦
の
四
〇
〇
人
の
応
募
者
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
労
働
党
上
院
議
員
（
男

爵
）
夫
人
、
学
者
、
労
働
組
合
幹
部
の
三
人
が
選
ば
れ
た
。
映
画
『
炎
の
ラ
ン

ナ
ー
』
や
『
キ
リ
ン
グ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
』
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
知
ら
れ

る
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
氏 41

も
こ
の
時
公
募
に
応
じ
て
注
目
さ
れ
た

が
、
一
部
に
反
対
者
が
い
て
選
ば
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
（
執
行
役
員
会
）
会
長
も
公
募
で
あ
る
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
内
外
を
問
わ
ず

公
募
に
応
じ
た
候
補
者
の
中
か
ら
経
営
委
員
会
が
選
抜
す
る
。
イ
ラ
ク
報
道
で

責
任
を
取
ら
さ
れ
、
辞
任
し
た
グ
レ
ッ
グ
・
ダ
イ
ク
前
会
長
（
現
ヨ
ー
ク
大
学

学
長
）
も
自
ら
立
候
補
し
て
会
長
の
椅
子
を
獲
得
し
た
。
彼
は
そ
れ
ま
で
い
く

つ
も
の
民
放
や
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
立
て
直
し
た
辣
腕
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ

り
、
経
営
者
で
あ
っ
た
が
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
を
受
験
し
て
入
局
に
失
敗
し
た
経
験
は
あ

る
も
の
の
職
員
と
し
て
働
い
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
彼
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
会
長

に
相
応
し
い
ル
ッ
ク
ス
の
た
め
に
あ
ご
髭
を
剃
り
落
し
て
会
長
の
座
を
目
指
し

た
と
い
う
逸
話
を
自
伝
に
記
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
会
長
に
誰
が
な
る
か
が

「
賭
け
」
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
も
イ
ギ
リ
ス
ら
し
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
経
営
委
員
に
つ
い
て
は
放
送
法
第
十
三
条
で
経
営
委
員
会
の
設
置

お
よ
び
権
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。 42

委
員
は
両
院
の
同
意
を
得
て
内
閣
総
理
大

臣
が
任
命
し
、
経
営
委
員
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
る
。 43

Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
の
任
命

権
・
罷
免
権
、
収
支
予
算
・
決
算
、
事
業
計
画
及
び
資
金
計
画
な
ど
主
要
な
業

41 

『
ザ
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』（
〇
七
年
二
月
十
四
日
）
に
よ
れ
ば
、
ト
ラ
ス
ト
移
行
に
伴
い
、
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
氏
の
去
就
が
再
び
注
目
さ
れ
た
が
、
立
候
補
し
な
か
っ
た
と
あ
る
。

42 

放
送
法
第
十
六
条　

（
委
員
の
任
命
）
委
員
は
、
公
共
の
福
祉
に
関
し
て
公
正
な
判
断
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
広
い
経
験
と
知
識
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
両
議
院
の
同
意
を
得
て
、
内
閣
総

理
大
臣
が
任
命
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
教
育
、
文
化
、
科
学
、

産
業
そ
の
他
の
各
分
野
が
公
平
に
代
表
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
放
送
法

第
二
十
七
条　

会
長
は
、
経
営
委
員
会
が
任
命
す
る
。

 

前
項
の
任
命
に
当
っ
て
は
、
経
営
委
員
会
は
、
委
員
九
人
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

43 

放
送
法
第
十
三
条　

協
会
に
経
営
委
員
会
を
置
く
。

 

第
十
三
条
２　

経
営
委
員
会
は
、
協
会
の
経
営
方
針
そ
の
他
そ
の
業
務
の
運
営
に
関
す
る
重
要

事
項
を
決
定
す
る
権
限
と
責
任
を
有
す
る
。
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務
は
経
営
委
員
会
の
議
決
が
必
要
で
あ
る
。

Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
国
家
権
力
と
対
峙
し
、
屈
す
る
こ
と
な
く
自
ら
の
主
張
を
貫
き
、

会
長
の
首
を
挿
げ
替
え
ら
れ
な
が
ら
も
公
共
放
送
と
し
て
国
益
よ
り
は
公
益
に

徹
し
て
戦
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
歴
史
が
証
明
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
が
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
ケ
ー
ス
を
辿
る
と
、
郵
政
次

官
か
ら
会
長
と
な
っ
た
小
野
吉
郎
（
在
任
期
間
一
九
七
三
〜
七
六
）
は
保
釈
中

の
田
中
角
栄
元
総
理
を
見
舞
い
、
そ
の
見
識
の
な
さ
を
問
わ
れ
辞
任
。
財
界
か

ら
起
用
さ
れ
た
三
井
物
産
元
社
長
池
田
芳
蔵
（
一
九
八
八
〜
八
九
）
は
、
逓
信

委
員
会
で
英
語
の
答
弁
を
し
て
辞
任
。
後
を
継
い
だ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
政
治
部
記
者
出
身

の
島
桂
次
（
一
九
八
九
〜
九
一
）
も
同
委
員
会
で
女
性
問
題
が
絡
ん
だ
虚
偽
答

弁
を
し
て
辞
任
。
一
代
置
い
て
、
同
じ
政
治
部
記
者
出
身
か
ら
会
長
に
就
任
し

た
海
老
沢
勝
二
氏
（
一
九
九
七
〜
二
〇
〇
五
）
は
一
連
の
不
祥
事
の
責
任
と
そ

の
判
断
ミ
ス
か
ら
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
単
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
内
部
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
か
つ
て
経
営

委
員
の
ポ
ス
ト
が
国
政
選
挙
出
馬
へ
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
し
て
使
わ
れ
た
り
、

財
界
出
身
の
経
営
委
員
長
が
同
じ
財
界
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
を
選
ん
で
失
敗
し
た

り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
人
事
は
時
の
権
力
者
や
与
党
の
派
閥
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
の
任
免
権
が
経
営
委
員
会
に
あ
り
、
経
営
委
員
会
の
任
命
権
が

内
閣
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
任
命
責
任
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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